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(1) 特別支援学級の自立活動の指導の現状と課題 

  ア 自立活動の指導に関するアンケートについて 
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  ウ アンケートの結果から 

(2) 自立活動について 

  ア 自立活動の意義と教育課程上の位置付け 

(ｱ) 自立活動の意義 

(ｲ) 自立活動の教育課程上の位置付け 
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(3) 本研究で考える自立活動の指導の進め方 

（※丸数字は、本研究で考える自立活動の指導の進め方の 

各段階と対応しています） 

ア 児童生徒の実態把握 

① 情報収集 

② 情報整理 

イ 指導すべき課題の整理 
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(4) 本研究で作成したシート等の活用 

本研究では，実態把握や指導内容の設定等，自立活動の指導の進め方の各段階において，使用できる

シートを作成しました。各段階や使用目的に応じて，シート等をダウンロードしてお使いください。 
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１ 研究の概要 

(1) 研究主題 

 

   一人一人のニーズを踏まえた自立活動の指導の進め方 

   －小・中学校及び義務教育学校の特別支援学級における指導の提案－ 

 
(2) 主題設定の趣旨 

  〈特別支援教育における最近の動向〉 

   平成19年４月から，「特別支援教育」が学校教育法に位置付けられ，全ての学校において，障害の

ある児童生徒の支援を更に充実していくこととなりました。それから10年余りが過ぎ，特別支援教

育対象の児童生徒は年々増加傾向にあります。文部科学省の学校基本調査（平成30年５月１日）で

は，義務教育段階の児童生徒は約980万人であると報告されています。義務教育段階の児童生徒は毎

年約10万人ずつ減少し過去最低を更新しているのに対し，特別支援学校に在籍している児童生徒は

約７万３千人，小・中学校及び義務教育学校の特別支援学級に在籍している児童生徒は約25万６千

人，小・中学校及び義務教育学校の通常の学級で通級による指導を受けている児童生徒は約12万人

といずれも増加傾向にあり過去最高となっています。平成20年度と比べると，平成30年度に特別支

援学級に在籍している児童生徒は約2.1倍に，通級による指導を受けている児童生徒は約2.4倍に増

加しました。このような状況の中，教育現場では，児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，そ

のもてる力を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服するための適切な指導及び必要な支援を行

うこと，そして，全ての教職員の特別支援教育への理解を深め，専門性を図ることが喫緊の課題で

あると言えます。 

  〈自立活動とは〉 

自立活動は，特別支援学校の教育課程において特別に設けられた指導領域です。特別支援学級に

おいては，「障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るため，特別支援学校小学部・中

学部学習指導要領第７章に示す自立活動を取り入れること」 (1)とあり，この「自立活動は，授業時

間を特設して行う自立活動の時間における指導を中心とし，各教科等の指導においても，自立活動

の指導と密接な関連を図って行われなければならない」(2)と示されています。自立活動の目標は，

「個々の児童又は生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服

するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達の基盤を培う」(3)こ

とで，自立活動は個々の実態把握によって導かれる心身の調和的な発達の基盤に着目して指導する

ものです。 
自立活動の指導は学習指導要領に示された全ての内容を取り扱うのではなく，個々の障害の状態

や特性及び心身の発達の段階等に応じて内容の中から必要な項目を選定し，それらを相互に関連付

けて具体的な指導内容を設定することとなっています。また，授業時間を特設して行う自立活動の

時間における指導を中心とし，各教科等の指導においても，自立活動の指導と密接な関連を図って

行っていくことが必要です。さらに，指導に当たっては，児童生徒一人一人の実態を的確に把握し

て個別の指導計画を作成し，それに基づいて指導を展開しなければならず，指導する教師には，障

害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する指導について，一定の専門的な知識や技能が必

要です。そして，障害のある児童生徒などを担当する教師や特別支援教育コーディネーターだけで

はなく，全ての教師の理解や教師間の連携を促進する必要もあります。 
〈研究のねらい〉 

本研究では，特別支援学級における一人一人のニーズに応じた自立活動の指導の在り方について
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探りたいと考えました。特別支援学級における自立活動の指導の現状と課題を探り，それらを踏ま

えた児童生徒の実態把握や指導目標の設定，具体的な指導内容の設定の仕方等について提案します。

これらのことに取り組み，教育現場に広く発信していくことで，特別支援学級における自立活動の

指導が適切に，効果的に進められていくことにつながると考えます。 

 

(3) 研究の目標 

小・中学校及び義務教育学校の特別支援学級における一人一人のニーズに応じた自立活動の指導の

充実を図るために，自立活動の指導の現状と課題を基に，自立活動の指導の進め方を探る。 

 

(4) 研究方法 

ア 特別支援学級における自立活動の指導に関する先行調査研究や文献研究 

イ 特別支援学級における自立活動の指導に関する実態調査アンケートの作成及び調査並びに課題

の把握 

ウ 特別支援学級における自立活動の指導の進め方の検討  

 

(5) 研究内容 

ア 特別支援学級における自立活動の指導に関する先行調査研究や文献研究を行います。 

イ 特別支援学級における自立活動の指導に関する実態調査アンケートの作成に取り組みます。そし

て，事前調査を行い，学校現場の自立活動の指導の現状と課題を把握します。 

ウ アンケート調査結果を基に実態把握をし，特別支援学級における自立活動の指導の進め方につい

て検討します。 

《引用文献》 

(1) 文部科学省 『小学校学習指導要領解説 総則編』    平成29年７月 p.108 

  文部科学省 『中学校学習指導要領解説 総則編』    平成29年７月 p.106 

(2) 文部科学省 『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）』 

平成30年３月 p.22 

 (3) 文部科学省 『特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領』 

  平成29年４月 p.199 

《参考文献》 

・国立特別支援教育総合研究所 『専門研究Ｂ 特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒の自立 

活動の指導に関する研究』 平成28年３月 
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２ 研究の実際 

 (1) 特別支援学級の自立活動の指導の現状と課題 

  ア 自立活動の指導に関するアンケートについて 

    本県の特別支援学級における自立活動の指導の現状を探るために，抽出した小・中学校及び義務

教育学校で自閉症・情緒障害特別支援学級を担当する教師を対象に，自立活動の指導に関するアン

ケートを実施しました。アンケートは，６～８月に実施し，小学校及び義務教育学校前期課程58人，

中学校及び義務教育学校後期課程13人，合計71人の回答を得ました。この71人は，今年度，本県に

おいて，特別支援学級を担当する全教師788人の約９％に該当します。アンケート内容は６頁に示す

「小・中学校及び義務教育学校の自閉症・情緒障害特別支援における自立活動の指導に関するアン

ケート」の通りです。 

 

  イ 質問項目別集計 

質問項目別の集計は以下の通りです。 

Q1 先生自身について 

（1） 学校種 

 

 

 
 

（2） 教職経験及び特別支援教育経験年数 

      ア 教職経験年数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 特別支援教育経験年数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

5

0

0

2

8

1

10

45

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

不明

31年以上

26～30年

21～25年

16～20年

11～15年

６～10年

１～５年

n=71

（人）

2

19

13

10

4

6

1

13

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

不明

31年以上

26～30年

21～25年

16～20年

11～15年

６～10年

１～５年

n=71

（人）

合計

71人

小学校及び
義務教育学校前期課程

58人

中学校及び
義務教育学校後期課程

13人
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       ・「小学校及び義務教育学校前期課程」58人，「中学校及び義務教育学校後期課程」13人，合計71 

人の回答を得た。 

・教職経験年数は，回答の多い順に，19人が「31年以上」，13人が「１～５年」「26～30年」，10     

人が「21～25年」と回答した。 

・特別支援教育経験年数は，回答の多い順に，45人が「１～５年」，10人が「６～10年」，８人が 

 「16～20年」と回答した。 

 
Q2 自立活動の指導について 

  (1) 自立活動の指導は難しいと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 自立活動の指導をする上で難しいと思うのはどのようなことですか（３つまで回答可） 

 

     ・自立活動の指導の難しさについて，52.1％が「そう思う」，45.1％が「少しそう思う」，2.8％

が「あまり思わない」と回答した。 

    ・自立活動の指導をする上で難しいと思うことは，回答の多い順に，「指導・支援」「目標設定」

「各教科等との関連」「評価」「実態把握」「連携」であった。 

 

(3) 自立活動の指導をする上で，知りたいことや気になることについて（自由記述） 

・自立活動の指導の具体例，実践例について知りたい。 

18

26

29

55

39

20

0 10 20 30 40 50 60

連携

評価

各教科等との関連

指導・支援

目標設定

実態把握
n=71

（人）

52.1 45.1 2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない

n=71

【 実 態 把 握 】児童生徒の障害の状態，発達や経験の程度などの実態を的確に把握すること 

【 目 標 設 定 】実態把握を基にし，長期的及び短期的な観点から目標を設定すること 

【 指 導 ・ 支 援 】具体的な指導内容を設定し，実際に指導・支援すること 

【各教科等との関連】各教科，道徳科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動の指導との関連を図ること 

【 評 価 】児童生徒の学習状況や結果を適切に評価し，指導の改善に生かすこと 

【 連 携 】交学級担任や保護者，関係機関等と連携を図ること 
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      ・個別で指導する際と，少人数グループで指導する際のポイントを知りたい。 

      ・国語科や算数科等の各教科の一部を，自立活動の時間とすることができるか。 

      ・こだわりが強い児童生徒の社会性やコミュニケーション能力を育てる手立てを知りたい。 

     ・複数の項目に課題がある児童生徒に対して，どのように自立活動を計画していけばよいのか。 

      ・一人一人の児童生徒の実態に応じた目標設定や評価の仕方について詳しく知りたい。 

     ・国語科や算数科等の各教科と，自立活動をどのように関連させていくのかがよく分からない。 

・担任が替わるごとに児童生徒の実態把握が異なり，指導目標も変わってしまい，系統的な指導  

が難しい。 

 

    ウ アンケートの結果から 

     今回行ったアンケートの結果から，現状と課題を以下のように捉えました。 

(ｱ) 特別支援教育経験年数の浅い教師の割合が高い 

特別支援学級を担当する教師の特別支援教育経験年数については， 71人のうち45人が，「１

～５年」と回答しました。アンケートに回答した教師の63.4％が，特別支援教育経験は５年以

下と答えていることになります。このことから，専門的知識や実践を求められる特別支援学級

において，特別支援教育経験年数の浅い教師が担当している割合が高いことが分かりました。

また，自立活動の指導の難しさについて，52.1％が「そう思う」と回答し，自由記述欄にも「自

立活動の具体例，実践例について知りたい」「個別で指導する際と，少人数グループで指導する

際のポイントを知りたい」「複数の項目に課題がある児童生徒に対して，どのように自立活動を

計画していけばよいのか」などと記述していることから，実際の指導・支援の場面で苦慮して

いる様子がうかがえました。 

特別支援教育については，専門的な知識の習得や指導内容，実践の定着に時間や経験を要す

ることが考えられます。また，特別支援学級担任は，担当の障害種に関する教育について，最

も知識のある専門家として，校内の教師等から助言を求められることもあります。そのため，

特別支援学級担任が，継続的に自己の専門性の向上に努めることや，特別支援教育に関する校

内支援体制づくりの充実を図ることが必要です。 

 

     (ｲ) 自立活動の指導に難しさを感じている教師が多い 

      自立活動の指導の難しさについて，52.1％が「そう思う」，45.1％が「少しそう思う」，2.8％ 

が「あまり思わない」と回答しました。また，自立活動の指導をする上で難しいと思うことは，

回答の多い順に，「指導・支援」「目標設定」「各教科等との関連」「評価」「実態把握」「連携」

でした。自由記述欄においても，特別支援教育に関する専門的な知識の習得に関することや具

体的な指導内容，実践，評価の方法等に関する記述が見られました。 

自立活動は，個々の児童生徒の障害の状態や発達の段階等に即して指導を行うことが必要で      

す。児童生徒一人一人の実態を的確に把握して個別の指導計画を作成し，それに基づいた指導 

を展開しなければならず，そのためには，一定の専門的な知識や技能が必要です。また，自立

活動を指導する教師だけでなく，全ての教師の理解や教師間の連携が大切です。 
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小・中学校及び義務教育学校の自閉症・情緒障害特別支援学級における自立活動の指導に関するアンケート 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ 先生自身についてお答えください。 

（１）現在，勤務されている学校種は何ですか。当てはまる番号に〇を付けてください。 

     ① 小学校または義務教育学校前期課程    ② 中学校または義務教育学校後期課程 

（２）教職経験及び特別支援教育経験年数を教えてください。（講師の年数を含む） 

    教職経験（       ）年目 うち特別支援教育経験年数（       ）年目 

 

Ｑ２ 自立活動の指導についてお答えください。 

（１）自立活動の指導は難しいと思われますか。当てはまる番号に〇を付けてください。 

   ① そう思う   ② 少しそう思う   ③ あまり思わない   ④ 思わない 

    →Ｑ２（２），Q３の問いにお答えください →Ｑ３の問いにお答えください 

（２）自立活動の指導をする上で，難しいと思われるのはどのようなことですか。次の中から３つ選択

し，当てはまる番号に〇を付けてください。 

   ①【実態把握】 

児童生徒の障害の状態，発達や経験の程度などの実態を的確に把握すること 

   ②【目標設定】 

実態把握を基にし，長期的及び短期的な観点から目標を設定すること 

   ③【指導・支援】 

具体的な指導内容を設定し，実際に指導・支援すること 

   ④【各教科等との関連】 

各教科，道徳科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動の指導との関連を図ること 

   ⑤【 評 価 】 

児童生徒の学習状況や結果を適切に評価し，指導の改善に生かすこと 

   ⑥【 連 携 】 

交流学級担任や保護者，関係機関等と連携を図ること 

 

Ｑ３ 自立活動の指導をする上で，知りたいことや気になることなど，ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

当センターでは，小・中学校及び義務教育学校の自閉症・情緒障害特別支援学級における

一人一人のニーズに応じた自立活動の指導の充実を図るための研究に取り組んでいます。 

そこで，自立活動の指導に関する現状と課題を探るために，実態調査アンケートを作成し

ました。以下の項目についてご回答をお願いいたします。 
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２ 研究の実際 

(2) 自立活動について 

小・中学校及び義務教育学校（以下「小・中学校等」という。）の特別支援学級に在籍している児 

童生徒は，年々増加しています。特別支援学級は小・中学校等の学級の一つであるため，学校教育法 

に定める小・中学校等の目的及び目標を達成しなければなりません。しかし，障害のある児童生徒に 

対して，障害のない児童生徒の教育課程をそのまま適用することが必ずしも適当ではない場合がある  

ため，小・中学校等の特別支援学級においては，自立活動を特別の教育課程として取り入れることが， 

小学校及び中学校学習指導要領（平成29年告示）に示されています。 

自立活動は，個々の児童生徒の障害の状態や発達の段階等に即して指導を行うことが必要です。そ 

のため，児童生徒一人一人の実態を的確に把握して個別の指導計画を作成し，それに基づいた指導を 

展開しなければなりません。個別の指導計画の作成及び計画に基づいた指導の展開等については一定 

の専門的な知識や技能が必要です。また，自立活動を指導する教師だけでなく，全ての教師の理解や 

教師間の連携も大切です。 

     

ア 自立活動の意義と教育課程上の位置付け 

（ｱ） 自立活動の意義 

小・中学校等の教育は，児童生徒の生活年齢に即して系統的・段階的に進められており，教育

内容は，発達の段階に即して選定されたものが配列されています。そして，それらを順に教育す

ることにより，人間として調和のとれた育成が期待されています。しかし，障害のある児童生徒

の場合は，その障害によって日常生活や学習場面において様々なつまずきや困難が生じることか

ら，障害のない児童生徒と同じように心身の発達の段階等を考慮して教育するだけでは十分とは

言えません。そこで，個々の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するための指導が

必要となります。 

自立活動は，障害のある児童生徒の個々の実態把握によって導かれる「人間としての基本的な

行動を遂行するために必要な要素」及び「障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する

ために必要な要素」，いわゆる心身の調和的な発達の基盤に着目して指導するものです。自立活

動の指導は，各教科において育まれる資質・能力を支える役割を担っています。 

 

（ｲ） 自立活動の教育課程上の位置付け 

自立活動は，授業時間を特設して行う 

自立活動の時間における指導を中心とし， 

各教科等の指導においても，自立活動の 

指導と密接な関連を図って行われなけれ 

ばなりません(図１)。なお，各教科等に 

おける自立活動の指導に当たっては，各 

教科等の目標の達成を著しく損なったり， 

目標から逸脱したりすることのないよう 

に留意しながら，自立活動の具体的な指 

導内容との関連を工夫するなど，計画的， 

組織的に指導が行われるようにする必要 

があります。このように，自立活動の指 

導は，学校教育活動全体を通じて適切に 

学校の教育活動全体を通じて行う
自立活動の指導

自立活動の時間
における指導

関連

各教科等における自立活動の指導

図１ 自立活動の指導の概念図 

-7-



令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

  

行われなければなりません。自立活動の指導は，障害のある児童生徒の教育において，教育課程 

上重要な位置を占めています。 

また，自立活動の時間に充てる授業時数 

は，個々の児童生徒の障害の状態等に応じ 

て適切に設定される必要があります。この 

ため，各学年における自立活動に充てる授 

業時数については，一律に授業時数の標準 

として示されていません。しかし，自立活 

動の時間に充てる授業時数は，各学年の総 

授業時数の枠内に含まれることとなってい 

ます。自立活動の時間に充てる授業時数を 

加えると，総授業時数が小・中学校等の総 

授業数を上回る場合は，児童生徒の実態及 

びその負担過重について考慮し，各教科等 

の授業時数を適切に定めることが大切です 

(表１)。 

 

イ 自立活動の目標と内容，その取扱い 

自立活動の目標は，小学部・中学部学習指導要領（第７章第１）に「個々の児童又は生徒が自立

を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要とされる知識

技能，態度及び習慣を養い，心身の調和的発達の基盤を培う」(1)と示されています。 

ここでの「自立」とは，児童生徒がそれぞれの障害の状態や発達の段階等に応じて，主体的に自

己の力を可能な限り発揮し，よりよく生きていこうとすることです。そして，「障害による学習上

又は生活上の困難を主体的に改善・克服する」とは，障害によって生ずるつまずきや困難を軽減し

たり解消したりするために努力したり，障害を受容したりすることです。また，「調和的発達の基

盤を培う」とは，児童生徒の発達の遅れや不均衡を改善したり，発達の進んでいる側面を更に伸ば

すことによって遅れている側面の発達を促すようにしたりすることです(図２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 自立活動の授業時数の例（小学校５年生） 

標準時数
特別支援

学級の時数

国語 175 140

社会 100 100

算数 175 140

理科 105 105

音楽 50 50

図画工作 50 50

家庭 60 60

体育 90 90

外国語 70 70

35 35

70 70

35 35

70

1015 1015

各
教
科

区　分

自立活動

総授業時数

総合的な学習の時間

特別活動

特別の教科　 道徳

図２ 自立活動の目標 

，

「自立」とは
主体的に自己の力を可能な限り発揮し、よりよく生きていこうとすること

「障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服する」とは
障害によって生ずるつまずきや困難を軽減しようとしたり解消のために努め
たり障害を受容したりすること

「調和的発達の基盤を培う」とは
発達の遅れや不均衡を改善したり、発達の進んでいる側面を更に伸ばすこと
によって遅れている側面の発達を促すようにしたりすること

自立活動の目標

個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を
主体的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もっ
て心身の調和的発達の基盤を培う。

小学部・中学部学習指導要領（第7章第１）

Ａ Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ
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自立活動の内容は，人間としての基本的 

な行動を遂行するために必要な要素と，障 

害による学習上又は生活上の困難を改善・ 

克服するために必要な要素で構成されてい 

ます。それらの中の代表的な要素である項 

目は，六つの区分の下に分類・整理されて 

います(図３)。 

自立活動の指導内容は学習指導要領に示 

された全ての内容を取り扱うのではなく， 

個々の児童生徒の障害の状態等の的確な把 

握に基づき，障害による学習上又は生活上 

の困難を主体的に改善・克服するために必要な項目を選定し，それらを相互に関連付けて設定しま

す。そのため，児童生徒一人一人に個別の指導計画を作成し，それに基づいて指導を展開する必要

があります。 

 

ウ 自立活動の評価 

自立活動における児童生徒の学習の評価は，実際の指導が個々の児童生徒の指導目標に照らして     
どのように行われ，児童生徒がその指導目標の実現に向けて，どのように変容しているかを明らか 
にするものです。また，児童生徒がどのような点でつまずき，それを改善するためにどのような指 
導をしていけばよいかを明確にしようとするものでもあります。 
自立活動の指導は，教師が児童生徒の実態を的確に把握した上で個別の指導計画を作成して行わ  

れますが，計画は当初の仮説に基づいて立てた見通しであり，児童生徒にとって適切な計画である 

かどうかは，実際の指導を通して明らかになるものです。したがって，児童生徒の学習状況や指導 

の結果に基づいて，適宜修正を図らなければなりません。 

評価を行う上での配慮事項を以下に示します（表２）。 

 

 

○ 指導目標を設定する段階において，児童生徒の実態に即してその到達状況を具体的に捉えてお

くこと 

○ 教師自身が自分の指導の在り方を見つめ，児童生徒に対する適切な指導内容・方法の改善に結

び付けること 

○ 教師間で協力しながら，児童生徒の学習状況や結果に関する情報を収集すること 

○ 多面的な判断ができるように，必要に応じて外部の専門家や保護者等と連携を図っていくこと 

○ 保護者に，学習状況や結果の評価について説明し，児童生徒の成長の様子を確認してもらうと

ともに，学習で身に付けたことを家庭生活でも発揮できるよう協力を求めること 

○ 児童生徒の実態に応じて，学習前，学習中あるいは学習後に，自己評価を取り入れること 

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編 pp.118-119を基に作成 

引用文献  

(1) 文部科学省 『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）』 

平成30年３月 p.22 

図３ 自立活動の内容の考え方 

人間として基本的な行動を遂行
するために必要なこと

障害による学習上又は生活上の
困難を主体的に改善・克服する
ために必要なこと

六つの区分に分類・整理

１ 健康の保持 ２ 心理的な安定 ３ 人間関係の形成

４ 環境の把握 ５ 身体の動き ６ コミュニケーション

表２ 評価を行う上での配慮事項 
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２ 研究の実際 

(3) 本研究で考える自立活動の指導の進め方    

自立活動の指導に当たっては，児童生徒一人一人の実態を的  

確に把握して，個別の指導計画を作成し，それに基づいて指導 

を展開しなければなりません。自立活動の個別の指導計画を作   

成する上で最も重要な点は，実態把握から指導目標を設定する 

プロセスにあります。「特別支援学校学習指導要領解説 自立活    

動編」には，その流れについてのイメージをもちやすくするた 

めに例（流れ図）が示されています。 

しかし，本研究で実施したアンケート結果から，小・中学校

等の特別支援学級においては，特別支援教育経験が浅い教師の

割合が高いことや，自立活動の指導に難しさを感じている教師

が多いことが分かりました。 

そこで本研究では，これらの現状と課題を踏まえ，自立活動

の進め方について，対象の児童生徒の実態把握から自立活動の

具体的な指導内容の設定に至るまでの過程を段階ごとに分け， 

図４のように示しました。また，具体的な指導内容を設定するまでの流れや，各段階で取り組む際に

使用できる書き込み式のシート等を以下のように作成しました（表３）。各段階や目的に応じてシート

等を使用することで，特別支援教育経験年数が浅い教師にとっても，一人一人のニーズを踏まえた自

立活動の指導の実現につながると考えます。 

表３ 本研究で作成したシート等 

 

 

次頁から，自立活動の指導の進め方の流れが分かりやすくなる「流れ図シート」についてや，各段

階において，教師が取り組む内容や取り組む際の留意点，使用できるシート等について示します。 

段階 目的 シート等の名称 

①～⑧ 
実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの

流れを知る 
流れ図シート （Excel 形式） 

① 実態把握のために必要な情報を収集する 情報収集シート（Excel 形式） 

② 収集した情報を整理する 情報整理シート 

④ 

⑤ 
指導すべき課題を整理し，指導目標を設定する 

課題抽出～指導目標シート 

⑥ 

⑦ 
必要な項目を選定し，項目間の関連付けについて知る 

⑧ 

障害種ごとの自立活動の具体的な指導内容例を知

る 

自立活動の具体的な指導内容例 

（障害種別・Excel 形式） 

自立活動の学習指導案の様式の例を知る 
「自立活動の時間」学習指導案様式 

（Word 形式） 

自立活動の年間計画を立てる 「自立活動の指導」年間計画様式 

ア

実

態

把

握 

① 情報収集 

② 情報整理 

－１ 区分に即して整理 

－２ 学習上又は生活上の 

困難の視点で整理 

－３ 将来の姿から整理 

イ

課

題

の

整

理 

③ 実態把握からの課題抽出 

④ 中心的な課題の決定 

ウ ⑤ 指導目標の設定 

エ 
⑥ 項目の選定 

⑦ 項目間の関連付け 

オ ⑧ 具体的な指導内容の設定 

 
図４  本研究で考える自立活動 

の指導の進め方 
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「特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編」に示されている，実態

把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れの例（流れ図）を参考に

「流れ図シート」を作成しました。 

「流れ図シート」を使用することで，実態把握から具体的な指導内容を

設定するまでの流れについてのイメージをもつことができます。以下に「流

れ図シート」の記入の仕方を示します。  

①～⑧_流れ図シートについて 

流れ図シート 

健康の保持

②－２　情報整理(学習上又は生活上の困難の視点で整理)

流れ図シート

実
態
把
握

①　情報収集

②－１　情報整理(区分に即して整理)

心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

②－３　情報整理(将来の姿から整理)

・①で収集した情報を自立活動の内容の六つの区分に即して整理します

・できないことだけではなく，できることや得意なことも書くようにします

・障害の状態，発達や経験の程度，興味・関心，生活状況や学習環境などを書きます

・「～がある。」「～ができる。」等，事実について書きます

「情報収集シート」を使用すると，自立活動の指導を行うために必要な情報

を収集することができます

「情報整理シート」を使用すると，難し

さの背景の例を知ることができます

「情報整理シート」を使用すると，収集した情報を六つ

の区分に整理することができます

・①で収集した情報を学習上または生活上の困難の視点で整理します

・これまでの学習状況等を踏まえ，学習上又は生活上の難しさだけではなく，既にできていること，

支援があればできることなども書きます

・「～なため○○である。」等，難しさの背景を考えて書くようにします

・①で収集した情報を将来の姿の観点から整理します

・「～を望んでいる。」等，本人や保護者の願いを踏まえて書くようにします

「自立活動の具体的な指導内容例（障害種別）」を使用すると，障害種ごとの障害の状態を把握し

たり，自立活動の指導に必要な項目を整理したりすることができます

※障害種のみに頼って特定の指導内容に偏ることがないよう，対象となる児童生徒の全体像を見

て整理するようにします

● 吹出しには，それぞれの段階で使用できるシート等を紹介しています。

ポイント

-11-



令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

 

 

健康の保持

・ ・ ・ ・

・
…

指
導
す
べ
き
課
題
の
整
理

③　実態把握からの課題抽出

④　中心的な課題の決定

⑤　指導目標の設定

課題同士の関係を整理する
中で今指導すべき指導目標
として

⑥　項目の選定

指導目標
を達成す
るために
必要な項
目の選定

心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

⑧　具体的な指導内容の設定 ・ ・
選定した項目を関連付
けて具体的な指導内容
を設定

ア イ ウ

・ ・
項目間

の関連

付け

・⑤で設定した指導目標を達成するために必要な項目を６区分27項目の中から選定します

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると，指導すべき課題

を抽出することができます

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると，課題同士の関連が

整理でき，中心的な課題を導き出すことができます

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると，中心的な課題を踏まえた指導目

標を設定することができます

・④で導き出した中心的な課題を踏まえて，指導目標を設定します

⑦ 項目間の関連付け
・項目同士を関連付けるポイントを書きます

・「⑤で設定した指導目標を達成するために，区分○○○の項目○○と区分□□□

の項目□□とを関連付けて指導する。」などと書きます

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると，指導

すべき項目同士を関連付けることができます

・②で整理した情報の中から，課題となることを抽出します

・課題を「できること」「もう少しでできること」「援助があればできること」「できないこと」

を明らかにして抽出して書きます

・③で抽出した課題同士がどのように関連しているかを整理し，中心的な課題を導き出します

・「できること」「もう少しでできること」「援助があればできること」「できないこと」などの

うちから，中心となる課題を選びます

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると,指導すべき課題の区分や項目を選定

することができます

・「⑥項目の選定」と「⑧具体的な指導内容の設定」を結ぶ線は各項目間の関

連を示しています

・指導目標を達成するために選定した項目同士を関連付けて，具体的な指導内

容を設定します

「自立活動の具体的な指導内容例（障害種別）」を使用すると，児童生徒の障害の状態に応じた具体的な

指導内容例と留意点を知ることができます

また，中心となる項目や他の項目との関連例も知ることができます

※具体的な指導内容例として取り上げているものは，全て他の項目と関連したものであり，あくまでも当

該の項目を中心として設定された指導内容例として捉えなければいけません

※他の障害であっても，学習上または生活上の困難が共通する場合には，指導内容例を参考にすること

ができます
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ア 児童生徒の実態把握 

自立活動は，それぞれの障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服することを目 

標にしているため，必然的に一人一人の指導内容・方法も異なってきます。そのため，個々の児童 

生徒について，障害の状態，発達や経験の程度，興味・関心，生活状況や学習環境などを的確に把 

握することが大切です。実態把握の段階は，実態把握のために必要な情報を収集する段階（情報収 

集）と，収集した情報を整理する段階（情報整理）があります。 

 

① 情報収集 

実態把握に必要な情報を収集する際は，児童生徒のできないことばかりではなく，できること

や得意なことにも着目することが大切です。また，保護者等から生育歴や家庭生活の状況を聞い

たり，保護者の教育に対する考え等を捉えたりすることも重要です。さらに，教育的立場からの

実態把握ばかりではなく，心理学的な立場，医学的な立場からの情報や児童生徒が支援を受けて

いる福祉施設等からの情報を収集して実態把握を行います。 

実態把握をする際に収集する情報の内容例として，学習指導要領解説自立活動編には，以下の

ように示されています（図５）。 

 

実態把握の方法としては，観察法，面接法，検査法等の直接的な把握の方法がありますが，そ

れぞれの方法の特徴を十分に踏まえながら目的に即した方法を用いることが大切です。 

記入の仕方としては，教師の主観が入り過ぎないように，文末が「～である。」等となるように

事実について書くとよいでしょう。 

 

  

図５ 収集する情報の内容例 

実態把握や情報収集が多岐にわたって十分に行われていないと個別の指導計

画が作成できないというわけではありません。その時点で把握できた実態や

収集できた情報に基づいて作成し，指導するようにしましょう。 

・病気等の有無や状態      ・聴覚機能 

・生育歴            ・知的発達や身体発育の状態 

・基本的な生活習慣       ・興味・関心  

・人やものとのかかわり     ・障害の理解に関すること  

・心理的な安定の状態      ・学習上の配慮事項や学力 

・コミュニケーションの状態   ・特別な施設・設備や補助用具（機器を含む。）の必要性 

・対人関係や社会性の発達    ・進路 

・身体機能           ・家庭や地域の環境 

・視機能                                    等 
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 「情報収集シート」を使用することで，自立活動の指導を進めるために必要な

情報を収集することができます。情報収集後の情報整理の段階で，それぞれの観

点で整理しやすいように，自立活動の区分や，将来の姿等について書くことがで

きるようにしています。 

 

 

 

  

● できないことだけではなく，できることや得意なことも 

                      書くようにします。 

  

            ● 「～がある。」「～ができる。」 等，事実について書くよ 

うにします。 

 

● 全ての項目を記入しなければならないということでは 

                                  ありません。 

 

● 当該学年だけでなく，前学年までの個別の教育支援計画 

や個別の指導計画も基にしながら記入すると継続的・系 

統的な指導につながります。 

 

● 自立活動に関する内容（１～６）については，「 情報整 

理シート」や「自立活動の具体的な指導内容例（障害種 

別)｣を参考にすることができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

２心理的な安定 

 
・情緒の安定 

・環境や周囲のもの

に対するかかわり 

 

３人間関係の形成 

 
・他者とのかかわり 

・集団への参加 

 

ポイント 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション指導目標
（ねらい）
を達成す
るために
必要な項
目の選定

⑤　指導目標の設定

課題同士の関係を整理する
中で今指導すべき指導目
標として

⑥　項目の選定

自立活動の指導「流れ図シート」

指
導
す
べ
き
課
題
の
整
理

③　実態把握からの課題抽出

④　中心的な課題の決定

実
態
把
握

①　情報収集

②－１　情報整理　区分に即して整理

②－２　情報整理　学習上又は生活上の困難の視点で整理

②－３　情報整理　将来の姿から整理

 
①_情報収集シートについて 

[記入例] 

流れ図シート 

【この段階で使用します】 

情報収集シート 

・自分の思い通りにならないと情緒が不安

定になり，機嫌が悪くなることがある。 

・初めての場所や活動に対して不安を抱き

やすいが，見通しをもてると，自分から

取り組むことができる。 

・他者とのかかわりをもとうとするが，上

手くかかわれないことが多い。 

・ゲームの際，ルールの把握に戸惑い，集

団に参加できないことがある。 

記入者： 記入日： 年 月 日

ふりがな 性別

氏　名 年 組

家族構成 生年月日 年 月 日

障害の種類・程度や状態等

４　環境の把握

・感覚や認知の特性
・感覚の補助及び代行手段

５　身体の動き

・日常生活に必要な動作の
　様子
・姿勢や運動・動作の様子

諸検査の結果
（心理検査・学力検査等）

地域・関係機関

本人のねがい

保護者のねがい

興味・関心

　

　

       

６　コミュニケーション

・言語等でのやりとり
・言語の表出や理解
・状況に応じたコミュニ
　ケーション

学校生活での配慮事項

・学習上
・生活上
・施設・設備や補助用具

将来の姿

・進路
・卒業後

その他

１　健康の保持

・基本的な生活習慣
・病気や体調の状態

２　心理的な安定

・情緒の安定
・環境や周囲のものに対す
　るかかわり

３　人間関係の形成

・他者とのかかわり
・集団への参加

学校

所　属
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② 情報整理 

収集した情報を整理する段階です。情報を「自立活動の区分に即して」「学習上又は生活上の困

難の視点で」「将来の姿から」で整理することで，対象児童生徒の課題を焦点化していきます。 

②-1 自立活動の区分に即して整理 

収集した情報を，自立活動の区分に即して整理する段階です。その際，障害名のみに頼って

特定の指導内容に偏ることがないように，対象となる児童生徒の全体像を捉えて整理します。

自立活動の内容は，６区分27項目あります（表４）。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-2 学習上又は生活上の困難の視点で整理 

収集した情報を，学習上又は生活上の困難の視点で整理する段階です。その際，これまでの

学習状況を踏まえ，学習上又は生活上の難しさだけではなく，既にできていること，支援があ

ればできることなども書きます。収集した情報や心理検査等の結果を通して，難しさの背景や

要因を明らかにし，「～なため○○である。」等のような書き方をするとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

②-3 将来の姿から整理 

収集した情報を将来の姿の観点から整理する段階です。児童生徒の生活年齢や学校で学ぶこ

とのできる残りの年数を視野に入れて整理します。例えば，「〇〇年後の姿」をイメージしたり，

卒業までにどのような力を，どこまで育むとよいかを想定したりして整理します。本人や保護

者の願いを踏まえ，「～を望んでいる。」「～が必要である。」等のような書き方をするとよいで

しょう。 

  
将来の姿の例は…… 

・保護者は，特別支援学校高等部への進学を望んでいる。 

・中学校卒業までに，自分の気持ちを落ち着かせる方法を身に付けておく

ことが必要である。 

などがありますね。 

表４ 自立活動の内容 

学習上又は生活上の困難の例は…… 

・興味のあることに注意が集中する傾向があるため，活動等の全体像が

把握できないことがある。 

・特定の動作や行動に固執したり，同じ話を繰り返したりするなど，次

の活動や場面に切り換えることが難しいことがある。 

などがありますよ。 

①生活のリズムや生
　活習慣の形成に関
　すること

①情緒の安定に関す
　ること

①他者とのかかわり
　の基礎に関するこ
　と

①保有する感覚の活
　用に関すること

①姿勢と運動・動作
　の基礎的技能に関
　すること

①コミュニケーショ
　ンの基礎的能力に
　関すること

②病気の状態の理解
　と生活管理に関す
　ること

②状況の理解と変化
　への対応に関する
　こと

②他者の意図や感情
　の理解に関するこ
　と

②感覚や認知の特性
　についての理解と
　対応に関すること

②姿勢保持と運動・
　動作に補助的手段
　の活用に関するこ
　と

②言語の受容と表出
　に関すること

③身体各部の状態の
　理解と養護に関す
　ること

③障害による学習上
　又は生活上の困難
　を改善・克服する
　意欲に関すること

③自己の理解と行動
　の調整に関するこ
　と

③感覚の補助及び代
　行手段の活用に関
　すること

③日常生活に必要な
　基本的動作に関す
　ること

③言語の形成と活用
　に関すること

④障害の特性の理解
　と生活環境の調整
　に関すること

④集団への参加の基
　礎に関すること

④感覚を総合的に活
　用した周囲の状況
　についての把握と
　状況に応じた行動
　に関すること

④身体の移動能力に
　関すること

④コミュニケーショ
　ン手段の選択と活
　用に関すること

⑤健康状態の維持・
　改善に関すること

⑤認知や行動の手掛
　かりとなる概念の
　形成に関すること

⑤作業に必要な動作
　と円滑な遂行に関
　すること

⑤状況に応じたコ
　ミュニケーション
　に関すること

身体の動き コミュ二ケーション
区
分

項
　
目

人間関係の形成健康の保持 心理的な安定 環境の把握
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令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

 

 

 

「情報整理シート」を使用することで，収集した情報を六つの区分に整理した

り，学習上又は生活上の困難の視点で整理したりすることができます。 

 

 

● 情報収集シートを参考に，児童  
生徒ができている項目にチェッ 

ク☑します。その際，同年齢 
の児童生徒の様子と比較します。 

 
● 学習指導要領の具体的な指導内容例に示された障害種 

を参考にすることもできます。 
 
● チェックが付かなかった項目及び他と比べてチェック 

が少ない項目については，自立活動の指導の必要性が 
高いと考えられます。 

 
● チェックが多い項目は，児童生徒の長所と捉え，指導 

に生かすようにします。 
 
● 各区分において，必要な教師の支援や児童生徒の変化等     

についての気付きがあれば，備考欄に記入します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

②_情報整理シートについて 
健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション指導目標
（ねらい）
を達成す
るために
必要な項
目の選定

⑤　指導目標の設定

課題同士の関係を整理する
中で今指導すべき指導目
標として

⑥　項目の選定

自立活動の指導「流れ図シート」

指
導
す
べ
き
課
題
の
整
理

③　実態把握からの課題抽出

④　中心的な課題の決定

実
態
把
握

①　情報収集

②－１　情報整理　区分に即して整理

②－２　情報整理　学習上又は生活上の困難の視点で整理

②－３　情報整理　将来の姿から整理

 

ポイント 

区分 

学習指導要領の具体的な 
指導内容例に示された障害種 

自立活動の内容項目に 
必要と思われる要素 

この場合
(1)(2)は， 
長所と考えら
れる項目 
(3)は， 
自立活動の指
導の必要性が
高い項目 
だと考えられ
ます 

・言葉かけをすると，自分でクールダウンの部屋に移動できるようになってきている 

・自分の障害について，担当に尋ねることが多くなってきた 

項目 

流れ図シート 

情報整理シート 

【この段階で使用します】 
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イ 指導すべき課題の整理 

指導すべき課題を整理する段階です。自立活動の指導に当たっては，個々の児童生徒の障害の状

態や特性及び心身の発達の段階等の的確な把握に基づいて，指導すべき課題を明確にします。指導

すべき課題の整理の段階は，整理した情報の中から，課題を抽出する段階（課題抽出）と抽出した

課題同士がどのように関連しているかを整理し，中心的な課題を導き出す段階（中心的な課題）が

あります。 

 

③ 実態把握からの課題抽出 

情報整理をすることで，児童生徒の「できること」「もう少しでできること」「援助があればで

きること」「できないこと」などが明らかになります。その中から，現時点で指導が必要だと考え

られる課題を抽出します。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 中心的な課題の決定 

抽出した課題同士がどのように関連しているかを整理し，中心的な課題を導き出します。課題

同士の関連とは，例えば，「原因と結果」や「相互に関連し合っている」などの観点，発達や指導

の順序等が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

ウ ⑤ 指導目標の設定 

中心的な課題に基づき指導目標を設定する段階です。指導目標の設定に当たっては，長期の指

導目標とともに，短期の指導目標を定めることが自立活動の指導の効果を高めるために必要です。 

指導目標を達成するためには，個々の児童生徒の実態に即して必要な指導内容を段階的，系統

的に取り上げることが大切です。すなわち，段階的に短期の指導目標が達成され，それがやがて

長期の指導目標の達成につながるという展望が必要です。 

長期の指導目標は学年ごと，短期の指導目標は学期ごとと捉えて設定するとよいでしょう。 

   

以下のような課題は，指導すべき対象から外すことが考えられます。 

・「援助があればできること」のうち，児童生徒の障害の状態等を踏まえれ

ば現状を維持していくことが妥当であるもの。 

・「できないこと」のうち，数年間指導を継続してきたにも関わらず習得に

つながる変化が見られないもの。 

「もう少しでできること」のうち，その課題が改善されると発達が促され，

他の課題の改善にもつながっていくものを，中心的な課題として捉えてみる

ことが考えられます。 

児童生徒の障害の状態等は変化し得るものであるため，特に長期の指導目

標については，今後の見通しを予測しながら，指導すべき課題を再整理し，

指導目標を適切に変更し得るような弾力的な対応が必要です。 
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令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

 

  

 

「課題抽出～指導目標シート」を使用することで，課題の抽出及び目標設定を

する際に，指導すべき課題を取り出したり，中心的な課題を導き出したりするこ

とができます。 

    

 

● 現時点で指導が必要だと考えら 
れる課題と，その区分や項目を  
書きます。 
 

● 課題同士で関連するものを矢印で結びます。 
 

【   】は，原因と結果を示します。 
 

【   】は，相互に関連し合っていることを示します。 
  
● 抽出した課題同士の関連を整理します。その際，矢印の 

数や方向の様子を参考にします。そして，中心的な課題 
を導き出します。 

  
● 中心的な課題に基づき，指導目標を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

○長期の指導目標 

・自分の気持ちを安定させ，伝えたいことを整理して話すことができる。 

③_課題抽出～⑤_指導目標シートについて 

ポイント  

長期の指導目標は学年ごと，短期の指導目標は学
期ごとと捉えて設定するとよいです 

・ 

課題 

区分 

・ 

・ 
区分：
困ったことに直面したとき

に，他者に援助を求めること

が難しい。 

区分： 人間関係の形成 
他者と話をするときの基本的

な話し方等が身に付いていな

い。 

・ 

・ 

・ 
区分： 
 

区分：心理的な安定 
気持ちが落ち着かなくなった

ときに，その状態を本人なり

に収める方法を身に付けてい

ない。 

区分：環境の把握(2) 
視覚から情報を捉えて理解

することが得意で，学習に

活用できる。 

この場合，矢印の起点
が多いため，この課題
を中心的な課題と捉え

ます 

区分：  
伝えたいことを整理して，

話をすることが難しい。 

流れ図シート 

情報抽出～指導目標シート 

【この段階で使用します】 
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エ ⑥⑦ 項目の選定及び項目間の関連付け 

指導目標を達成するために必要な項目を選定し，項目同士を関連付ける段階です。実態把握か

ら抽出した課題等を参考に，指導目標を達成するために必要な項目を自立活動の６区分27項目か

ら選定します。その際，根拠をもって項目同士を関連付けることが大切です。選定した項目同士

を関連付ける場合，「指導目標を達成するためには，このような力を育てる必要がある。したがっ

て，区分○○○の項目○○と区分□□□の項目□□と関連付けて指導する。」など課題同士の関連

や整理を振り返りながら検討することが大切です。 

 

オ ⑧ 具体的な指導内容の設定 

選定した項目を相互に関連付けて，指導目標を達成するための具体的な指導内容を設定する段

階です。その際の配慮事項を以下に示します（表５）。 

 

 

  ア 児童又は生徒が，興味をもって主体的に取り組み，成就感を味わう

とともに自己を肯定的に捉えることができるような指導内容を取り

上げること 

イ 児童又は生徒が，障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服

しようとする意欲を高めることができるような指導内容を重点的に

取り上げること 

ウ 個々の児童又は生徒が，発達の遅れている側面を補うために，発達

の進んでいる側面を更に伸ばすような指導内容を取り上げること 

エ 個々の児童又は生徒が，活動しやすいように自ら環境を整えたり，

必要に応じて周囲の人に支援を求めたりすることができるような指

導内容を計画的に取り上げること 

オ 個々の児童又は生徒に対し，自己選択・自己決定する機会を設ける

ことによって，思考・判断・表現する力を高めることができるよう

な指導内容を取り上げること 

カ 個々の児童又は生徒が，自立活動における学習の意味を将来の自立

や社会参加に必要な資質・能力との関係において理解し，取り組め

るような指導内容を取り上げること 

各教科，道徳科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動の指導と

密接な関連を保つようにし，計画的，組織的に指導が行われるようにする

必要があります。 

個々の児童又は生徒の実態に応じた具体的な指導方法を創意工夫し，意欲

的な活動を促すようにしましょう。 

表５ 具体的な指導内容を設定する際の配慮事項 

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編 pp.111-118 を基に作成 
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 「具体的な指導内容例（障害種別）」を使用することで，児童生徒の障害の状

態に応じた具体的な指導内容例と留意点について知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧_具体的な指導内容例（障害種別） 

ポイント 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション指導目標
（ねらい）
を達成す
るために
必要な項
目の選定

⑤　指導目標の設定

課題同士の関係を整理する
中で今指導すべき指導目
標として

⑥　項目の選定

自立活動の指導「流れ図シート」

指
導
す
べ
き
課
題
の
整
理

③　実態把握からの課題抽出

④　中心的な課題の決定

実
態
把
握

①　情報収集

②－１　情報整理　区分に即して整理

②－２　情報整理　学習上又は生活上の困難の視点で整理

②－３　情報整理　将来の姿から整理

 

● 障害種ごとの自立活動の具体的な指導内容例を知りたいときに活用することができます。 

 

① 児童生徒の障害種のシートを開きます。 

 

 

 ② 指導目標を達成するために選定した区分や項目を基に，該当する「具体的な指導内容例と

留意点」が指導の参考になるものにチェック☑します。 

 ③ チェックした「具体的な指導内容例と留意点」から，現段階で必要な具体的な指導内容を

設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 具体的な指導内容例は，それぞれの項目の内容をイメージしやすくなることを意図して，

例示しているものです。示された障害の種類に限定した指導内容例ではないことに留意し

てください。 

現段階で必要な具体的な指導内容  

✔ 

スケジュールチェック表を活用することで，次の行動が分

かり，見通しをもって落ち着いて行動できるようにする。  

児童生徒の 

障害の状態 

流れ図シート 

具体的な指導内容例 

【この段階で使用します】 

-20-



性別

学校 年 組

年 月 日 年齢 歳

年 月 日

ふりがな

氏　　名 （　　　）

所　　属

生年月日

記 入 日

記 入 者

佐賀県教育センター

自立活動の指導のための

①～⑧_流れ図シート
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健康の保持

②－３　情報整理(将来の姿から整理)

②－２　情報整理(学習上又は生活上の困難の視点で整理)

流れ図シート

実
態
把
握

①　情報収集

②－１　情報整理(区分に即して整理)

心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

・①で収集した情報を自立活動の内容の六つの区分に即して整理します

・できないことだけではなく，できることや得意なことも書くようにします

・障害の状態，発達や経験の程度，興味・関心，生活状況や学習環境などを書きます

・「～がある。」「～ができる。」等，事実について書きます

「情報収集シート」を使用すると，自立活動の指導を行うために必要な情報

を収集することができます

「情報整理シート」を使用すると，難し

さの背景の例を知ることができます

「情報整理シート」を使用すると，収集した情報を六つ

の区分に整理することができます

・①で収集した情報を学習上または生活上の困難の視点で整理します

・これまでの学習状況等を踏まえ，学習上又は生活上の難しさだけではなく，既にできていること，

支援があればできることなども書きます

・「～なため○○である。」等，難しさの背景を考えて書くようにします

・①で収集した情報を将来の姿の観点から整理します

・「～を望んでいる。」等，本人や保護者の願いを踏まえて書くようにします

「自立活動の具体的な指導内容例（障害種別）」を使用すると，障害種ごとの障害の状態を把握し

たり，自立活動の指導に必要な項目を整理したりすることができます

※障害種のみに頼って特定の指導内容に偏ることがないよう，対象となる児童生徒の全体像を見

て整理するようにします

流れ図シートの記入の仕方

● 吹出しには，それぞれの段階で使用できるシート等を紹介しています。

ポイント
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健康の保持

・ ・ ・ ・

・
…

・ ・

⑧　具体的な指導内容の設定 ・ ・
選定した項目を関連付
けて具体的な指導内容
を設定

ア イ ウ

⑤　指導目標の設定

課題同士の関係を整理する
中で今指導すべき指導目標
として

⑥　項目の選定

指導目標
を達成す
るために
必要な項
目の選定

心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

指
導
す
べ
き
課
題
の
整
理

③　実態把握からの課題抽出

④　中心的な課題の決定

項目間

の関連

付け

・⑤で設定した指導目標を達成するために必要な項目を６区分27項目の中から選定します

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると，指導すべき課題

を抽出することができます

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると，課題同士の関連が

整理でき，中心的な課題を導き出すことができます

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると，中心的な課題を踏まえた指導目

標を設定することができます

・④で導き出した中心的な課題を踏まえて，指導目標を設定します

⑦ 項目間の関連付け
・項目同士を関連付けるポイントを書きます

・「⑤で設定した指導目標を達成するために，区分○○○の項目○○と区分□□□

の項目□□とを関連付けて指導する。」などと書きます

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると，指導

すべき項目同士を関連付けることができます

・②で整理した情報の中から，課題となることを抽出します

・課題を「できること」「もう少しでできること」「援助があればできること」「できないこと」

を明らかにして抽出して書きます

・③で抽出した課題同士がどのように関連しているかを整理し，中心的な課題を導き出します

・「できること」「もう少しでできること」「援助があればできること」「できないこと」などの

うちから，中心となる課題を選びます

「課題抽出～指導目標シート」を使用すると,指導すべき課題の区分や項目を選定

することができます

・「⑥項目の選定」と「⑧具体的な指導内容の設定」を結ぶ線は各項目間の関

連を示しています

・指導目標を達成するために選定した項目同士を関連付けて，具体的な指導内

容を設定します

「自立活動の具体的な指導内容例（障害種別）」を使用すると，児童生徒の障害の状態に応じた具体的な

指導内容例と留意点を知ることができます

また，中心となる項目や他の項目との関連例も知ることができます

※具体的な指導内容例として取り上げているものは，全て他の項目と関連したものであり，あくまでも当

該の項目を中心として設定された指導内容例として捉えなければいけません

※他の障害であっても，学習上または生活上の困難が共通する場合には，指導内容例を参考にすること

ができます
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流れ図シート

実
態
把
握

人間関係の形成 環境の把握

④　中心的な課題の決定

身体の動き

②－３　情報整理(将来の姿から整理)

コミュニケーション

指
導
す
べ
き
課
題
の
整
理

③　実態把握からの課題抽出

①　情報収集

②－１　情報整理(区分に即して整理)

②－２　情報整理(学習上又は生活上の困難の視点で整理)

健康の保持 心理的な安定
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・ ・

・
…

・

人間関係の形成

選定した項目を関連付
けて具体的な指導内
容を設定

ウ

コミュニケーション

⑧　具体的な指導内容の設定

健康の保持 環境の把握

⑤　指導目標の設定

身体の動き

課題同士の関係
を整理する中で
今指導すべき指
導目標として

⑥　項目の選定

指導目標
（ねらい）
を達成す
るために
必要な項
目の選定

心理的な安定

・

・
ア イ

・

・ ・
項目間

の関連

付け

⑦ 項目間の関連付け
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令和元年度　佐賀県教育センター　小・中学校特別支援教育

ふりがな

　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　 性別

所　　属 年 組

生年月日 年 月 日 年齢 歳

記 入 日 年 月 日

記 入 者

学校

（　　）

自立活動の指導のための

①_情報収集シート

情報収集シートのポイント

● できないことだけではなく，できることや得意なことも書くようにします。

● 「～がある。」「～ができる。」等，事実について書くようにします。

● 全ての項目を記入しなければならないということではありません。

● 当該学年だけでなく，前学年までの個別の教育支援計画や個別の指導計画も基にし
ながら記入すると，継続的・系統的な指導につながります。

● 自立活動に関する内容（１～６）については，「情報整理シート」や「自立活動の
具体的な指導内容例（障害種別）」を参考にすることができます。

[記入例]

佐賀県教育センター

・自分の思い通りにならないと情緒が不安定になり，

機嫌が悪くなることがある。

・初めての場所や活動に対して不安を抱きやすいが，

見通しをもてると，自分から取り組むことができ

る。

・他者とのかかわりをもとうとするが，上手くかか

われないことが多い。

・ゲームの際，ルールの把握に戸惑い，集団に参加

できないことがある。

３　人間関係の形成

・他者とのかかわり
・集団への参加

２　心理的な安定

・情緒の安定
・環境や周囲のものに対す
　るかかわり
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記入者： 記入日： 年 月 日

ふりがな 性別

氏　名 年 組

家族構成 生年月日 年 月 日

学校

所　属

学校生活での配慮事項

・学習上
・生活上
・施設・設備や補助用具

将来の姿

・進路
・卒業後

その他

障害の種類・程度や状態等

諸検査の結果
（心理検査・学力検査等）

地域・関係機関

本人のねがい

保護者のねがい

興味・関心
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６　コミュニケーション

・言語等でのやりとり
・言語の表出や理解
・状況に応じたコミュニ
　ケーション

１　健康の保持

・基本的な生活習慣
・病気や体調の状態

２　心理的な安定

・情緒の安定
・環境や周囲のものに対す
　るかかわり

３　人間関係の形成

・他者とのかかわり
・集団への参加 　

　

       

４　環境の把握

・感覚や認知の特性
・感覚の補助及び代行手段

５　身体の動き

・日常生活に必要な動作の
　様子
・姿勢や運動・動作の様子
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氏  名               性別（   ）  

所  属            学校   年   組  

生年月日     年   月   日  年齢   歳  

記 入 日     年   月   日          

記 入 者                        

 
 
情報整理シートのポイント 

 

● 情報収集シートを参考に，児童生徒ができている項目にチェック☑します。その際，同年齢の児童生徒の様子と
比較します。 

 
● 学習指導要領の具体的な指導内容例に示された障害種を参考にすることもできます。 
 
● チェックが付かなかった項目及び他と比べてチェックが少ない項目については，自立活動の指導の必要性が高い

と考えられます。 
 
● チェックが多い項目は，児童生徒の長所と捉え，指導に生かすようにします。 
 
● 各区分において，必要な教師の支援や児童生徒の変化等についての気付きがあれば，備考欄に記入します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐賀県教育センター 

自立活動の指導のための 

②_１･２･３ 情報整理シート 

区分 

項目 

学習指導要領の具体的な 
指導内容例に示された障害種 

自立活動の内容項目に 
必要と思われる要素 

・言葉かけをすると，自分でクールダウンの部屋に移動できるようになってきている 

・自分の障害について，担当に尋ねることが多くなってきた 

ふ り が な

この場合 
(1)(2)は， 
長所と考えられ
る項目 
(3)は， 
自立活動の指導
の必要性が高い
項目 
だと考えられま
す 
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令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

 

 
 
(1)生活のリズム

や生活習慣の形成
に関すること 

 

【生活のリズム】 

□朝，決まった時間に起きることができる 

□日中，目覚めた状態を維持することができる 

□就寝時間を守ることができる 

□規則正しく，食事をとることができる 

□排泄等の規則正しい生活のリズムが身に付いている 

【生活習慣の形成】 

□体温の調節ができる 

□体調の変化に気付くことができる 

□温度に適した衣服の調節ができる 

□適切な室温の調節や換気ができる 

□髪や身体，服装などを清潔に保つことができる 

・重度重複 

・視覚障害 

・自閉症 

・ＡＤＨＤ 

(2)病気の状態の

理解と生活管理に

関すること 

□自分の病気を理解し，病状に応じた対応をすることができる 

□体調の変化に気付いたり，病気の予防等を心掛けたりすることができる 

□服薬等の必要性について理解し，自己管理をすることができる 

□病状を維持・改善するため，自分の生活を管理することができる 

・糖尿病 

・二分脊椎 

・進行性疾患 

・うつ病・口蓋裂 

・てんかん 

・小児がん 

(3)身体各部の状

態の理解と養護に

関すること 

□病気や事故等による神経，筋，骨，皮膚等の身体各部の状態や，眼，耳等の構造を理解している 

□病気や事故等による身体各部を適切に保護することができる 

□病気や事故等による身体各部の症状の進行を防止することができる 

・肢体不自由 

・聴覚障害 

・下肢切断による義

肢装着 

・床ずれ 

・筋ジストロフィー 

(4)障害の特性の
理解と生活環境の

調整に関すること 

□自分の障害の特性について理解している 

□障害によって生じる学習上又は生活上の困難について理解している 

□困難な状況に対して，自己の行動や感情を調整することができる 

□生活する上で必要な支援を，主体的に他者に求めることができる 

・吃音 

・自閉症 

・ＬＤ・ＡＤＨＤ 

・視野の障害 

・聴覚障害 

(5)健康状態の維
持・改善に関する

こと 

□肥満や体力低下を防ぐため，適度な運動を行うことができる 

□肥満や体力低下を防ぐため，食生活を自己管理することができる 

□健康状態が分かり，その状態に応じた適切な健康管理ができる 

・重度重複 

・たんの吸入等医療

的ケア 

・知的障害 

・自閉症 

・心臓疾患 

備考 

 
 
(1)情緒の安定に

関すること 
□悩みを打ち明ける等，自分の不安な気持ちを表現することができる 

□興奮を静めたり不安を和らげたりする等，情緒を安定させる方法を理解している 

□情緒を安定させる方法を，実際に行うことができる 

・白血病・自閉症 

・ＡＤＨＤ・ＬＤ 

・チック・重度重複 

・心身症 

(2)状況の理解と
変化への対応に関

すること 

□環境や周囲の状況を理解することができる 

□環境や周囲の状況の変化に対し，適切に対応することができる 

□見通しをもち，その場に応じた行動の仕方を身に付けている 

・視覚障害 

・選択性かん黙 

・自閉症 

(3)障害による学

習上又は生活上の

困難を改善・克服

する意欲に関する
こと 

□自分の障害の状態を理解したり，受容したりしている 

□障害に伴う学習上又は生活上の困難を改善・克服しようとする意欲をもっている 

□自己を肯定的に捉え，積極的に活動に取り組もうとしている 

・筋ジストロフィー 

・肢体不自由 

・ＬＤ 

・聴覚障害 

・吃音 

・知的障害 

備考
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令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

 

 
 
(1)他者とのかか

わりの基礎に関す
ること 

□乳幼児期（３歳頃まで）に身近な人と親密な関係を築いている 

□他者とのかかわりに関心をもっている 

□他者からの働き掛けを受け止めることができる 

□他者からの働き掛けに応ずることができる 

・重度 

・自閉症 

・視覚障害 

(2)他者の意図や
感情の理解に関す

ること 

□言葉や表情，身振りなどを基にして，他者の意図や感情を理解することができる 

□他者の意図や感情に応じた適切な行動をとることができる 

・自閉症 

・視覚障害 

・聴覚障害 

・白血病 

(3)自己の理解と
行動の調整に関す

ること 

□自分の得意なことや不得意なこと，自分の行動の特徴等を理解している 

□集団の中で自ら適切な行動を選択し調整する等して，状況に応じた行動ができる 

・知的障害 

・肢体不自由 

・ＡＤＨＤ 

・自閉症 

(4)集団への参加
の基礎に関するこ

と 

□集団に参加するための手順や決まりを理解している 

□日常的によく使われる言い回しや，その意味することが分からないときの尋ね方等を理解している 

□集団の雰囲気を理解して，遊びや活動等に参加することができる 

・視覚障害 

・聴覚障害 

・ＬＤ 

・ＡＤＨＤ 

備考
 

 
 
(1)保有する感覚

の活用に関するこ

と 

□学習や生活の場面で，保有する感覚を活用している 

※保有する感覚とは，視覚，聴覚，触覚，嗅覚，固有覚，前庭覚等 

※固有覚とは，筋肉や関節の動きなどによって生じる自分自身の身体の情報を受け取る感覚。主に力の加減や

動作等に関係している 

※前庭覚とは，重力や動きの加速度を感知する感覚。主に姿勢のコントロール等に関係している 

【例】視覚障害の児童生徒が聴覚や触覚，嗅覚を手掛かりに活動したり，弱視であれば保有する視覚を最大限

に活用したりすること 

・視覚障害 

・聴覚障害 

・肢体不自由 

・重度重複 

(2)感覚や認知の
特性についての理

解と対応に関する

こと 

□自分の感覚の過敏さや認知の偏り等の特性について理解している 

□自分の感覚や認知の特性を踏まえ，自分に入ってくる情報を適切に処理することができる 

□自分の感覚や認知の特性に応じた対処の方法を積極的に活用し，不得意なことを改善しようとしている 

※認知とは，感覚を通して得られる情報を基にして行われる情報処理の過程であり，記憶する，思考する，決

定する，推理する，イメージを形成するなどの心理的な活動 

・視覚障害 

・自閉症 

・ＡＤＨＤ 

・ＬＤ 

・脳性疾患 

・脳性まひ 

・体の動かし方にぎ

こちなさがある 

(3)感覚の補助及

び代行手段の活用

に関すること 

□状況を把握しやすくするために，各種の補助機器（弱視レンズや感光器等）を活用している 

□状況を把握しやすくするために，他の感覚を適切に活用することができる（聴覚障害者の手話の使用等） 

□状況を把握しやすくするために，機器での代行が的確にできる（学習障害のある者のICTの使用等） 

・視覚障害 

・聴覚障害 

・自閉症 

・弱視 

(4)感覚を総合的

に活用した周囲の

状況についての把
握と状況に応じた  

行動に関すること 

□保有するいろいろな感覚やその補助及び代行手段を総合的に活用して，情報を収集することができる 

□感覚を総合的に活用し，周囲の状況を的確に把握することができる 

□情報を収集したり，環境の状況を把握したりして，的確な判断や行動をすることができる 

・視覚障害 

・聴覚障害 

・知的障害 

・ＬＤ 

・肢体不自由 

(5)認知や行動の

手掛かりとなる概
念の形成に関する

こと 

□保有する感覚などを用い，ものの機能や属性，形，色，音が変化する様子，空間・時間等の概念を形成する

ことができる 

□自分の経験によって作り上げてきた概念を，日常の学習や生活における認知や行動を進めていくために活用

することができる 

※概念とは，個々の事物・事象に共通する性質を抽象し，まとめ上げることによって作られるもの 

・視覚障害 

・肢体不自由 

・知的障害 

・自閉症 

・ＡＤＨＤ 

・ＬＤ・弱視 

・聴覚障害 

備考
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令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

 

 
(1)姿勢と運動・動
作の基本的技能に

関すること 

□日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持（臥位，座位，立位等）ができる 

□身体の部位を適切に動かしたり，指示を聞いて姿勢等を変えたりすることができる 

□関節拘縮（関節の可動域が制限され，屈曲・伸展が困難になる状態）や変形予防のための筋力維持・強化

を図る適度な運動ができる 

・肢体不自由 

・筋ジストロフィー 

・知的障害・視覚障害 

・ＡＤＨＤ 

(2)姿勢保持と運

動・動作の補助的

手段の活用に関す

ること 

□基本動作の改善，取得のため補助的手段を活用することができる 

□目的や用途に応じて適切な補助用具（つえ，歩行器，車椅子等）を選び，活用することができる 

□自分に合うように補助用具の使用の仕方を工夫し，調整することができる 

※基本動作とは，姿勢保持と上肢・下肢の運動・動作を含めており，姿勢保持，姿勢変換，移動，四肢の粗

大運動と微細運動に分けることができる 

・補助用具が必要 

・重度重複 

(3)日常生活に必

要な基本動作に関

すること 

□座位，立位を保持しながら，上肢を動かすことができる 

□食事，排泄，衣服の着脱，洗面，入浴などの身辺処理ができる 

□書字，描写等の学習のための基本動作ができる 

・座位，立位を保持しな

がら上肢を動かす 

・運動・動作が極めて困難 

・知的障害 ・ＬＤ 

(4)身体の移動能

力に関すること  
□自力での身体移動（寝返りや腹這いなど）や歩行ができる 

□歩行器を用いたり車いすを使用したりしながら，日常生活に必要な移動ができる 

□交通機関の利用など，社会的な場面で目的地まで移動ができる 

・視覚障害・心臓疾患 

・筋力が弱く，歩行に必要な

緊張が得られない 

・運動・動作が極めて困難 

・肢体不自由 

(5)作業に必要な

動作と円滑な遂行

に関すること 

□作業に必要な基本動作（自分一人で，あるいは補助的手段を活用して座位保持ができ，机上で上肢を曲げ

たり伸ばしたり，ものを握ったり離したりする等）を行うことができる 

□作業に必要な基本動作の巧緻性や敏捷性を身に付けている 

□作業の正確さと速さを維持し，持続して作業を行うことができる 

・肢体不自由 

・ＡＤＨＤ 

・自閉症 

・知的障害 

備考 

 
 
(1)コミュニケー

ションの基礎的能
力に関すること 

□表情や身振り，各種機器などを用いて意思や要求を相手に伝えようとすることができる 

□障害の種類や程度，興味・関心等に応じて，伝えるための手段を広げている 

□他の人からの働き掛けを受け入れることができる 

□言葉や気持ちのやりとりを楽しむことができる 

※コミュニケーションとは，人間が意思や感情などを相互に伝え合うこと 

・重度重複 

・聴覚障害 

・自閉症 

・言語発達の遅れ 

・知的障害 

(2)言語の受容と

表出に関すること 
□音声や文字，身振りや表情等から，相手の意図を理解することができる 

□発声・発語器官（口腔器官）を適切に働かせ，正しい発音を出すことができる 

□話し言葉や各種の文字・記号，補助的手段を活用して，自分の考えを表現することができる 

・脳性まひ・聴覚障害 

・構音障害・自閉症 

・AＤＨＤ 

(3)言語の形成と

活用に関すること 
□体験したことと言語を結び付けることができる 

□適切な語彙があり，言葉の意味を正しく理解している 

□獲得した言葉を生活の中で生かそうとしている 

・重度 ・聴覚障害 

・言語発達の遅れ 

・視覚障害 ・ＬＤ 

(4)コミュニケー

ション手段の選択

と活用に関するこ
と 

□話し言葉や各種の文字・記号，機器等のコミュニケーションの手段を身に付けている 

□必要に応じて，コミュニケーションの手段を適切に選択できる 

□選んだ手段を活用し，コミュニケーションをとることができる 

・音声言語の表出は

困難だが，文字言

語の理解ができる 

・視覚障害 ・弱視 

・聴覚障害・知的障害 

・肢体不自由 

・進行性の病気 

・自閉症 ・ＬＤ 

(5)状況に応じた

コミュニケーショ
ンに関すること 

□相手の立場や状況に応じて，声の大きさの調整や適切な言葉の使い方などができる 

□相手の立場や状況に応じて，電話やコンピューター等コミュニケーションの手段を選択することができる 

□場や相手の状況に応じて，主体的なコミュニケーションを展開できる 

・視覚障害 

・ＬＤ ・自閉症 

・選択性かん黙 

・入院中 

備考 
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令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

 

 
 
 
 
 

氏  名
ふ り が な

                 性別（   ） 

所  属            学校   年   組  

生年月日     年   月   日  年齢   歳  

記 入 日     年   月   日          

記 入 者                        

 

 
● 現時点で指導が必要だと考えられる課題とその区分や項目を書きます。 

● 課題同士で関連するものを矢印で結びます。 

【   】は，原因と結果を示します。【   】は，相互に関連し合っていることを示します。 

● 抽出した課題同士の関連を整理します。その際，矢印の数や方向の様子を参考にします。そして，中心
的な課題を導き出します。 

● 中心的な課題に基づき，指導目標を設定します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県教育センター 

課題抽出～指導目標シートのポイント 

自立活動の指導のための 

③_課題抽出～⑤_指導目標シート 

○長期の指導目標 

・自分の気持ちを安定させ，伝えたいことを整理して話すことができる。 

長期的な目標は学年ごと，短期的な目標は学期ご
とと捉えて設定するとよいです 

・ 

・ ・ 

・ 

区分： 人間関係の形成 

他者と話をするときの基本

的な話し方等が身に付いて

いない 

区分：
困ったことに直面したとき

に，他者に援助を求めること

が難しい 

区分：環境の把握(２) 
視覚から情報を捉えて理解

することが得意で，学習に活

用できる 

区分： 
 

・ ・ 
区分：心理的な安定 
気持ちが落ち着かなくなったとき

に，その状態を本人なりに収める

方法を身に付けていない 

課題 

区分：  
伝えたいことを整理して，

話をすることが難しい 

区分 

この場合，矢印の起点
が多いため，この課題

を中心的な課題と捉え
ます 
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令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○長期の指導目標 

 

○短期の指導目標 

 

区分： 区分： 

区分： 区分： 

区分： 区分： 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ ・ 
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令
和

元
年

度
　

佐
賀

県
教

育
セ

ン
タ

ー
　

小
・

中
学

校
特

別
支

援
教

育

性
別 年

組

年
月

日
年

齢
歳

年
月

日

ふ
り
が
な

氏
　

　
名

生
年

月
日

記
 入

 日

所
　

　
属

学
校

記
 入

 者

（
　

　
　

）

自
立

活
動
の

指
導
の
た
め
の

⑧
_具

体
的
な
指
導
内
容
例
（
障
害
種
別
）

具
体

的
な
指

導
内
容

例
（
障
害
種
別
）
の
ポ
イ
ン
ト

●
「

障
害

種
ご
と

の
自
立
活
動
の
具
体
的
な
指
導
内
容
例
を
知
り
た
い

」
と
き
に

活
用
す

る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
児
童

生
徒
の

障
害
種
の
シ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

②
指
導

目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
選
定
し
た
区
分
や
項
目
を
基
に
，
該
当
す
る

「
具
体

的
指
導

内
容
例
と
留
意
点
」
が
指
導
の
参
考
に
な
る
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク

☑
し

ま
す

。

③
チ
ェ

ッ
ク
し

た
「
具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点
」
か
ら
，
現
段
階
で

必
要
な

具
体
的

な
指
導
内
容
を
設
定
し
ま
す
。

※
具

体
的

な
指
導

内
容
例
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く

な
る
こ

と
を
意

図
し
て
，
例
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。
示
さ
れ
た
障
害
の
種
類

に
限
定

し
た
指

導
内
容
例
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

✔

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
す
る
こ
と
で
，

次
の
行
動
が
分
か
り
，
見
通
し
を
も
っ
て
落
ち
着
い

て
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

児
童

生
徒
の

障
害

の
状
態

現
段
階
で
必
要
な
具
体
的
な
指
導
内
容

佐
賀

県
教
育

セ
ン
タ
ー

-
3
5
-



・
・

・
・

・
・

・
　

・
・

・

・

・
・

・
・

・ ・
・

・
・

・
・ ・

２ 心 理 的 な 安 定

(1
）

情
緒

の
安

定
に
関
す
る
こ

　
　

と
睡
眠
，
生
活
の
リ
ズ
ム
，
体
調
，
天
気
，
家
庭
生
活
，
人
間
関
係
な
ど
，
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
指
導
を
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

生
活

環
境

な
ど

の
様

々
な

要
因

か
ら

，
心

理
的

に
緊

張
し

た
り

不
安

に
な
っ

た
り

す
る

状
態

が
継

続
し

，
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

環
境

的
な

要
因

が
心

理
的

面
に

大
き

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

苦
手

で
，

人
と

関
わ

る
こ

と
に

消
極

的
に

な
っ
た

り
，

受
け

身
的

な
態

度
に

な
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る

音
声

言
語

が
不

明
瞭

だ
っ

た
り

，
相

手
の

言
葉

が
理

解
で

き
な

か
っ

た
り
す

る
こ

と
に

加
え

て
，

失
敗

経
験

か
ら

人
と

関
わ

る
こ

と
に

自
信

が
も

て
な

か
っ

た
り

，
周

囲
の

人
へ

の
依

存
心

が
強

か
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る

(3
）

障
害

に
よ

る
学
習
上
又
は

　
　

生
活

上
の

困
難

を
改
善
・

　
　

克
服

す
る

意
欲

に
関
す
る

　
　

こ
と

主
体
的
に
学
習
上
又
は
生
活
上

の
困
難
を
改
善
・
克
服
し
よ
う
と

す
る
意
欲
の
向
上
を
図
る

上
で
は

，
「
４
環
境
の
把
握
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

３ 人 間 関 係 の 形 成

(3
）

自
己

の
理

解
と
行
動
の
調

　
　

整
に

関
す

る
こ

と

５ 身 体 の 動 き４ 環 境 の 把 握

(4
）

感
覚

を
総

合
的
に
活
用
し

　
　

た
周

囲
の

状
況

に
つ
い
て

　
　

の
把

握
と

状
況

に
応
じ
た

　
　

行
動

に
関

す
る

こ
と

(5
）

認
知

や
行

動
の
手
掛
り
と

　
　

な
る

概
念

の
形

成
に
関
す

　
　

る
こ

と

概
念

を
形

成
す

る
過

程
で

，
必

要
な

視
覚

情
報

に
注

目
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た
り

，
読

み
取

り
や

理
解

に
時

間
が

か
か

っ
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

興
味
・
関
心
の
あ
る
こ
と
や
生
活
上
の
場
面
を
取
り
上
げ
，
実
物
や
写
真
な

ど
を
使
っ
て
見
た
り
読
ん
だ
り
，
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
で
，
確
実
に
概
念

の
形
成
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(1
）

姿
勢

と
運

動
・
動
作
の
基

　
　

本
的

技
能

に
関

す
る
こ
と

知
的

発
達

の
程

度
等

に
比

較
し

て
，

身
体

の
部

位
を

適
切

に
動

か
し

た
り
，

指
示

を
聞

い
て

姿
勢

を
変

え
た

り
す

る
こ

と
が

困
難

な
こ

と
が

あ
る

1 健 康 の 保 持　
知
的
障
害

特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
よ
り

区
分

項
目

他
の
項
目
と
の
関
連
例

チ
ェ
ッ
ク

(5
）

健
康

状
態

の
維
持
・
改
善

　
　

に
関

す
る

こ
と

運
動

量
が

少
な

く
，

結
果

と
し

て
肥

満
に

な
っ

た
り

，
体

力
低

下
を

招
い
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

体
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
は
，
運
動
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
高
め
な
が
ら
適

度
な
運
動
を
取
り
入
れ
た
り
，
食
生
活
と
健
康
に
つ
い
て
実
際
の
生
活
に
即

し
て
学
習
し
た
り
す
る
な
ど
，
日
常
生
活
に
お
い
て
自
己
の
健
康
管
理
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
指
導
が
必
要
で
あ
る

心
理

的
な

要
因

に
よ

り
不

登
校

の
状

態
が

続
き

，
運

動
量

が
極

端
に

少
な
く

な
っ

た
り

，
食

欲
不

振
の

状
態

に
な

っ
た

り
す

る
場

合
が

あ
る

健
康
状
態
の
維
持
・
改
善
を
図
る
指
導
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
，
主
治
医

等
か
ら
個
々
の
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
に
関
す
る
情
報
を
得
る
と
と
も
に
，

日
ご
ろ
の
体
調
を
十
分
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
医
療
機
関
や

家
庭
と
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点

よ
り
基
本
的
な
動
き
の
指
導
か
ら
始
め
，
徐
々
に
複
雑
な
動
き
を
指
導
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る

次
第
に
，
目
的
の
動
き
に
近
付
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
，
必
要
な
運
動
・
動

作
が
児
童
生
徒
に
確
実
に
身
に
付
く
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

自
分
の
考
え
や
要
求
が
伝
わ
っ
た
り
，
相
手
の
意
図
を
受
け
止
め
た
り
す
る

双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
，
自

ら
積
極
的
に
人
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

言
語
の
表
出
に
関
す
る
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
選
択
と
活
用

に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
指
導
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
分

の
身

体
に

対
す

る
意

識
や

概
念

が
十

分
に

育
っ

て
い

な
い

た
め

，
も
の

や
人

に
ぶ

つ
か

っ
た

り
，

簡
単

な
動

作
を

ま
ね

す
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た
り

す
る

こ
と

が
あ

る

粗
大
運
動
や
微
細
運
動
を
通
し
て
，
全
身
及
び
身
体
の
各
部
位
を
意
識
し
て

動
か
し
た
り
，
身
体
の
各
部
位
の
名
称
や
そ
の
位
置
な
ど
を
言
葉
で
理
解
し

た
り
す
る
な
ど
，
自
分
の
身
体
に
対
す
る
意
識
を
高
め
な
が
ら
，
自
分
の
身

体
が
基
点
と
な
っ
て
位
置
，
方
向
，
遠
近
の
概
念
の
形
成
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

過
去

の
失

敗
経

験
等

の
積

み
重

ね
に

よ
り

，
自

分
に

対
す

る
自

信
が

も
て

ず
，

行
動

す
る

こ
と

を
た

め
ら

い
が

ち
に

な
る

こ
と

が
あ

る
本
人
が
容
易
に
で
き
る
活
動
を
設
定
し
，
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
，
徐
々
に
自
信
を
回
復
し
な
が
ら
，
自
己
に
肯
定
的
な
感
情
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

早
期
か
ら
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
と
と

も
に
，
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る

経
験

が
少

な
い

こ
と

や
課

題
に

取
り

組
ん

で
も

で
き

な
か

っ
た

経
験

な
ど
か

ら
，

自
己

に
肯

定
的

な
感

情
を

も
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

陥
っ

て
い
る

場
合

が
あ

る

活
動

が
消

極
的

に
な

っ
た

り
，

活
動

か
ら

逃
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

知
的
障
害

-
3
6
-



・
・ ・

・
・

・
・

・ ・
・

・
・

・
・

・

・

・
・

５ 身 体 の 動 き

(5
）

作
業

に
必

要
な
動
作
と
円

　
　

滑
な

遂
行

に
関

す
る
こ
と

細
か
い
手
先
を
使
っ
た
作
業
を

遂
行
す
る

た
め
に
は
，

「
４
環
境
の
把
握
」
等

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(4
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手

　
　

段
の

選
択

と
活

用
に
関
す

　
　

る
こ

と

対
人

関
係

に
お

け
る

緊
張

や
記

憶
の

保
持

な
ど

の
困

難
さ

を
有

し
，

適
切
に

意
思

を
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

こ
と

が
見

ら
れ

る
場

合
が

あ
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
に
入
れ
た
写
真
や
手
順
表
な
ど
の
情
報
を
手
掛
か
り
と

す
る
こ
と
や
，
音
声
出
力
や
文
字
・
写
真
な
ど
，
代
替
手
段
を
選
択
し
活
用

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る児
童
生
徒
が
欲
し
い
も
の
を
要
求
す
る
場
面
な
ど
で
，
ふ
さ
わ
し
い
身
振
り

な
ど
を
指
導
し
た
り
，
発
声
を
要
求
の
表
現
と
な
る
よ
う
意
味
付
け
た
り
す

る
な
ど
，
児
童
生
徒
が
，
様
々
な
行
動
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

発
声

や
身

体
の

動
き

に
よ

っ
て

気
持

ち
や

要
求

を
表

す
こ

と
が

で
き

る
が
，

発
声

や
指

差
し

，
身

振
り

や
し

ぐ
さ

な
ど

を
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段
と

し
て

適
切

に
活

用
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

自
分

の
気

持
ち

や
要

求
を

適
切

に
相

手
に

伝
え

ら
れ

な
か

っ
た

り
，

相
手
の

意
図

が
理

解
で

き
な

か
っ

た
り

し
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

成
立

し
に
く

い
こ

と
が

あ
る

(1
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　

基
礎

的
能

力
に

関
す
る
こ

　
　

と

他
の

人
へ

の
関

心
が

乏
し

く
，

他
の

人
か

ら
の

働
き

か
け

を
受

け
入

れ
る
こ

と
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

興
味

や
関

心
を

も
っ

て
い

る
事

柄
に

極
端

に
注

意
が

集
中

し
て

い
た

り
，
相

手
の

意
図

や
感

情
を

と
ら

え
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

り
す

る
場

合
が

あ
る

個
々
の
児
童
生
徒
の
興
味
や
関
心
の
あ
る
活
動
の
中
で
，
教
師
の
言
葉
掛
け

に
対
し
て
視
線
を
合
わ
せ
た
り
，
児
童
生
徒
が
楽
し
ん
で
い
る
場
面
に
教
師

が
「
楽
し
い
ね
」
，
「
う
れ
し
い
ね
」
な
ど
の
言
葉
を
か
け
た
り
す
る
な
ど

し
て
，
人
と
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
や
通
じ
合
う
楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
が

ら
，
他
者
と
の
相
互
的
な
や
り
と
り
の
基
礎
的
能
力
を
高
め
る
指
導
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
身
振
り
，
絵
カ
ー
ド
や
メ
モ
，
機
器
な

ど
を
活
用
す
る
際
に
は
，
個
々
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
，
無
理
な
く

活
用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

的
能
力
に
関
す
る
指
導

に
お
い

て
は
，

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
５
身
体
の
動
き
」
等

粗
大

な
運

動
・

動
作

に
は

問
題

は
見

ら
れ

な
い

も
の

の
，

細
か

い
手

先
を

使
っ

た
作

業
の

遂
行

が
難

し
か

っ
た

り
，

そ
の

持
続

が
難

し
か

っ
た

り
す
る

こ
と

が
あ

る

自
分

の
身

体
の

各
部

位
へ

の
意

識
が

十
分

に
高

ま
っ

て
い

な
い

こ
と

や
，
両

手
や

目
と

手
の

協
応

動
作

の
困

難
さ

，
巧

緻
性

や
持

続
性

の
困

難
さ

な
ど
，

認
知

面
及

び
運

動
・

動
作

面
の

課
題

，
あ

る
い

は
日

常
生

活
場

面
等

に
お
け

る
経

験
不

足
な

ど
の

こ
と

が
あ

る

見
通

し
を

も
ち

に
く

い
こ

と
か

ら
持

続
す

る
の

が
難

し
い

こ
と

が
あ

る

(3
）

日
常

生
活

に
必
要
な
基
本

　
　

動
作

に
関

す
る

こ
と

衣
服
の
着
脱
に
お
け
る
ボ
タ
ン

は
め
な
ど
や
，
は
さ
み
な
ど
の
道

具
を
円
滑
に
操
作
す
る

た
め
に

は
，

「
４
環
境
の
把
握
」
等

目
と

手
指

の
協

応
動

作
の

困
難

さ
や

巧
緻

性
，

持
続

性
の

困
難

さ
な

ど
の

他
，

認
知

面
及

び
運

動
面

の
課

題
，

あ
る

い
は

日
常

生
活

場
面

等
に

お
け
る

経
験

不
足

な
ど

の
た

め
，

知
的

発
達

の
程

度
等

に
比

較
し

て
，

衣
服

の
着
脱

に
お

け
る

ボ
タ

ン
の

着
脱

や
は

さ
み

な
ど

の
道

具
の

操
作

な
ど

が
難

し
い
こ

と
が

あ
る

児
童
生
徒
が
意
欲
的
に
活
動
に
取
り
組
み
，
道
具
等
の
使
用
に
慣
れ
て
い
け

る
よ
う
，
興
味
や
関
心
が
も
て
る
内
容
や
課
題
を
工
夫
し
，
使
い
や
す
い
適

切
な
道
具
や
素
材
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

課
題
の
難
易
度
を
考
慮
し
な
が
ら
，
例
え
ば
，
衣
服
の
着
脱
で
は
，
ボ
タ
ン

は
め
の
前
に
ボ
タ
ン
外
し
か
ら
取
り
組
む
こ
と
や
，
ボ
タ
ン
や
穴
の
大
き
さ

を
徐
々
に
小
さ
く
す
る
こ
と
，
は
さ
み
を
使
用
す
る
際
に
は
，
切
る
長
さ
を

徐
々
に
長
く
し
た
り
，
直
線
か
ら
曲
線
な
ど
切
る
形
を
変
え
た
り
す
る
こ
と

な
ど
の
日
常
生
活
に
必
要
な
基
本
動
作
を
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る

知
的

障
害

と
自

閉
症

を
併

せ
有

す
る
児

童
生

徒
の

場
合

自
分
の
気
持
ち
を
表
し
た
絵
カ
ー
ド
を
使
っ
た
り
，
簡
単
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
た
り
す
る
な
ど
，
要
求
を
伝
え
る
手
段
を
広
げ
る
と
と
も
に
，
人
と

の
や
り
と
り
や
人
と
協
力
し
て
遂
行
す
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
た
り
す
る
な

ど
，
認
知
発
達
や
社
会
性
の
育
成
を
促
す
学
習
な
ど
を
通
し
て
，
自
分
の
意

図
を
伝
え
た
り
，
相
手
の
意
図
を
理
解
し
た
り
し
て
適
切
な
か
か
わ
り
が
で

き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

手
遊
び
や
ビ
ー
ズ
な
ど
を
仕
分
け
る
活
動
，
ひ
も
に
ビ
ー
ズ
を
通
す
活
動
な

ど
，
児
童
生
徒
が
両
手
や
目
と
手
の
協
応
動
作
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
指
導

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

単
に
訓
練
的
な
活
動
と
な
ら
な
い
よ
う
，
児
童
生
徒
が
，
興
味
や
関
心
の
も

て
る
内
容
や
課
題
を
工
夫
し
，
楽
し
ん
で
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
り
，
も

の
づ
く
り
を
と
お
し
て
，
他
者
か
ら
認
め
ら
れ
，
達
成
感
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
り
す
る
な
ど
，
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る

知
的
障
害
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児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点

個
々
の
児
童
生
徒
の
困
難
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
，
無
理
の
な
い
程

度
の
課
題
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

生
活
の
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
の
形
成
は
，
日
課
に
即
し
た
日
常
生
活
の
中
で

指
導
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
養
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
多
い

整
髪

や
着

衣
の

乱
れ

な
ど

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
こ

と
に

関
心

が
向

か
な
い

こ
と

が
あ

る

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
，
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
就
寝
時
刻
を
守
る

な
ど
，
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し
た
り
，

必
要
に
応
じ
て
衣
服
を
重
ね
る
な
ど
し
て
温
度
に
適
し
た
衣
服
の
調
節
を
す

る
こ
と
を
身
に
付
け
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

体
調
を
自
己
管
理
す
る
た
め
に
，
客
観
的
な
指
標
と
な
る
体
温
を
測
る
こ
と

を
習
慣
化
し
，
体
調
が
よ
く
な
い
と
判
断
し
た
ら
，
そ
の
後
の
対
応
を
保
護

者
や
教
師
と
相
談
す
る
こ
と
を
学
ぶ
な
ど
の
指
導
が
大
切
で
あ
る

興
味

の
あ

る
活

動
に

過
度

に
集

中
し

て
し

ま
い

，
自

分
の

こ
と

を
顧

み
る
こ

と
が

難
し

く
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

自
己

を
客

観
的

に
把

握
す

る
こ

と
や

体
内

の
感

覚
を

自
覚

す
る

こ
と

な
ど
が

苦
手

だ
と

い
う

こ
と

が
あ

る

感
覚

の
過

敏
さ

や
こ

だ
わ

り
が

あ
る

場
合

，
大

き
な

音
が

し
た

り
，

予
定
通

り
に

物
事

が
進

ま
な

か
っ

た
り

す
る

と
，

情
緒

が
不

安
定

に
な

る
こ

と
が
あ

る

自
分
か
ら
別
の
場
所
に
移
動
し
た
り
，
音
量
の
調
整
や
予
定
を
説
明
し
て
も

ら
う
こ
と
を
他
者
に
依
頼
し
た
り
す
る
な
ど
，
自
ら
刺
激
の
調
整
を
行
い
，

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

生
活
の
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
の
形
成
に
関
す
る
指
導
を
行
う
際
に
は
，
対
象

の
児
童
生
徒
の
１
日
の
生
活
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

相
手

か
ら

ど
の

よ
う

に
見

ら
れ

て
い

る
の

か
を

推
測

す
る

こ
と

が
苦

手
な
場

合
が

あ
る

(1
）

生
活

の
リ

ズ
ム
や
生
活
習

　
　

慣
の

形
成

に
関

す
る
こ
と

　
自
閉
症
・
情
緒
障
害

特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
よ
り

区
分

項
目

他
の
項
目
と
の
関
連
例

チ
ェ
ッ
ク

１ 健 康 の 保 持

特
定

の
食

物
や

衣
服

に
強

い
こ

だ
わ

り
を

示
す

場
合

が
あ

り
，

極
端

な
偏
食

に
な

っ
た

り
，

季
節

の
変

化
に

か
か

わ
ら

ず
同

じ
衣

服
を

着
続

け
た

り
す
る

こ
と

が
あ

る

清
潔
や
衛
生
を
保
つ
こ
と
の
必
要
性
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
，
家
庭
等
と

の
密
接
な
連
携
の
下
に
不
衛
生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
日
常
的
に
心
が
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

体
調
の
管
理
に
関
す
る
指
導

に
つ

い
て
は
，

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
４
環
境
の
把
握
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

自
分

の
体

調
が

よ
く

な
い

，
悪

く
な

り
つ

つ
あ

る
，

疲
れ

て
い

る
な

ど
の
変

調
が

わ
か

ら
ず

に
，

無
理

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

リ
，

体
調

を
崩

し
た

り
，

回
復

に
非

常
に

時
間

が
か

か
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る

(5
）

健
康

状
態

の
維
持
・
改
善

　
　

に
関

す
る

こ
と

運
動

量
が

少
な

く
，

結
果

と
し

て
肥

満
に

な
っ

た
り

，
体

力
低

下
を

招
い
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

体
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
は
，
運
動
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
高
め
な
が
ら
適

度
な
運
動
を
取
り
入
れ
た
り
，
食
生
活
と
健
康
に
つ
い
て
実
際
の
生
活
に
即

し
て
学
習
し
た
り
す
る
な
ど
，
日
常
生
活
に
お
い
て
自
己
の
健
康
管
理
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
指
導
が
必
要
で
あ
る

心
理

的
な

要
因

に
よ

り
不

登
校

の
状

態
が

続
き

，
運

動
量

が
極

端
に

少
な
く

な
っ

た
り

，
食

欲
不

振
の

状
態

に
な

っ
た

り
す

る
場

合
が

あ
る

健
康
状
態
の
維
持
・
改
善
を
図
る
指
導
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
，
主
治
医

等
か
ら
個
々
の
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
に
関
す
る
情
報
を
得
る
と
と
も
に
，

日
ご
ろ
の
体
調
を
十
分
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
医
療
機
関
や

家
庭
と
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(4
）

障
害

の
特

性
の
理
解
と
生

　
　

活
環

境
の

調
整

に
関
す
る

　
　

こ
と

健
康
に
関
す
る
習
慣
に
つ
い
て
指
導
す
る
場
合
に
は
，
自
己
を
客
観
視
す
る

た
め
，
例
え
ば
，
毎
朝
そ
の
日
の
体
調
を
記
述
し
た
り
，
起
床
・
就
寝
時
刻

な
ど
を
記
録
し
た
り
し
て
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
す
る
こ
と
，
自
ら
の
体

内
の
感
覚
に
注
目
す
る
こ
と
な
ど
の
指
導
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
閉
症
･
情
緒
障
害
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・
・

・
・

・ ・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

選
択

性
か

ん
黙
の

児
童

生
徒

の
場

合

障
害

に
起

因
し

て
心

理
的

な
安

定
を

図
る

こ
と

が
困

難
な

状
態

に
あ

る
場
合

が
あ

る

こ
だ

わ
り

の
要

因
と

し
て

は
，

自
分

に
と

っ
て

快
適

な
刺

激
を

得
て

い
た

り
，

不
安

な
気

持
ち

を
和

ら
げ

る
た

め
に

自
分

を
落

ち
着

か
せ

よ
う

と
行
動

し
て

い
た

り
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

特
定
の
動
作
や
行
動
等
を
無
理
に
や
め
さ
せ
る
の
で
は
な
く
，
本
人
が
納
得

し
て
次
の
活
動
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
段
階
的
に
指
導
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る

特
定

の
動

作
や

行
動

に
固

執
し

た
り

，
同

じ
話

を
繰

り
返

し
た

り
す

る
な

ど
，

次
の

活
動

や
場

面
を

切
り

換
え

る
こ

と
が

難
し

い
こ

と
が

あ
る

日
々

の
日

課
と

異
な

る
学

校
行

事
や

，
急

な
予

定
の

変
更

な
ど

に
対

応
す
る

こ
と

が
で

き
ず

，
混

乱
し

た
り

，
不

安
に

な
っ

た
り

し
て

，
ど

の
よ

う
に
行

動
し

た
ら

よ
い

か
分

か
ら

な
く

な
る

こ
と

が
あ

る

生
活

環
境

な
ど

の
様

々
な

要
因

か
ら

，
心

理
的

に
緊

張
し

た
り

不
安

に
な
っ

た
り

す
る

状
態

が
継

続
し

，
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

環
境

的
な

要
因

が
心

理
的

面
に

大
き

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

２ 心 理 的 な 安 定

本
人
が
納
得
し
て
次
の
活
動
に

移
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
指
導

に
つ
い
て
は
，

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
４
環
境
の
把
握
」
等

(2
）

状
況

の
理

解
と
変
化
へ
の

　
　

対
応

に
関

す
る

こ
と

(3
）

障
害

に
よ

る
学
習
上
又
は

　
　

生
活

上
の

困
難

を
改
善
・

　
　

克
服

す
る

意
欲

に
関
す
る

　
　

こ
と

同
じ
障
害
の
あ
る
者
同
士
の
自
然
な
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
た
り
，
社
会
で

活
躍
し
て
い
る
先
輩
の
生
き
方
や
考
え
方
を
参
考
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
り

し
て
，
心
理
的
な
安
定
を
図
り
，
障
害
に
よ
る
困
難
な
状
態
を
改
善
・
克
服

し
て
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

特
定
の
動
作
や
行
動
を
行
っ
て
も
よ
い
時
間
帯
や
回
数
を
あ
ら
か
じ
め
決
め

た
り
，
自
分
で
予
定
表
を
書
い
て
確
か
め
た
り
し
て
，
見
通
し
を
も
っ
て
落

ち
着
い
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

行
動
の
仕
方
を
短
い
文
章
に
し
て
読
む
よ
う
に
し
た
り
，
適
切
な
例
を
示
し

た
り
し
な
が
ら
，
場
に
応
じ
た
行
動
の
仕
方
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る

特
定

の
場

所
や

状
況

等
に

お
い

て
緊

張
が

高
ま

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

，
家
庭

な
ど

で
は

ほ
と

ん
ど

支
障

な
く

会
話

が
で

き
る

も
の

の
，

特
定

の
場

所
や
状

況
で

は
会

話
が

で
き

な
い

こ
と

が
あ

る

本
人
は
話
し
た
く
て
も
話
せ
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
，
本
人
が
安

心
し
て
参
加
で
き
る
集
団
構
成
や
活
動
内
容
等
の
工
夫
を
し
た
り
，
対
話
的

な
学
習
を
進
め
る
際
に
は
，
選
択
肢
の
提
示
や
筆
談
な
ど
様
々
な
学
習
方
法

を
認
め
た
り
す
る
な
ど
し
て
，
情
緒
の
安
定
を
図
り
な
が
ら
，
他
者
と
の
や

り
と
り
が
で
き
る
場
面
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(1
）

情
緒

の
安

定
に
関
す
る
こ

　
　

と

周
囲

の
状

況
に

意
識

を
向

け
る

こ
と

や
経

験
し

た
こ

と
を

他
の

場
面

に
も
結

び
付

け
て

対
応

す
る

こ
と

が
苦

手
な

た
め

，
人

前
で

年
齢

相
応

に
行

動
す
る

力
が

育
ち

に
く

い
こ

と
が

あ
る

予
定
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
想
さ
れ
る
事
態
や
状
況
等
を
伝
え
た

り
，
事
前
に
体
験
で
き
る
機
会
を
設
定
し
た
り
す
る
な
ど
，
状
況
を
理
解
し

て
適
切
に
対
応
し
た
り
，
行
動
の
仕
方
を
身
に
付
け
た
り
す
る
た
め
の
指
導

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

不
安

や
緊

張
が

高
ま

っ
た

状
態

に
な

る
と

，
身

体
が

動
い

て
し

ま
っ

た
り
，

言
葉

を
発

し
て

し
ま

っ
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

他
者

に
自

分
の

気
持

ち
を

適
切

な
方

法
で

伝
え

る
こ

と
が

難
し

い
場

合
，
自

ら
自

分
を

た
た

い
て

し
ま

う
こ

と
や

，
他

者
に

対
し

て
不

適
切

な
関

わ
り
方

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る

チ
ッ

ク
の

症
状
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

睡
眠
，
生
活
の
リ
ズ
ム
，
体
調
，
天
気
，
家
庭
生
活
，
人
間
関
係
な
ど
，
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
指
導
を
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
分
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
移
動
し
て
，
慣
れ
た
別
の
活

動
に
取
り
組
む
な
ど
の
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
き
な
が
ら
，
そ
の
興
奮
を
静

め
る
方
法
を
知
る
こ
と
や
，
様
々
な
感
情
を
表
し
た
絵
カ
ー
ド
や
メ
モ
な
ど

を
用
い
て
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
な
ど
の
手
段
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

不
安
や
緊
張
が
高
ま
る
原
因
を
知
り
，
自
ら
不
安
や
緊
張
を
和
ら
げ
る
よ
う

に
す
る
な
ど
の
指
導
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
閉
症
･
情
緒
障
害
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・ ・
・

・

　
・

・

・
・

・ ・
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・

本
人
の
好
き
な
活
動
な
ど
に
お
い
て
，
感
情
を
表
し
た
絵
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
等
を
用
い
な
が
ら
，
自
分
や
，
他
者
の
気
持
ち
を
視
覚
的
に
理
解
し
た

り
，
他
者
と
気
持
ち
の
共
有
を
図
っ
た
り
す
る
よ
う
な
指
導
を
通
し
て
，
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

早
期
か
ら
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
と
と

も
に
，
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る生
活
上
の
様
々
な
場
面
を
想
定
し
，
そ
こ
で
の
相
手
の
言
葉
や
表
情
な
ど
か

ら
，
相
手
の
立
場
や
相
手
が
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
推
測
す
る
よ
う
な
指

導
を
通
し
て
，
他
者
と
関
わ
る
際
の
具
体
的
な
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る

他
者

と
の

か
か

わ
り

を
も

と
う

と
す

る
が

，
そ

の
方

法
が

十
分

に
身

に
付
い

て
い

な
い

場
合

が
あ

る

嬉
し

い
気

持
ち

や
悲

し
い

気
持

ち
を

伝
え

に
く

い
場

合
が

あ
る

体
験
的
な
活
動
を
通
し
て
自
分
の
得
意
な
こ
と
や
不
得
意
な
こ
と
の
理
解
を

促
し
た
り
，
他
者
の
意
図
や
感
情
を
考
え
，
そ
れ
へ
の
対
応
方
法
を
身
に
付

け
た
り
す
る
指
導
を
関
連
付
け
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

３ 人 間 関 係 の 形 成 ４ 環 境 の 把 握

(1
）

他
者

と
の

か
か
わ
り
の
基

　
　

礎
に

関
す

る
こ

と

(3
）

自
己

の
理

解
と
行
動
の
調

　
　

整
に

関
す

る
こ

と

(2
）

感
覚

や
認

知
の
特
性
に
つ

　
　

い
て

の
理

解
と

対
応
に
関

　
　

す
る

こ
と

自
己
を
理
解
し
，
状
況
に
応
じ

て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め

に
は
，

「
３
人
間
関
係
の
形
成

　
(2

）
他
者
の
意
図
や
感
情

の
理

解
に
関
す
る
こ
と
」

「
４
環
境
の
把
握
」
等

(2
）

他
者

の
意

図
や
感
情
の
理

　
　

解
に

関
す

る
こ

と

身
近
な
教
師
と
の
か
か
わ
り
か
ら
，
少
し
ず
つ
，
教
師
と
の
安
定
し
た
関
係

を
形
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

や
り
と
り
の
方
法
を
大
き
く
変
え
ず
に
繰
り
返
し
指
導
す
る
な
ど
し
て
，
そ

の
や
り
と
り
の
方
法
が
定
着
す
る
よ
う
に
し
，
相
互
に
か
か
わ
り
合
う
素
地

を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

や
り
と
り
の
方
法
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
く
が
，
そ
の
際
，
言
葉
だ
け
で

な
く
，
具
体
物
や
視
覚
的
な
情
報
も
用
い
て
分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る

言
葉

や
表

情
，

身
振

り
な

ど
を

総
合

的
に

判
断

し
て

相
手

の
思

い
や

感
情
を

読
み

取
り

，
そ

れ
に

応
じ

て
行

動
す

る
こ

と
が

困
難

な
場

合
が

あ
る

言
葉

を
字

義
通

り
に

受
け

止
め

て
し

ま
う

場
合

が
あ

る
た

め
，

行
動

や
表
情

に
表

れ
て

い
る

相
手

の
真

意
の

読
み

取
り

を
間

違
う

こ
と

が
あ

る

経
験

が
少

な
い

こ
と

や
課

題
に

取
り

組
ん

で
も

で
き

な
か

っ
た

経
験

な
ど
か

ら
，

自
己

に
肯

定
的

な
感

情
を

も
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

陥
っ

て
い
る

場
合

が
あ

る

活
動

が
消

極
的

に
な

っ
た

り
，

活
動

か
ら

逃
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

自
分

の
長

所
や

短
所

に
関

心
が

向
き

に
く

い
な

ど
，

自
己

の
理

解
が

困
難
な

場
合

が
あ

る

「
他

者
が

自
分

を
ど

う
見

て
い

る
か

」
，

「
ど

う
し

て
そ

の
よ

う
な

見
方
を

す
る

の
か

」
な

ど
，

他
者

の
意

図
や

感
情

の
理

解
が

十
分

で
な

い
こ

と
か

ら
，

友
達

の
行

動
に

対
し

て
適

切
に

応
じ

る
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

が
あ
る

聴
覚

の
過

敏
さ

の
た

め
特

定
の

音
に

，
ま

た
，

触
覚

の
過

敏
さ

の
た

め
身
体

接
触

や
衣

服
の

材
質

に
強

く
不

快
感

を
抱

く
こ

と
が

あ
る

刺
激

が
強

す
ぎ

た
り

，
突

然
で

あ
っ

た
り

す
る

と
，

感
情

が
急

激
に

変
化
し

た
り

，
思

考
が

混
乱

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

あ
る

児
童

生
徒

に
と

っ
て

不
快

な
刺

激
も

，
別

の
児

童
生

徒
に

と
っ

て
は
快

い
刺

激
で

あ
る

場
合

が
あ

る

不
足

す
る

感
覚

を
補

う
た

め
，

身
体

を
前

後
に

動
か

し
た

り
，

身
体

の
一
部

分
を

た
た

き
続

け
た

り
し

て
，

自
己

刺
激

を
過

剰
に

得
よ

う
と

す
る

こ
と
が

あ
る

個
々
の
児
童
生
徒
に
と
っ
て
，
快
い
刺
激
は
何
か
，
不
快
な
刺
激
は
何
か
を

き
め
細
か
く
観
察
し
て
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

例
え
ば
，
身
体
を
前
後
に
動
か
し
て
い
る
場
合
に
は
，
ブ
ラ
ン
コ
遊
び
を
用

意
す
る
な
ど
，
自
己
刺
激
の
た
め
の
活
動
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
が
得
ら
れ
る

他
の
適
切
な
活
動
に
置
き
換
え
る
な
ど
し
て
，
児
童
生
徒
の
興
味
が
よ
り
外

に
向
か
い
，
広
が
る
よ
う
な
指
導
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

不
快
で
あ
る
音
や
感
触
な
ど
を
自
ら
避
け
た
り
，
児
童
生
徒
の
状
態
に
応
じ

て
，
音
が
発
生
す
る
理
由
や
身
体
接
触
の
意
図
を
知
ら
せ
る
な
ど
し
て
，
そ

れ
ら
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
っ
た
り
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る

光
や
音
な
ど
の
刺
激
の
量
を
調
整
し
た
り
，
避
け
た
り
す
る
な
ど
，
感
覚
や

認
知
の
特
性
へ
の
対
応
に
関
す
る
内
容
も
関
連
付
け
て
具
体
的
な
指
導
内
容

を
設
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

特
定

の
光

や
音

な
ど

に
よ

り
混

乱
し

，
行

動
の

調
整

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

自
閉
症
･
情
緒
障
害
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指
示
の
内
容
や
作
業
手
順
，
時
間
の
経
過
等
を
視
覚
的
に
把
握
で
き
る
よ
う

に
教
材
・
教
具
等
の
工
夫
を
行
う
と
と
も
に
，
手
順
表
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
，
順
序
や
時
間
，
量
の
概
念
等
を
形
成
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る

自
分

の
や

り
方

に
こ

だ
わ

り
が

あ
っ

た
り

，
手

足
を

協
調

さ
せ

て
ス

ム
ー
ズ

に
動

か
し

た
り

す
る

こ
と

が
難

し
い

場
合

が
あ

る

他
者

の
意

図
を

適
切

に
理

解
す

る
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

り
，

興
味

の
あ
る

一
つ

の
情

報
の

み
に

注
意

が
集

中
し

て
し

ま
っ

た
り

す
る

こ
と

か
ら

，
教
師

が
示

す
手

本
を

自
ら

模
倣

し
よ

う
と

す
る

意
識

が
も

て
な

い
た

め
，

作
業
に

必
要

な
巧

緻
性

な
ど

が
十

分
育

っ
て

い
な

い
こ

と
が

あ
る

興
味

の
あ

る
物

を
手

に
し

た
い

と
い

う
欲

求
が

勝
り

，
所

有
者

の
こ

と
を
確

認
し

な
い

ま
ま

で
，

他
者

の
物

を
使

っ
た

り
，

他
者

が
使

っ
て

い
る

物
を
無

理
に

手
に

入
れ

よ
う

と
し

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る

他
の

人
の

手
を

取
っ

て
，

そ
の

人
に

自
分

が
欲

し
い

物
を

取
っ

て
も

ら
お
う

と
す

る
こ

と
が

あ
る

他
の

人
へ

の
関

心
が

乏
し

く
結

果
と

し
て

他
の

人
か

ら
の

働
き

か
け

を
受
け

入
れ

る
こ

と
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

興
味

や
関

心
を

も
っ

て
い

る
事

柄
に

極
端

に
注

意
が

集
中

し
て

い
た

り
，
相

手
の

意
図

や
感

情
を

と
ら

え
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

り
す

る
場

合
が

あ
る

個
々
の
児
童
生
徒
の
興
味
や
関
心
の
あ
る
活
動
の
中
で
，
教
師
の
言
葉
掛
け

に
対
し
て
視
線
を
合
わ
せ
た
り
，
児
童
生
徒
が
楽
し
ん
で
い
る
場
面
に
教
師

が
「
楽
し
い
ね
」
，
「
う
れ
し
い
ね
」
な
ど
の
言
葉
を
か
け
た
り
す
る
な
ど

し
て
，
人
と
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
や
通
じ
合
う
楽
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
が

ら
，
他
者
と
の
相
互
的
な
や
り
と
り
の
基
礎
的
能
力
を
高
め
る
指
導
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
身
振
り
，
絵
カ
ー
ド
や
メ
モ
，
機
器
な

ど
を
活
用
す
る
際
に
は
，
個
々
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
，
無
理
な
く

活
用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

４ 環 境 の 把 握 ５ 身 体 の 動 き

(5
）

認
知

や
行

動
の
手
掛
り
と

　
　

な
る

概
念

の
形

成
に
関
す

　
　

る
こ

と

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

聴
覚

に
過

敏
さ

が
見

ら
れ

，
特

定
の

音
を

嫌
が

る
こ

と
が

あ
る

聴
覚

過
敏

の
た

め
，

必
要

な
音

を
聞

き
分

け
よ

う
と

し
て

も
，

周
囲

の
音
が

重
な

り
聞

き
分

け
づ

ら
い

場
合

が
あ

る

「
も

う
少

し
」

，
「

そ
の

く
ら

い
」

，
「

大
丈

夫
」

な
ど

，
意

味
内

容
に
幅

の
あ

る
抽

象
的

な
表

現
を

理
解

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

が
あ

る
た

め
，
指

示
の

内
容

を
具

体
的

に
理

解
す

る
こ

と
が

難
し

い
こ

と
が

あ
る

自
分
で
苦
手
な
音
な
ど
を
知
り
，
音
源
を
遠
ざ
け
た
り
，
イ
ヤ
ー
マ
フ
や
ノ

イ
ズ
キ
ャ
ン
セ
ル
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
等
の
音
量
を
調
節
す
る
器
具
を
利
用
し
た
り

す
る
な
ど
し
て
，
自
分
で
対
処
で
き
る
方
法
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
指
導
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

特
定
の
音
が
発
生
す
る
理
由
や
仕
組
み
な
ど
を
理
解
し
，
徐
々
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

音
量
を
調
節
す
る
器
具
の
利
用
等
に
よ
り
，
聞
き
取
り
や
す
さ
が
向
上
し
，

物
事
に
集
中
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
に
し
，
必
要
に
応
じ
て
使

い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

状
況
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
器
具
を
使
用
す
る
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

個
々
の
児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
発
達
の
段
階
，
興
味
・
関
心
等
に
応
じ

て
，
将
来
の
社
会
生
活
等
に
結
び
付
く
よ
う
に
補
助
及
び
代
行
手
段
の
適
切

な
活
用
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

一
つ
の
作
業
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
経
験
さ
せ
る
な
ど
し
て
，
作
業

の
や
り
方
へ
の
こ
だ
わ
り
を
和
ら
げ
た
り
，
児
童
生
徒
と
教
師
と
の
良
好
な

人
間
関
係
を
形
成
し
，
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
指
導
者
の
示
す
手
本
を
模
倣

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
て
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

周
囲
の
者
は
そ
れ
ら
の
行
動
が
意
思
の
表
出
や
要
求
を
伝
達
し
よ
う
と
し
た

行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
児
童
生
徒
が
よ
り
望
ま
し
い
方

法
で
意
思
や
要
求
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る

(3
）

感
覚

の
補

助
及
び
代
行
手

　
　

段
の

活
用

に
関

す
る
こ
と

(1
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　

基
礎

的
能

力
に

関
す
る
こ

　
　

と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

的
能
力
に
関
す
る
指
導

に
お
い

て
は
，

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
５
身
体
の
動
き
」
等

一
部
分
だ
け
で
な
く
，
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
，
順

序
に
従
っ
て
全
体
を
把
握
す
る
方
法
を
練
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(5
）

作
業

に
必

要
な
動
作
と
円

　
　

滑
な

遂
行

に
関

す
る
こ
と

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」
等

知
的

障
害

と
自

閉
症

を
併

せ
有

す
る

児
童

生
徒

の
場

合

興
味

の
あ

る
事

柄
に

注
意

が
集

中
す

る
傾

向
が

あ
る

た
め

，
結

果
的

に
活
動

等
の

全
体

像
が

把
握

で
き

な
い

こ
と

が
あ

る

自
閉
症
･
情
緒
障
害
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援
助

を
求

め
た

り
依

頼
し

た
り

す
る

だ
け

で
な

く
，

必
要

な
こ

と
を

伝
え
た

り
，

相
談

し
た

り
す

る
こ

と
が

難
し

い
こ

と
が

あ
る

思
考

を
言

葉
に

し
て

目
的

に
沿

っ
て

話
す

こ
と

や
他

者
の

視
点

に
立

っ
て
考

え
る

こ
と

が
苦

手
な

こ
と

な
ど

が
あ

る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

す
れ

違
い

が
生

じ
る

こ
と

が
多

い
こ

と
か

ら
，
話

す
意

欲
が

低
下

し
て

い
る

こ
と

が
あ

る

日
常
的
に
報
告
の
場
面
を
つ
く
る
こ
と
や
相
手
に
伝
え
る
た
め
の
話
し
方
を

学
習
す
る
こ
と
，
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
を
使
用
し
て
気
持
ち
や
考
え
を
書

き
な
が
ら
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
的
な
指
導
を
工
夫
す
る
ほ
か
，
安
心
し
て
自

分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
す
る
経
験
を
重
ね
，
相
談
す
る
こ
と
の
よ
さ
が

実
感
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
傾
向
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る 気
持
ち
が
安
定
し
，
安
心
で
き
る
状
況
作
り
や
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
作
り

が
重
要
で
あ
る

児
童
生
徒
が
興
味
・
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
，
共
感
し
な
が
ら
一
緒
に

活
動
し
た
り
，
日
記
や
作
文
な
ど
を
通
し
て
気
持
ち
や
意
思
を
交
換
し
た
り

す
る
機
会
を
多
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

状
況
に
応
じ
て
，
筆
談
な
ど
の
話
し
言
葉
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
を
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

話
す
人
の
方
向
を
見
た
り
，
話
を
聞
く
態
度
を
形
成
し
た
り
す
る
な
ど
，
他

の
人
と
の
関
わ
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
に
関
す
る
指
導
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る

言
葉

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

困
難

な
場

合
が

あ
る

順
を

追
っ

て
説

明
す

る
こ

と
が

困
難

で
あ

る
た

め
，

聞
き

手
に

分
か

り
や
す

い
表

現
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

(4
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手

　
　

段
の

選
択

と
活

用
に
関
す

　
　

る
こ

と

(2
）

言
語

の
受

容
と
表
出
に
関

　
　

す
る

こ
と

(5
）

状
況

に
応

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

　
　

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す
る
こ

　
　

と

正
確
に
他
者
と
や
り
と
り
す
る
た
め
に
，
絵
や
写
真
な
ど
の
視
覚
的
な
手
掛

か
り
を
活
用
し
な
が
ら
相
手
の
話
を
聞
く
こ
と
や
，
メ
モ
帳
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
端
末
等
を
活
用
し
て
自
分
の
話
し
た
い
こ
と
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
な

ど
，
本
人
の
障
害
の
状
態
等
に
合
わ
せ
て
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
を
用
い
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

相
手
の
言
葉
や
表
情
な
ど
か
ら
，
相
手
の
意
図
を
推
測
す
る
よ
う
な
学
習
を

通
し
て
，
周
囲
の
状
況
や
他
者
の
感
情
に
配
慮
し
た
伝
え
方
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

相
手
の
立
場
に
合
わ
せ
た
言
葉
遣
い
や
場
に
応
じ
た
声
の
大
き
さ
な
ど
，
場

面
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

実
際
の
生
活
場
面
で
，
状
況
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
分
の
意
思
を
適
切
に
表
し
，
相
手
に
基
本
的
な
要
求
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
身
振
り
な
ど
を
身
に
付
け
た
り
，
話
し
言
葉
を
補
う
た
め
に
絵
カ
ー
ド
や

メ
モ
，
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
機
器
等
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る

簡
単
な
絵
に
吹
き
出
し
や
簡
単
な
セ
リ
フ
を
書
き
加
え
た
り
，
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
上
か
ら
，
伝
え
た
い
項
目
を
選
択
し
た
り
す
る
な
ど
の

手
段
を
練
習
し
て
お
き
，
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
ら
の
方
法
の
中
か
ら
適
切
な

も
の
を
選
ん
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

児
童
生
徒
が
自
信
を
も
ち
，
自
己
に
対
し
て
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

他
者

の
意

図
を

理
解

し
た

り
，

自
分

の
考

え
を

相
手

に
正

し
く

伝
え

た
り
す

る
こ

と
が

難
し

い
こ

と
が

あ
る

相
手
の
意
図
を
受
け
止
め
，
自

分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
，

話
し
言
葉
や
絵
，
記
号
，
文
字

な
ど
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
指
導

す
る
と
と
も
に
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

適
切
に
報
告
し
た
り
相
談
し
た

り
す
る
力
を
育
て
る

に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」
等

場
や
相
手
の
状
況
に
応
じ
て
，

主
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
で
き
る
よ
う
に
す
る

に
は

，
「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」
等

家
庭

な
ど

の
生

活
の

場
で

は
普

通
の

会
話

が
で

き
る

も
の

の
，

学
校

の
友
達

と
は

話
す

こ
と

が
で

き
な

い
な

ど
の

場
合

が
あ

る

選
択

性
か

ん
黙
の

児
童

生
徒

の
場

合

会
話

の
内

容
や

周
囲

の
状

況
を

読
み

と
る

こ
と

が
難

し
い

場
合

が
あ

る
た

め
，

状
況

に
そ

ぐ
わ

な
い

受
け

答
え

を
す

る
こ

と
が

あ
る

自
閉
症
･
情
緒
障
害
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個
々
の
児
童
生
徒
の
困
難
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
，
無
理
の
な
い
程

度
の
課
題
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

生
活
の
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
の
形
成
は
，
日
課
に
即
し
た
日
常
生
活
の
中
で

指
導
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
養
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
多
い

生
活
の
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
の
形
成
に
関
す
る
指
導
を
行
う
際
に
は
，
対
象

の
児
童
生
徒
の
１
日
の
生
活
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

生
活

環
境

な
ど

の
様

々
な

要
因

か
ら

，
心

理
的

に
緊

張
し

た
り

不
安

に
な
っ

た
り

す
る

状
態

が
継

続
し

，
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

環
境

的
な

要
因

が
心

理
的

面
に

大
き

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

読
み

書
き

の
練

習
を

繰
り

返
し

行
っ

て
も

，
期

待
し

た
ほ

ど
の

成
果

が
得
ら

れ
な

か
っ

た
経

験
な

ど
か

ら
，

生
活

全
般

に
お

い
て

自
信

を
失

っ
て

い
る
場

合
が

あ
る

自
分

の
思

う
結

果
が

得
ら

れ
ず

感
情

的
に

な
り

，
情

緒
が

不
安

定
に

な
る
こ

と
が

あ
る

Ｌ
Ｄ

・
Ａ

Ｄ
Ｈ

Ｄ
等
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

注
意

や
集

中
を

持
続

し
，

安
定

し
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

難
し

い
こ
と

が
あ

る
刺
激
を
統
制
し
た
落
ち
着
い
た
環
境
で
，
必
要
な
こ
と
に
意
識
を
向
け
る
経

験
を
重
ね
な
が
ら
，
自
分
に
合
っ
た
集
中
の
仕
方
や
課
題
へ
の
取
り
組
み
方

を
身
に
付
け
，
学
習
に
落
ち
着
い
て
参
加
す
る
態
度
を
育
て
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る

数
字

の
概

念
や

規
則

性
の

理
解

や
，

計
算

す
る

こ
と

に
時

間
が

か
か

っ
た

り
，

文
章

題
の

理
解

や
推

論
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た
り

す
る

こ
と

で
，
自

分
の

思
う

結
果

が
得

ら
れ

ず
，

学
習

へ
の

意
欲

や
関

心
が

低
い

こ
と

が
あ
る

個
別
指
導
や
小
集
団
な
ど
の
指
導
形
態
を
工
夫
し
な
が
ら
，
対
人
関
係
に
関

す
る
技
能
を
習
得
す
る
な
か
で
，
自
分
の
特
性
に
気
付
き
，
自
分
を
認
め
，

生
活
す
る
上
で
必
要
な
支
援
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る

　
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
よ
り

区
分

項
目

他
の
項
目
と
の
関
連
例

チ
ェ
ッ
ク

(3
）

障
害

に
よ

る
学
習
上
又
は

　
　

生
活

上
の

困
難

を
改
善
・

　
　

克
服

す
る

意
欲

に
関
す
る

　
　

こ
と

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点

１ 健 康 の 保 持

周
囲

の
こ

と
に

気
が

散
り

や
す

い
こ

と
か

ら
一

つ
一

つ
の

行
動

に
時

間
が
か

か
り

，
整

理
・

整
頓

な
ど

の
習

慣
が

十
分

身
に

付
い

て
い

な
い

こ
と

が
あ
る

自
分

の
行

動
を

注
意

さ
れ

た
と

き
に

，
反

発
し

て
興

奮
を

静
め

ら
れ

な
く
な

る
こ

と
が

あ
る

自
分
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
移
動
し
て
そ
の
興
奮
を
静
め

る
こ
と
や
，
い
っ
た
ん
そ
の
場
を
離
れ
て
深
呼
吸
す
る
な
ど
の
方
法
が
あ
る

こ
と
を
教
え
，
そ
れ
ら
を
実
際
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

２ 心 理 的 な 安 定

(1
）

情
緒

の
安

定
に
関
す
る
こ

　
　

と

本
人
が
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
課
題
を
や
り
遂
げ
る
よ
う
に
指
導
し
，
成

功
し
た
こ
と
を
褒
め
る
こ
と
で
自
信
を
も
た
せ
た
り
，
自
分
の
よ
さ
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

睡
眠
，
生
活
の
リ
ズ
ム
，
体
調
，
天
気
，
家
庭
生
活
，
人
間
関
係
な
ど
，
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
指
導
を
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(1
）

生
活

の
リ

ズ
ム
や
生
活
習

　
　

慣
の

形
成

に
関

す
る
こ
と

自
己
の
特
性
に
応
じ
た
方
法
で
学
習
に
取
り
組
む
た
め
に
は
，
周
囲
の
励
ま

し
や
期
待
，
賞
賛
を
受
け
な
が
ら
，
何
が
必
要
か
を
理
解
し
，
で
き
る
，
で

き
た
と
い
う
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(4
）

障
害

の
特

性
の
理
解
と
生

　
　

活
環

境
の

調
整

に
関
す
る

　
　

こ
と

学
習

や
対

人
関

係
が

上
手

く
い

か
な

い
こ

と
を

感
じ

て
い

る
一

方
で

，
自
分

の
長

所
や

短
所

，
得

手
不

得
手

を
客

観
的

に
認

識
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ
た

り
，

他
者

と
の

違
い

か
ら

自
分

を
否

定
的

に
捉

え
て

し
ま

っ
た

り
す

る
こ
と

が
あ

る
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ニ ケ

文
章

を
読

ん
で

学
習

す
る

時
間

が
増

え
る

に
つ

れ
，

理
解

が
難

し
く

な
り
，

学
習

に
対

す
る

意
欲

を
失

い
，

や
が

て
は

生
活

全
体

に
対

し
て

も
消

極
的
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る

振
り
仮
名
を
振
る
，
拡
大
コ
ピ
ー
を
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
自
分
が
読
み
易
く

な
る
こ
と
を
知
る
こ
と
や
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
読
み
上
げ
や
電
子
書
籍

を
利
用
す
る
な
ど
の
代
替
手
段
を
使
う
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
読
み
取
り
や
す

く
な
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

書
く
こ
と
の
困
難
さ
を
改
善
・
克
服
す
る
た
め
に
は
，
口
述
筆
記
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
を
使
っ
た
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
，
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
の
フ
リ
ッ
ク
入
力
な
ど
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
知
り
，
自
分
に
合
っ
た
方

法
を
習
熟
す
る
ま
で
練
習
す
る
こ
と
な
ど
が
大
切
で
あ
る

代
替
手
段
等
の
使
用
に
よ
り
，
学
習
上
の
困
難
を
乗
り
越
え
，
自
分
の
力
で

学
習
す
る
と
と
も
に
，
意
欲
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

代
替
手
段
等
の
使
用
に
つ
い
て
指
導
す
る
ほ
か
，
代
替
手
段
等
を
利
用
す
る

こ
と
が
周
囲
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
，
周
囲
の
人
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
指
導
が
必
要
で
あ
る

漢
字

の
読

み
が

覚
え

ら
れ

な
い

，
覚

え
て

も
す

ぐ
に

思
い

出
す

こ
と

が
で
き

な
い

な
ど

に
よ

り
，

長
文

の
読

解
が

著
し

く
困

難
に

な
る

こ
と

，
ま

た
，
読

書
を

嫌
う

た
め

に
理

解
で

き
る

語
彙

が
増

え
て

い
か

な
い

こ
と

が
あ

る

経
験

が
少

な
い

こ
と

や
課

題
に

取
り

組
ん

で
も

で
き

な
か

っ
た

経
験

な
ど
か

ら
，

自
己

に
肯

定
的

な
感

情
を

も
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

陥
っ

て
い
る

場
合

が
あ

る

活
動

が
消

極
的

に
な

っ
た

り
，

活
動

か
ら

逃
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

遊
び

の
説

明
を

聞
き

漏
ら

し
た

り
，

最
後

ま
で

聞
か

ず
に

遊
び

始
め

た
り
す

る
た

め
に

ル
ー

ル
を

十
分

に
理

解
し

な
い

で
遊

ぶ
場

合
が

あ
る

ル
ー

ル
を

十
分

に
理

解
し

て
い

て
も

，
勝

ち
た

い
と

い
う

気
持

ち
か

ら
，

ル
ー

ル
を

守
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

う
ま

く
遊

び
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

２ 心 理 的 な 安 定

(4
）

集
団

へ
の

参
加
の
基
礎
に

　
　

関
す

る
こ

と

４ 環 境 の 把 握３ 人 間 関 係 の 形 成

衝
動

の
抑

制
が

難
し

か
っ

た
り

，
自

己
の

状
態

の
分

析
や

理
解

が
難

し
か
っ

た
り

す
る

た
め

，
同

じ
失

敗
を

繰
り

返
し

た
り

，
目

的
に

沿
っ

て
行

動
を
調

整
す

る
こ

と
が

苦
手

だ
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る

(3
）

障
害

に
よ

る
学
習
上
又
は

　
　

生
活

上
の

困
難

を
改
善
・

　
　

克
服

す
る

意
欲

に
関
す
る

　
　

こ
と

障
害
に
よ
る
学
習
上
の
困
難
を

改
善
・
克
服
す
る
意
欲
に
関
す
る

指
導
に
つ
い
て
は
，

「
４
環
境
の
把
握
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

(3
）

自
己

の
理

解
と
行
動
の
調

　
　

整
に

関
す

る
こ

と

遊
び
へ
の
参
加
方
法
が
分
か
ら

な
い
と
き
の
不
安
を
静
め
る
方
法

を
指
導
す
る
た
め
に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

友
達
へ
の
尋
ね
方
を
練
習
す
る

な
ど
の
指
導
を
す
る
た
め
に
は
，

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

注
意

機
能

の
特

性
に

よ
り

，
注

目
す

べ
き

箇
所

が
わ

か
ら

な
い

，
注

意
持
続

時
間

が
短

い
，

注
目

す
る

対
象

が
変

動
し

や
す

い
な

ど
か

ら
，

学
習

等
に
支

障
を

き
た

す
こ

と
が

あ
る

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

(2
）

感
覚

や
認

知
の
特
性
に
つ

　
　

い
て

の
理

解
と

対
応
に
関

　
　

す
る

こ
と

日
常
的
に
よ
く
使
わ
れ
る
友
達
同
士
の
言
い
回
し
や
，
そ
の
意
味
す
る
こ
と

が
分
か
ら
な
い
と
き
の
尋
ね
方
な
ど
を
，
あ
ら
か
じ
め
少
人
数
の
集
団
の
中

で
学
習
し
て
お
く
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る

ル
ー
ル
を
少
し
ず
つ
段
階
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
た
り
，
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
に
よ
っ
て
適
切
な
行
動
を
具
体
的
に
指
導
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る

注
目
す
べ
き
箇
所
を
色
分
け
し
た
り
，
手
で
触
れ
る
な
ど
他
の
感
覚
も
使
っ

た
り
す
る
こ
と
で
注
目
し
や
す
く
し
な
が
ら
，
注
意
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
実
感
し
，
自
分
に
合
っ
た
注
意
集
中
の
方
法
を
積
極
的
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
分
の
行
動
と
で
き
ご
と
と
の
因
果
関
係
を
図
示
し
て
理
解
さ
せ
た
り
，
実

現
可
能
な
目
当
て
の
立
て
方
や
点
検
表
を
活
用
し
た
振
り
返
り
の
仕
方
を
学

ん
だ
り
し
て
，
自
ら
適
切
な
行
動
を
選
択
し
調
整
す
る
力
を
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る

早
期
か
ら
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
と
と

も
に
，
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る

言
葉

の
意

味
理

解
の

不
足

や
間

違
い

な
ど

か
ら

，
友

達
と

の
会

話
の

背
景
や

経
過

を
類

推
す

る
こ

と
が

難
し

く
，

そ
の

た
め

に
集

団
に

積
極

的
に

参
加
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

Ｌ
Ｄ

・
Ａ

Ｄ
Ｈ

Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合
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Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

認
知

面
に

お
い

て
不

得
意

な
こ

と
が

あ
る

一
方

で
得

意
な

方
法

を
も

っ
て
い

る
こ

と
が

あ
る

例
え

ば
，

聴
覚

か
ら

の
情

報
は

理
解

し
に

く
く

て
も

，
視

覚
か

ら
の

情
報
の

理
解

は
優

れ
て

い
る

場
合

が
あ

る

様
々
な
場
面
で
，
見
た
り
触
っ
た
り
す
る
体
験
的
な
活
動
と
「
左
」
や

「
右
」
と
い
う
位
置
や
方
向
を
示
す
言
葉
と
関
連
付
け
な
が
ら
指
導
し
て
，

基
礎
的
な
概
念
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

活
動
の
流
れ
や
時
間
を
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
時

計
な
ど
を
示
し
，
時
間
に
よ
っ
て
活
動
時
間
が
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
，
残
り
時
間
を
確
認
し
な
が
ら
，
活
動
の
一
覧
表

に
優
先
順
位
を
つ
け
た
り
す
る
な
ど
し
て
，
適
切
に
段
取
り
を
整
え
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

腕
を
大
き
く
動
か
し
て
文
字
の
形
を
な
ぞ
る
な
ど
，
様
々
な
感
覚
を
使
っ
て

多
面
的
に
文
字
を
認
識
し
，
自
ら
の
動
き
を
具
体
的
に
想
像
し
て
か
ら
文
字

を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

視
覚
，
聴
覚
，
触
覚
な
ど
の
保
有
す
る
い
ろ
い
ろ
な
感
覚
や
そ
の
補
助
及
び

代
行
手
段
を
総
合
的
に
活
用
し
て
，
周
囲
の
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(5
）

認
知

や
行

動
の
手
掛
り
と

　
　

な
る

概
念

の
形

成
に
関
す

　
　

る
こ

と

見
や

す
い

書
体

や
文

字
の

大
き

さ
，

文
字

間
や

行
間

，
文

節
を

区
切

る
，
ア

ン
ダ

ー
ラ

イ
ン

を
引

き
強

調
す

る
な

ど
の

工
夫

が
あ

れ
ば

，
困

難
さ

を
改
善

で
き

る
こ

と
が

あ
る

左
右

の
概

念
を

理
解

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

が
あ

る
た

め
，

左
右

の
概
念

を
含

ん
だ

指
示

や
説

明
を

理
解

す
る

こ
と

が
う

ま
く

で
き

ず
，

学
習

を
進
め

て
い

く
こ

と
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

４ 環 境 の 把 握

視
知

覚
の

特
性

に
よ

り
，

文
字

の
判

別
が

困
難

に
な

り
，

「
め

」
と

「
ぬ
」

を
読

み
間

違
え

た
り

，
文

節
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
り

す
る
こ

と
が

あ
る

(4
）

感
覚

を
総

合
的
に
活
用
し

　
　

た
周

囲
の

状
況

に
つ
い
て

　
　

の
把

握
と

状
況

に
応
じ
た

　
　

行
動

に
関

す
る

こ
と

視
知

覚
の

み
に

よ
っ

て
文

字
を

認
識

し
て

か
ら

書
こ

う
と

す
る

と
，

目
と
手

の
協

応
動

作
が

難
し

く
，

意
図

し
て

い
る

文
字

が
う

ま
く

書
け

な
い

こ
と
が

あ
る

(2
）

感
覚

や
認

知
の
特
性
に
つ

　
　

い
て

の
理

解
と

対
応
に
関

　
　

す
る

こ
と

書
か

れ
た

文
章

を
理

解
し

た
り

，
文

字
を

書
い

て
表

現
し

た
り

す
る

こ
と
は

苦
手

だ
が

，
聞

け
ば

理
解

で
き

た
り

，
図

や
絵

等
を

使
え

ば
効

率
的

に
表
現

す
る

こ
と

が
で

き
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

姿
勢
を
保
持
す
る
こ
と
が
困
難

な
児
童
生
徒

に
対
し
て
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
４
環
境
の
把
握
」
等

活
動

に
過

度
に

集
中

し
て

し
ま

い
，

終
了

時
刻

に
な

っ
て

も
活

動
を

終
え
る

こ
と

が
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

(1
）

姿
勢

と
運

動
・
動
作
の
基

　
　

本
的

技
能

に
関

す
る
こ
と

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

本
人
が
理
解
し
や
す
い
学
習
方
法
を
様
々
な
場
面
に
ど
の
よ
う
に
用
い
れ
ば

よ
い
の
か
を
学
ん
で
，
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
認
知
の
特
性
に
応
じ
た
指
導
方
法
を
工
夫
し
，
不
得

意
な
こ
と
を
少
し
ず
つ
改
善
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
，
得
意
な
方

法
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

本
人
に
と
っ
て
読
み
取
り
易
い
書
体
を
確
認
し
た
り
，
文
字
間
や
行
間
を
広

げ
た
り
し
て
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
新
た
な
文
字
を
習
得
し
て
い
く
方
法
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

本
人
が
理
解
し
や
す
い
学
習
方
法
を
様
々
な
場
面
に
ど
の
よ
う
に
用
い
れ
ば

よ
い
の
か
を
学
ん
で
，
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
認
知
の
特
性
に
応
じ
た
指
導
方
法
を
工
夫
し
，
不
得

意
な
こ
と
を
少
し
ず
つ
改
善
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
，
得
意
な
方

法
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

身
体
を
動
か
す
こ
と
に
関
す
る
指
導
だ
け
で
な
く
，
姿
勢
を
整
え
や
す
い
よ

う
な
机
や
い
す
を
使
用
す
る
こ
と
や
，
姿
勢
保
持
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

自
分
で
確
認
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
有
効
な
場
合
が
あ
る

５ 身 体 の 動 き

身
体

を
常

に
動

か
し

て
い

る
傾

向
が

あ
り

，
自

分
で

も
気

付
か

な
い

間
に
座

位
や

立
位

が
大

き
く

崩
れ

，
活

動
を

継
続

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
う

こ
と
が

あ
る
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自
分
の
苦
手
な
部
分
を
申
し
出
て
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
キ
ー
ボ
ー
ド
入

力
等
で
記
録
す
る
こ
と
や
黒
板
を
写
真
に
撮
る
こ
と
等
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
用

い
て
書
字
の
代
替
を
行
う
事
が
大
切
で
あ
る

目
的
に
即
し
て
意
図
的
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
を
指
導
し
た
り
，
手
足
の
簡

単
な
動
き
か
ら
始
め
て
，
段
階
的
に
高
度
な
動
き
を
指
導
し
た
り
す
る
こ
と

な
ど
が
必
要
で
あ
る

手
指
の
巧
緻
性
を
高
め
る
た
め
に
は
，
児
童
生
徒
が
興
味
や
関
心
を
も
っ
て

い
る
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
，
道
具
等
を
使
っ
て
手
指
を
動
か
す
体
験
を
積

み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

例
え
ば
，
エ
プ
ロ
ン
の
ひ
も
結
び
に
つ
い
て
，
一
つ
一
つ
の
動
作
を
身
に
付

け
る
こ
と
か
ら
始
め
，
徐
々
に
身
に
付
け
た
一
つ
一
つ
の
動
作
を
つ
な
げ
，

連
続
し
て
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

手
本
と
な
る
動
作
や
児
童
生
徒
自
身
の
動
作
を
映
像
で
確
認
す
る
な
ど
，
自

ら
調
整
や
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る

障
害
の
状
態
に
よ
っ
て
は
，
身
体
の
動
き
の
面
で
，
関
係
す
る
教
科
等
の
学

習
と
の
関
連
を
図
り
，
作
業
に
必
要
な
基
本
動
作
の
習
得
や
巧
緻
性
，
敏
捷

性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
，
目
と
手
の
協
応
し
た
動
き
，
姿
勢
や
作
業
の

持
続
性
な
ど
に
つ
い
て
，
自
己
調
整
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る

身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
運
動
や
ボ
デ
ィ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
育
て
る
運
動
に

取
り
組
み
な
が
ら
，
身
の
回
り
の
生
活
動
作
に
習
熟
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る

鉛
筆

の
握

り
方

が
ぎ

こ
ち

な
く

過
度

に
力

が
入

り
す

ぎ
て

し
ま

う
こ

と
，
筆

圧
が

強
す

ぎ
て

行
や

枠
か

ら
は

み
出

て
し

ま
う

こ
と

等
，

手
や

指
先

を
用
い

る
細

か
い

動
き

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

苦
手

な
こ

と
が

あ
る

目
と

手
，

右
手

と
左

手
等

を
協

応
さ

せ
な

が
ら

動
か

す
運

動
が

苦
手

な
た

め
，

上
手

く
取

り
組

め
な

い
こ

と
に

よ
り

焦
り

や
不

安
が

生
じ

て
，

余
計
に

書
字

が
乱

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

本
人
の
使
い
や
す
い
形
や
重
さ
の
筆
記
用
具
や
滑
り
止
め
付
き
定
規
等
，
本

人
の
使
い
や
す
い
文
具
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
，
安
心
し
て
取
り
組
め
る
よ

う
に
し
た
上
で
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

教
師
と
の
個
別
的
な
場
面
や
安
心
で
き
る
小
集
団
の
活
動
の
中
で
，
相
手
の

話
を
受
け
て
や
り
と
り
を
す
る
経
験
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
，
ゲ
ー

ム
な
ど
を
通
し
て
適
切
な
言
葉
を
繰
り
返
し
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し

て
，
楽
し
み
な
が
ら
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る 言
葉
の
や
り
取
り
の
指
導
を
工
夫
す
る
ほ
か
，
体
の
動
き
を
通
し
て
気
持
ち

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
，
人
と
会
話
す
る
と
き
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
明
確
に
し
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
，
会
話
中
に
相
手
の
表
情
を
気

に
か
け
る
こ
と
な
ど
を
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(2
）

言
語

の
受

容
と
表
出
に
関

　
　

す
る

こ
と

適
切
に
自
分
の
気
持
ち
や
考
え

を
伝
え
る

に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
４
環
境
の
把
握
」
等

(3
）

言
語

の
形

成
と
活
用
に
関

　
　

す
る

こ
と

注
意

の
持

続
の

困
難

さ
に

加
え

て
，

目
と

手
の

協
応

動
作

や
指

先
の

細
か
い

動
き

，
体

を
思

っ
た

通
り

に
動

か
す

こ
と

等
が

上
手

く
い

か
な

い
こ

と
か

ら
，

身
の

回
り

の
片

付
け

や
整

理
整

頓
等

を
最

後
ま

で
遂

行
す

る
こ

と
が
苦

手
な

こ
と

が
あ

る

(5
）

作
業

に
必

要
な
動
作
と
円

　
　

滑
な

遂
行

に
関

す
る
こ
と

(3
）

日
常

生
活

に
必
要
な
基
本

　
　

動
作

に
関

す
る

こ
と

手
足

を
協

調
さ

せ
て

動
か

す
こ

と
や

微
細

な
運

動
を

す
る

こ
と

に
困

難
が
見

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

落
ち
着
い
て
自
信
を
も
ち
書
字

や
描
画
に
取
り
組
む

た
め
に
は

，
「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
４
環
境
の
把
握
」

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

５ 身 体 の 動 き

実
体
験
，
写
真
や
絵
と
言
葉
の
意
味
を
結
び
付
け
な
が
ら
理
解
す
る
こ
と

や
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を
活
用
し
，
見
る
力
や
聞
く
力
を
活
用
し
な
が
ら
言
語

の
概
念
を
形
成
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

言
葉

は
知

っ
て

い
る

も
の

の
，

そ
の

意
味

を
十

分
に

理
解

せ
ず

に
活

用
し
た

り
，

意
味

を
十

分
に

理
解

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
活

用
で

き
ず

，
思

い
や
考

え
を

正
確

に
伝

え
る

語
彙

が
少

な
い

こ
と

が
あ

る

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

思
っ

た
こ

と
を

そ
の

ま
ま

口
に

し
て

相
手

を
不

快
に

さ
せ

る
よ

う
な

表
現
を

繰
り

返
し

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る

行
動

を
調

整
し

た
り

，
振

り
返

っ
た

り
す

る
こ

と
が

難
し

い
こ

と
や

，
相
手

の
気

持
ち

を
想

像
し

た
適

切
な

表
現

の
方

法
が

身
に

付
い

て
い

な
い

こ
と
が

あ
る
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Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合
話

の
内

容
を

記
憶

し
て

前
後

関
係

を
比

較
し

た
り

類
推

し
た

り
す

る
こ

と
が

困
難

な
た

め
，

会
話

の
内

容
や

状
況

に
応

じ
た

受
け

答
え

を
す

る
こ

と
が
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

(4
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手

　
　

段
の

選
択

と
活

用
に
関
す

　
　

る
こ

と

Ｌ
Ｄ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合
６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

自
分
で
内
容
を
ま
と
め
な
が
ら
聞
く
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
，
分
か
ら
な

い
と
き
に
聞
き
返
す
方
法
や
相
手
の
表
情
に
も
注
目
す
る
態
度
を
身
に
付
け

る
な
ど
し
て
，
そ
の
と
き
の
状
況
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
読
み
上
げ
機
能
を
利
用
し
た
り
，
関
係
性
と
項
目
を
図
や

シ
ン
ボ
ル
な
ど
で
示
す
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
表
現
を
利
用
し
た
り
す

る
こ
と
で
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
楽
し
さ
と
充
実
感
を
味
わ

え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

読
み

書
き

の
困

難
に

よ
り

，
文

章
の

理
解

や
表

現
に

非
常

に
時

間
が

か
か
る

こ
と

が
あ

る

(5
）

状
況

に
応

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

　
　

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す
る
こ

　
　

と
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・
・

・ ・
・

・

　
肢
体
不
自
由

特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
よ
り

区
分

項
目

他
の
項
目
と
の
関
連
例

チ
ェ
ッ
ク

身
体
の
状
態
に
応
じ
て
運
動
の

自
己
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
指

導
す

る
た
め
に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

(3
）

身
体

各
部

の
状
態
の
理
解

　
　

と
養

護
に

関
す

る
こ
と

自
分

で
体

位
を

変
換

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

他
の
人
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

１ 健 康 の 保 持
心

臓
機

能
や

呼
吸

機
能

の
低

下
は

命
に

関
わ

る
こ

と
が

あ
る

卒
業
後
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
学
習
や
運
動
に
お
い
て
打
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
見
つ
け
，
そ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
，
生
き
が
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
，
少
し
で
も
困
難
を
改
善
・
克
服
し
よ
う
と

す
る
意
欲
の
向
上
を
図
る
指
導
が
大
切
で
あ
る

睡
眠
，
生
活
の
リ
ズ
ム
，
体
調
，
天
気
，
家
庭
生
活
，
人
間
関
係
な
ど
，
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
指
導
を
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

生
活

環
境

な
ど

の
様

々
な

要
因

か
ら

，
心

理
的

に
緊

張
し

た
り

不
安

に
な
っ

た
り

す
る

状
態

が
継

続
し

，
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

環
境

的
な

要
因

が
心

理
的

面
に

大
き

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

低
学

年
の

こ
ろ

は
歩

行
が

可
能

で
あ

る
が

，
年

齢
が

上
が

る
に

つ
れ

て
歩
行

が
困

難
に

な
り

，
そ

の
後

，
車

い
す

又
は

電
動

車
い

す
の

利
用

や
酸

素
吸
入

な
ど

が
必

要
と

な
る

こ
と

が
多

い

同
じ

病
棟

内
の

友
達

の
病

気
の

進
行

を
見

て
い

る
こ

と
か

ら
将

来
の

自
分
の

病
状

に
つ

い
て

も
認

識
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

２ 心 理 的 な 安 定

(1
）

情
緒

の
安

定
に
関
す
る
こ

　
　

と

(3
）

障
害

に
よ

る
学
習
上
又
は

　
　

生
活

上
の

困
難

を
改
善
・

　
　

克
服

す
る

意
欲

に
関
す
る

　
　

こ
と

児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点

下
肢

切
断

に
よ

っ
て

義
肢

を
装

着
し

て
い

る
児

童
生

徒
の

場
合

床
ず

れ
等
が

あ
る

場
合

床
ず

れ
等
が

あ
る

場
合

筋
萎

縮
等

に
よ

り
筋

力
が

低
下

し
，

運
動

機
能

な
ど

の
各

機
能

が
低

下
す
る
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
の

児
童

生
徒

の
場

合

筋
萎

縮
等

に
よ

り
筋

力
が

低
下

し
，

運
動

機
能

な
ど

の
各

機
能

が
低

下
す
る
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
の

児
童

生
徒

の
場

合

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー
の

児
童

生
徒

の
場

合

治
療

方
法

や
病

気
の

進
行

，
将

来
に

関
す

る
不

安
等

を
も

つ
こ

と
が

あ
る

義
肢
を
装
着
し
て
い
る
部
分
を
清
潔
に
保
っ
た
り
，
義
肢
を
適
切
に
管
理
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る

病
気
や
事
故
等
に
よ
る
身
体
各
部
の
状
態
を
理
解
し
，
自
分
の
生
活
を
自
己

管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
し
て
，
自
分
の
身
体
を
養
護
す
る
力
を
育
て

る
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る

患
部
へ
の
圧
迫
が
続
か
な
い
よ
う
に
，
定
期
的
に
体
位
を
変
換
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
理
解
し
，
自
分
で
行
う
方
法
を
工
夫
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

病
気
や
事
故
等
に
よ
る
身
体
各
部
の
状
態
を
理
解
し
，
自
分
の
生
活
を
自
己

管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
し
て
，
自
分
の
身
体
を
養
護
す
る
力
を
育
て

る
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る

身
体
の
状
態
に
応
じ
て
運
動
の
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る

筋
肉
に
過
度
の
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
留
意
し
つ
つ
機
能
低
下
を
予
防
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

児
童
生
徒
が
病
気
の
原
因
や
経
過
，
進
行
の
予
防
，
運
動
の
必
要
性
，
適
切

な
運
動
方
法
や
運
動
量
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

情
緒
の
安
定
に
配
慮
し
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

病
気
の
進
行
に
伴
い
，
姿
勢
変
換
や
移
動
，
排
泄
な
ど
の
際
に
周
囲
の
人
に

支
援
を
依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
，
場
や
状
況
に
応
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る

肢
体
不
自
由

-
4
8
-



・

・
・

・
・

・
・

・ ・
・

・
・ ・ ・

・
・ ・

「
５
身
体
の
動
き
」

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」
等

(2
）

感
覚

や
認

知
の
特
性
に
つ

　
　

い
て

の
理

解
と

対
応
に
関

　
　

す
る

こ
と

数
多

く
書

か
れ

て
あ

る
文

字
や

図
形

の
中

か
ら

一
つ

の
文

字
や

図
形

に
注
目

す
る

こ
と

や
，

文
字

や
図

形
を

構
成

す
る

線
や

角
度

の
関

係
を

理
解

す
る
こ

と
が

難
し

い
た

め
，

文
字

や
図

形
を

正
し

く
と

ら
え

る
こ

と
が

困
難

な
場
合

が
あ

る

固
有

覚
や

前
庭

覚
の

発
達

の
段

階
等

が
要

因
と

な
り

，
リ

コ
ー

ダ
ー

を
吹
く

な
ど

の
指

先
を

細
か

く
動

か
す

活
動

や
，

水
泳

な
ど

の
全

身
を

協
調

し
て
動

か
す

運
動

を
苦

手
と

す
る

こ
と

が
あ

る

手
段
を
工
夫
し
実
際
に
自
分
の
力
で
移
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
，
障

害
に
伴
う
困
難
を
自
ら
改
善
し
得
た
と
い
う
成
就
感
が
も
て
る
よ
う
な
指
導

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

脳
性

ま
ひ
の

児
童

生
徒

の
場

合

体
の

動
か

し
方

に
ぎ

こ
ち

な
さ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
感
覚
や
認
知
の
特
性
を
踏
ま
え
て
指
導
を
工
夫
す
る

ほ
か
，
上
肢
に
ま
ひ
が
あ
り
，
文
字
や
図
形
を
書
く
こ
と
が
難
し
い
場
合
に

は
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
活
用
し
て
書
く
こ
と
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
，
学
習
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

学
習
活
動
を
通
じ
て
，
例
え
ば
文
字
の
部
首
や
図
形
の
特
徴
に
つ
い
て
は
，

話
し
言
葉
で
聞
い
た
方
が
理
解
し
や
す
い
と
い
う
よ
う
な
自
分
の
得
意
な
学

習
の
ス
タ
イ
ル
を
知
り
，
自
ら
使
え
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る 個
々
の
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
把
握
し
た
上
で
，
現
在
で
き
て
い
る
動

作
が
よ
り
確
実
に
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
，
指
や
身
体
を
，
一
つ

一
つ
確
か
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
動
か
す
よ
う
に
す
る
な
ど
，
発
達
の
段
階
に

見
合
っ
た
運
動
か
ら
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

固
有
覚
や
前
庭
覚
の
発
達
を
促
す
指
導
に
お
い
て
は
，
児
童
生
徒
に
「
で
き

た
」
と
い
う
経
験
と
自
信
を
も
て
る
よ
う
に
し
，
自
己
を
肯
定
的
に
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

肢
体

不
自

由
が

あ
る

た
め

に
移

動
が

困
難
な

児
童

生
徒

の
場

合

(3
）

自
己

の
理

解
と
行
動
の
調

　
　

整
に

関
す

る
こ

と

運
動

・
動

作
に

伴
う

筋
の

収
縮

・
伸

張
，

関
節

の
屈

曲
・

伸
展

な
ど

に
制
限

や
偏

り
が

あ
り

，
自

分
自

身
の

体
位

や
動

き
を

把
握

し
，

調
整

す
る

こ
と
に

困
難

さ
が

見
ら

れ
る

こ
と

が
あ

る

自
分
自
身
の
体
位
や
動
き
に
つ
い
て
，
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
た

り
，
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え
た
り
し
て
，
自
分
の
身
体
を
正
し
く
調
整

す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

経
験

が
乏

し
い

こ
と

か
ら

自
分

の
能

力
を

十
分

理
解

で
き

て
い

な
い

こ
と
が

あ
る

自
分
で
で
き
る
こ
と
，
補
助
的
な
手
段
を
活
用
す
れ
ば
で
き
る
こ
と
，
他
の

人
に
依
頼
し
て
援
助
を
受
け
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
，
実
際
の
体
験
を
通
し

て
理
解
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る

早
期
か
ら
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
と
と

も
に
，
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る

２ 心 理 的 な 安 定 ４ 環 境 の 把 握３ 人 間 関 係 の 形 成

(1
）

保
有

す
る

感
覚
の
活
用
に

　
　

関
す

る
こ

と

(3
）

障
害

に
よ

る
学
習
上
又
は

　
　

生
活

上
の

困
難

を
改
善
・

　
　

克
服

す
る

意
欲

に
関
す
る

　
　

こ
と

一
つ
の
文
字
や
図
形
だ
け
を
取
り
出
し
て
輪
郭
を
強
調
し
て
見
や
す
く
し
た

り
，
文
字
の
部
首
や
図
形
の
特
徴
を
話
し
言
葉
で
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
が

効
果
的
な
こ
と
が
あ
る

肢
体

不
自

由
が

あ
る

た
め

に
移

動
が

困
難
な

児
童

生
徒

の
場

合

障
害

の
状

態
が

重
度

の
た

め
，

心
理

的
な

安
定

を
図

る
こ

と
が

困
難

な
場
合

が
あ

る
寝
返
り
や
腕
の
上
げ
下
げ
な
ど
，
運
動
・
動
作
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
制
御

す
る
よ
う
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
，
自
己
を
確
立
し
，
障
害
に
よ
る
学
習
上

又
は
生
活
上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
意
欲
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る

経
験

が
少

な
い

こ
と

や
課

題
に

取
り

組
ん

で
も

で
き

な
か

っ
た

経
験

な
ど
か

ら
，

自
己

に
肯

定
的

な
感

情
を

も
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

陥
っ

て
い
る

場
合

が
あ

る

活
動

が
消

極
的

に
な

っ
た

り
，

活
動

か
ら

逃
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

肢
体
不
自
由

-
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・
・ ・

・
・

・
・ ・

・
・

・
・ ・ ・ ・

・
・ ・

児
童
生
徒
が
手
掛
か
り
と
し
や
す
い
情
報
の
提
示
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
，

多
く
の
も
の
に
関
わ
ら
せ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
の
特
徴
を
把
握
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る

は
じ
め
て
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
，
教
師
が
そ
の
特
徴
を
言
語
化
し
て
伝

え
る
こ
と
で
予
測
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
，
言
葉
の
理

解
が
難
し
い
も
の
の
，
特
定
の
色
を
分
類
で
き
る
児
童
生
徒
の
場
合
に
は
，

教
室
か
ら
体
育
館
ま
で
の
経
路
の
要
所
に
特
定
の
色
を
提
示
し
て
，
そ
れ
を

手
掛
か
り
に
体
育
館
ま
で
一
人
で
移
動
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

(1
）

姿
勢

と
運

動
・
動
作
の
基

　
　

本
的

技
能

に
関

す
る
こ
と

興
味

を
も

っ
て

見
る

対
象

が
限

ら
れ

て
い

る
こ

と
や

，
頭

部
が

安
定

せ
ず
に

対
象

を
一

定
時

間
見

続
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

，
動

く
対

象
物

に
手
を

伸
ば

し
て

そ
れ

を
つ

か
む

な
ど

と
い

っ
た

目
と

手
を

協
応

さ
せ

た
活

動
が
難

し
い

こ
と

が
あ

る

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー
の

児
童

生
徒

の
場

合

身
体

の
動

き
の

制
限

に
よ

り
，

上
下

，
前

後
，

左
右

，
遠

近
等

の
概

念
の
形

成
が

十
分

に
図

ら
れ

ず
，

空
間

に
お

け
る

自
分

と
対

象
の

位
置

関
係

を
理
解

す
る

こ
と

が
困

難
に

な
る

こ
と

が
あ

る

基
礎
的
な
概
念
を
形
成
し
て
い

く
た
め
に
は
，

「
４
環
境
の
把
握
」
の
他
の
項

目
「
５
身
体
の
動
き
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

上
肢

操
作

や
手

指
動

作
の

ぎ
こ

ち
な

さ
の

他
に

，
見

え
に

く
さ

や
聞

こ
え
に

く
さ

な
ど

を
有

し
て

い
る

こ
と

が
少

な
く

な
い

こ
と

か
ら

，
も

の
の

機
能
や

属
性

，
形

，
色

，
音

を
分

類
す

る
基

礎
的

な
概

念
の

形
成

を
図

る
こ

と
が
難

し
い

こ
と

が
あ

る

自
分
の
身
体
の
各
部
位
を
確
認
す
る
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
，
自
分
の
身
体

に
対
す
る
意
識
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
，
行
動
の
基
準
を
言
葉
で
確
認
し

な
が
ら
，
空
間
概
念
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

頭
部
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
補
助
具
を
活
用
し
た
り
，
前
腕
で
上
体
を
支
え

や
す
く
す
る
姿
勢
の
保
持
を
工
夫
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
，
目
の
前
に
置
か

れ
た
興
味
の
あ
る
玩
具
を
注
視
し
た
り
，
ゆ
っ
く
り
動
く
教
材
な
ど
を
追
視

し
た
り
す
る
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

見
て
い
た
対
象
物
に
手
を
伸
ば
し
て
，
倒
し
た
り
転
が
し
た
り
す
る
な
か

で
，
物
を
操
作
す
る
経
験
を
重
ね
，
目
で
手
の
動
き
を
追
う
よ
う
な
力
を
付

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

(2
）

姿
勢

保
持

と
運
動
・
動
作

　
　

の
補

助
的

手
段

の
活
用
に

　
　

関
す

る
こ

と

関
節
拘
縮
や
変
形
予
防
の
た
め
の
筋
力
の
維
持
を
図
る
適
度
な
運
動
が
必
要

で
あ
る

基
本

動
作

が
未

習
得

で
あ

っ
た

り
，

間
違

っ
て

身
に

付
け

て
し

ま
っ

た
り
し

て
い

る
た

め
に

，
生

活
動

作
や

作
業

動
作

を
十

分
に

行
う

こ
と

が
で

き
な
い

場
合

が
あ

る

個
々
の
児
童
生
徒
の
運
動
・
動
作
の
状
態
に
即
し
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る

全
身

又
は

身
体

各
部

位
の

筋
緊

張
が

強
す

ぎ
た

り
，

弱
す

ぎ
た

り
す

る
場
合

が
あ

る
強
す
ぎ
る
場
合
に
は
，
緊
張
を
弛
め
た
り
，
弱
す
ぎ
る
場
合
に
は
，
適
度
な

緊
張
状
態
を
つ
く
り
だ
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
が
必
要
で

あ
る

補
助

用
具

を
必

要
と

す
る

場
合

補
助

用
具

を
必

要
と

す
る

場
合

目
的
や
用
途
に
応
じ
て
適
切
な
用
具
を
選
び
，
十
分
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に

指
導
す
る
必
要
が
あ
る

発
達
の
段
階
を
考
慮
し
な
が
ら
，
補
助
用
具
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
収
納
の
仕

方
を
身
に
付
け
た
り
，
自
分
に
合
う
よ
う
に
補
助
用
具
を
調
整
し
た
り
す
る

こ
と
を
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

補
助
用
具
の
使
用
の
仕
方
を
工
夫
し
，
児
童
生
徒
の
身
体
の
動
き
の
維
持
や

習
得
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

つ
え
，
歩
行
器
，
車
い
す
及
び
白
杖
等
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
，
必
要
に
応

じ
て
専
門
の
医
師
及
び
そ
の
他
の
専
門
家
の
協
力
や
助
言
を
得
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る

４ 環 境 の 把 握

(5
）

認
知

や
行

動
の
手
掛
り
と

　
　

な
る

概
念

の
形

成
に
関
す

　
　

る
こ

と

５ 身 体 の 動 き

(4
）

感
覚

を
総

合
的
に
活
用
し

　
　

た
周

囲
の

状
況

に
つ
い
て

　
　

の
把

握
と

状
況

に
応
じ
た

　
　

行
動

に
関

す
る

こ
と

保
有
し
て
い
る
感
覚
を
活
用
し

て
周
囲
の
状
況
を
把
握
し
て
い
く

た
め
に
は
，

「
４
環
境
の
把
握
」
の
他
の
項

目
「
５
身
体
の
動
き
」

車
い

す
の

使
用

が
度

重
な

る
こ

と
に

よ
り

，
立

位
を

保
持

す
る

能
力

の
低
下

を
来

す
場

合
が

あ
る

肢
体
不
自
由

-
5
0
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・
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・
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・
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日
常

生
活

に
必

要
な

基
本

動
作

の
ほ

と
ん

ど
を

援
助

に
頼

っ
て

い
る

場
合
が

多
い

援
助
を
受
け
や
す
い
姿
勢
や
手
足
の
動
か
し
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
，
指
導
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

動
作
を
実
際
の
日
常
生
活
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
習
慣
化
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

歩
行
器
を
用
い
た
歩
行
を
目
標
に
掲
げ
て
指
導
を
行
っ
た
り
，
歩
行
が
困
難

な
場
合
に
は
，
車
い
す
に
よ
る
移
動
を
目
標
に
掲
げ
た
り
す
る
な
ど
，
日
常

生
活
に
役
立
つ
移
動
能
力
を
習
得
す
る
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
よ
う
な
動
作
が
可
能
で
あ
れ
ば
，
さ
ら
に
，
次
の
段
階
の
指
導
を
工

夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
日
常
生
活
の
諸
動
作
の
多
く
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る

安
定
し
た
座
位
を
確
保
し
な
が
ら
，
両
腕
を
体
の
前
へ
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と

身
体
の
正
面
で
両
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
，
指
を
握
っ
た
り
開
い
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

身
体
の
ほ
と
ん
ど
の
部
位
へ
指
先
が
届
く
こ
と

手
の
動
き
を
目
で
追
う
こ
と

エウイア
日

常
生

活
に

必
要

な
基

本
動

作
を

身
に

付
け

る
必

要
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場
合

運
動

・
動

作
が

極
め

て
困

難
な

児
童

生
徒

の
場

合

障
害

の
状

態
や

発
達

の
段

階
に

よ
っ

て
は

，
学

校
外

で
の

移
動

や
，

交
通
機

関
の

利
用

の
際

に
，

一
人

で
の

移
動

が
困

難
な

場
合

が
あ

る

車
い

す
を

利
用

し
て

外
出

す
る

場
合

が
あ

る
目
的
地
ま
で
一
人
で
移
動
で
き

る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
，

「
４
環
境
の
把
握
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

(4
）

身
体

の
移

動
能
力
に
関
す

　
　

る
こ

と

寝
返
り
や
腹
這
い
に
よ
る
移
動
だ
け
で
な
く
，
そ
れ
ら
も
含
め
た
基
本
動
作

す
べ
て
の
改
善
及
び
習
得
を
目
指
す
必
要
が
あ
る

姿
勢
保
持
や
上
下
肢
の
基
本
動
作
な
ど
の
指
導
経
過
を
踏
ま
え
て
児
童
生
徒

に
適
し
た
移
動
の
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

寝
返
り
や
腹
這
い
が
で
き
な
く
て
も
，
姿
勢
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
ら
ば
，
移
動
を
補
助
す
る
手
段
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る

社
会
的
な
場
面
に
お
け
る
移
動
能
力
を
総
合
的
に
把
握
し
，
実
際
の
場
面
で

有
効
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

駅
な
ど
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
所
を
歩
く
場
合
に
，
た
め
ら
わ
ず
に
駅
員
や

周
囲
の
人
に
援
助
を
依
頼
す
る
こ
と
な
ど
，
安
全
が
確
保
で
き
る
方
法
を
十

分
に
理
解
し
，
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

目
的
地
ま
で
一
人
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
，
移
動
能
力
の
ほ

か
様
々
な
状
況
に
対
す
る
的
確
な
判
断
力
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る

車
い
す
の
操
作
に
慣
れ
る
と
と
も
に
，
目
的
地
ま
で
車
い
す
を
操
作
し
続
け

る
た
め
の
体
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

目
的
地
ま
で
の
距
離
や
段
差
の
状
況
な
ど
を
調
べ
，
自
分
の
車
い
す
を
操
作

す
る
力
を
考
慮
し
て
一
人
で
行
け
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
，
一
人
で
行
く
こ

と
が
難
し
い
場
合
に
は
，
援
助
者
を
探
し
て
依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

実
際
に
外
出
し
た
際
に
は
，
途
中
で
通
行
人
に
道
を
尋
ね
た
り
，
路
上
に
あ

る
障
害
物
を
取
り
除
い
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

周
囲
に
い
る
人
に
質
問
を
し
た
り
，
依
頼
を
し
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
習
熟
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(3
）

日
常

生
活

に
必
要
な
基
本

　
　

動
作

に
関

す
る

こ
と

５ 身 体 の 動 き

筋
力

が
弱

く
，

歩
行

に
必

要
な

緊
張

が
得

ら
れ

な
い
児

童
生

徒
の

場
合

運
動

・
動

作
が

極
め

て
困

難
な

児
童

生
徒

の
場

合

運
動

・
動

作
が

極
め

て
困

難
な

児
童

生
徒

の
場

合

姿
勢

保
持

，
移

動
，

上
肢

の
諸

動
作

と
い

っ
た

基
本

動
作

が
習

得
さ

れ
て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
，

座
位

，
立

位
を

保
持

し
な

が
ら

，
上

肢
を

十
分
に

動
か

す
こ

と
が

で
き

る
こ

と
が

そ
の

基
礎

で
あ

る

肢
体
不
自
由

-
5
1
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・
・

・
・

・ ・
・

上
肢

操
作

の
制

限
か

ら
，

文
字

を
書

い
た

り
キ

ー
ボ

ー
ド

で
入

力
し

た
り
す

る
こ

と
が

困
難

と
な

る
こ

と
が

あ
る

画
面
を
一
定
時
間
見
る
た
め
に
頭
部
を
保
持
し
な
が
ら
，
文
字
盤
の
中
か
ら

自
分
が
伝
え
た
い
文
字
を
見
る
こ
と
で
入
力
の
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の

情
報
機
器
を
活
用
し
，
他
者
に
伝
え
る
成
功
体
験
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る

意
思

の
表

出
の

困
難

が
あ

る
た

め
，

言
語

障
害

を
伴

う
こ

と
が

あ
る

内
言

語
や

言
葉

の
理

解
に

は
困

難
が

な
い

が
，

話
し

言
葉

が
不

明
瞭

で
あ
っ

た
り

短
い

言
葉

を
伝

え
る

の
に

相
当

な
時

間
が

か
か

っ
た

り
す

る
こ

と
が
あ

る

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(4
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手

　
　

段
の

選
択

と
活

用
に
関
す

　
　

る
こ

と

(5
）

作
業

に
必

要
な
動
作
と
円

　
　

滑
な

遂
行

に
関

す
る
こ
と

(2
）

言
語

の
受

容
と
表
出
に
関

　
　

す
る

こ
と

発
語
機
能
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
，
文
字
の
使
用
や
補
助
的
手
段
の
活
用

を
検
討
し
て
意
思
の
表
出
を
促
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る

左
右

を
協

調
さ

せ
た

上
肢

操
作

の
ぎ

こ
ち

な
さ

の
た

め
，

ひ
も

を
つ

ま
ん
だ

り
，

交
差

さ
せ

た
り

し
て

ひ
も

を
結

ぶ
こ

と
が

困
難

と
な

る
こ

と
が

あ
る

指
の
曲
げ
伸
ば
し
を
し
た
り
，
指
を
対
向
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
な
物
を
介
さ

な
い
基
本
的
な
動
き
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
片
方
の
ひ

も
を
押
さ
え
て
お
く
補
助
具
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

５ 身 体 の 動 き

脳
性

ま
ひ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

肢
体
不
自
由

-
5
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ニ ケ

(2
）

病
気

の
状

態
の
理
解
と
生

　
　

活
管

理
に

関
す

る
こ
と

従
来

か
ら

多
い

１
型

と
と

も
に

，
近

年
は

食
生

活
や

運
動

不
足

等
の

生
活
習

慣
と

関
連

す
る

２
型

が
増

加
し

て
い

る

１ 健 康 の 保 持

食
欲

の
減

退
な

ど
の

身
体

症
状

，
興

味
や

関
心

の
低

下
や

意
欲

の
減

退
な
ど

の
症

状
が

見
ら

れ
る

が
，

そ
れ

ら
の

症
状

が
病

気
に

よ
る

も
の

で
あ

る
こ
と

を
理

解
で

き
な

い
こ

と
が

多
い

定
期

的
な

服
薬

に
よ

り
発

作
は

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

出
来

る
こ

と
が

多
い

が
，
短

時
間

意
識

を
失

う
小

発
作

の
場

合
に

は
，

発
作

が
起

き
て

い
る

の
を

本
人
が

自
覚

し
に

く
い

こ
と

か
ら

，
自

己
判

断
し

て
服

薬
を

止
め

て
し

ま
う

こ
と
が

あ
る

医
師
の
了
解
を
得
た
上
で
，
児
童
生
徒
が
病
気
の
仕
組
み
と
治
療
方
法
を
理

解
す
る
と
と
も
に
，
ス
ト
レ
ス
が
そ
れ
ら
の
症
状
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

多
い
の
で
，
自
ら
そ
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る

例
え
ば
，
日
記
を
書
く
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
た
要
因
に
気
付
い
た
り
，

小
集
団
で
の
話
合
い
の
中
で
，
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
方
法
や
発
散
す
る
方
法

を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

生
活
の
リ
ズ
ム
の
安
定
を
図
る
こ
と
，
過
度
に
疲
労
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
，
忘
れ
ず
に
服
薬
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る

定
期
的
な
服
薬
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
，
確
実
に
自
己

管
理
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る

治
療
後
に
起
き
る
成
長
障
害
や
内
分
泌
障
害
等
の
晩
期
合
併
症
の
リ
ス
ク
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
，
体
調
の
変
化
や
感
染
症
予
防
等
に
留
意
す
る
な

ど
，
病
気
の
予
防
や
適
当
な
運
動
や
睡
眠
等
の
健
康
管
理
を
自
ら
で
き
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る

児
童
生
徒
が
自
分
の
病
気
を
理
解
し
，
病
気
の
状
態
を
維
持
・
改
善
し
て
い

く
た
め
に
，
自
分
の
生
活
を
自
ら
管
理
す
る
こ
と
の
で
き
る
力
を
養
っ
て
い

く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る

自
分
の
生
活
を
自
ら
管
理
す
る
こ
と
の
で
き
る
力
の
育
成
に
は
，
児
童
生
徒

の
発
達
や
健
康
の
状
態
等
を
考
慮
し
て
，
そ
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
指
導
を

段
階
的
に
行
う
必
要
が
あ
る

専
門
の
医
師
の
助
言
を
受
け
る
と
と
も
に
，
保
護
者
の
協
力
を
得
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

　
病
弱
・
身
体
虚
弱

特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
よ
り

区
分

項
目

他
の
項
目
と
の
関
連
例

チ
ェ
ッ
ク

自
己
の
病
気
を
理
解
し
血
糖
値
を
毎
日
測
定
し
て
，
病
状
に
応
じ
た
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
適
切
な
食
生
活
や
適
度
の
運
動
を
行
う
な

ど
の
生
活
管
理
に
つ
い
て
も
主
体
的
に
行
い
，
病
気
の
進
行
を
防
止
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る

児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点

糖
尿

病
の

児
童

生
徒

の
場

合

二
分
脊

椎
せ
き
つ
い

の
児

童
生

徒
の

場
合

二
分

脊
椎
の

児
童

生
徒

の
場

合

進
行

性
疾

患
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

う
つ

病
な

ど
の

精
神

性
の

疾
患
の

児
童

生
徒

の
場

合

て
ん

か
ん
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

小
児

が
ん
の

経
験

が
あ

る
児

童
生

徒
の

場
合

尿
路

感
染

を
起

こ
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
尿
路
感
染
の
予
防
の
た
め
に
排
泄
指
導
，
清
潔
の
保
持
，
水
分
の
補
給
及
び

定
期
的
に
検
尿
を
行
う
こ
と
に
関
す
る
指
導
を
す
る
必
要
が
あ
る

長
時

間
同

じ
座

位
を

と
る

こ
と

に
よ

り
褥

瘡
が

で
き

る
こ

と
が

あ
る

定
期
的
に
姿
勢
変
換
を
行
う
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る

病
気
を
正
し
く
理
解
し
，
日
々
の
体
調
や
病
気
の
状
態
の
変
化
に
留
意
し
な

が
ら
，
過
度
の
運
動
及
び
適
度
な
運
動
に
対
す
る
理
解
や
，
身
体
機
能
の
低

下
を
予
防
す
る
よ
う
生
活
の
自
己
管
理
に
留
意
し
た
指
導
を
行
う
必
要
が
あ

る

病
弱
･
身
体
虚
弱

-
5
3
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・
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就
学
後
も
生
活
管
理
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
，
既
往
症
や
手
術
歴

を
把
握
し
た
上
で
指
導
に
当
た
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

心
臓
疾
患
の
特
徴
，
治
療
方
法
，
病
気
の
状
態
，
生
活
管
理
な
ど
に
つ
い

て
，
個
々
の
発
達
の
段
階
等
に
応
じ
て
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
，
自
覚
症
状
や
体
温
，
脈
拍
等
か
ら
自
分
の
健
康
の
状
態
を
把
握
し
，
そ

の
状
態
に
応
じ
て
日
常
生
活
や
学
習
活
動
の
状
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

り
，
自
ら
進
ん
で
医
師
に
相
談
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る

生
活
管
理
や
入
院
生
活
か
ら
生
じ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
心
理
的
な
側
面
に
も

配
慮
す
る
と
と
も
に
，
実
施
可
能
な
運
動
等
に
つ
い
て
は
学
校
生
活
管
理
指

導
表
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
可
能
な
限
り
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の

配
慮
が
重
要
で
あ
る

大
き

な
手

術
を

必
要

と
す

る
場

合
に

は
，

就
学

前
に

手
術

を
受

け
て

い
る
こ

と
が

多
い

１ 健 康 の 保 持

実
際
的
な
指
導
方
法
を
工
夫
す

る
と
と
も
に
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

発
作
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
行
動
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
，
専
門
の
医
師
に
相

談
す
る
必
要
が
あ
る

定
期
的
な
服
薬
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
服
薬
に
よ
り
多

く
の
場
合
は
発
作
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
い
う
安
心
感
を
も
た
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る

(5
）

健
康

状
態

の
維
持
・
改
善

　
　

に
関

す
る

こ
と

健
康
の
自
己
管
理
が
で
き
る
よ

う
に
す
る

た
め
に
は
，

「
１
健
康
の
保
持
」
の
区
分
に

示
さ
れ
て
い
る
他
の
項
目

「
２
心
理
的
な
安
定
」
等

(2
）

病
気

の
状

態
の
理
解
と
生

　
　

活
管

理
に

関
す

る
こ
と

て
ん

か
ん

の
発

作
は

，
全

身
が

け
い

れ
ん

す
る

も
の

，
短

時
間

意
識

を
失
う

も
の

，
急

に
歩

き
回

っ
た

り
同

じ
行

動
を

意
味

も
な

く
繰

り
返

し
た

り
す
る

も
の

な
ど

多
様

で
あ

る
た

め
，

身
体

症
状

だ
け

で
は

分
か

り
に

く
い

こ
と
が

あ
る

て
ん

か
ん
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

て
ん

か
ん

の
あ

る
児

童
生

徒
が

知
的

障
害

や
発

達
障

害
を

伴
う
場

合

て
ん

か
ん

の
あ

る
児

童
生

徒
の

中
に

は
他

の
障

害
を

伴
っ

て
い

る
こ

と
が
あ

る 障
害

の
た

め
生

活
上

の
留

意
事

項
を

理
解

し
守

る
こ

と
や

定
期

的
な

服
薬
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

病
気
の
状
態
の
理
解
を
図
り
，
自
発
的
に
生
活
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

健
康
状
態
の
詳
細
な
観
察
が
必
要
で
あ
る
こ
と
，
指
導
の
前
後
に
た
ん
の
吸

引
等
の
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
，
養
護
教
諭
や
看
護

師
等
と
十
分
連
携
を
図
っ
て
指
導
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

個
々
の
児
童
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
や
理
解
の
状
況
，
生
活
の

状
況
等
を
踏
ま
え
て
，
例
え
ば
，
疲
労
を
蓄
積
し
な
い
こ
と
や
，
定
期
的
に

服
薬
を
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
指
導
し
た
り
，
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
示
し
た
絵
本
や
映
像
資
料
な
ど
を
用
い
て
理
解
を
図
っ
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

ス
ト
レ
ス
を
た
め
る
こ
と
が
て
ん
か
ん
発
作
の
誘
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

注
意
事
項
を
守
り
服
薬
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
，
周
囲
の
人
の

理
解
や
協
力
を
得
る
こ
と
が
有
効
な
場
合
が
あ
る

児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
等
に
応
じ
て
，
自
分
の
病
状
を
他
の
人
に
適
切
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

運
動
が
制
限
さ
れ
て
い
て
も
，
そ
の
範
囲
を
超
え
て
身
体
を
動
か
し
て
し
ま

い
病
気
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
，
病
気
の
状
態
や
調
に
応

じ
て
生
活
を
自
己
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
ん

の
吸

引
等

の
医

療
的

ケ
ア

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

の
場

合

心
臓

疾
患
の

児
童

生
徒

の
場

合

て
ん

か
ん
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

病
弱
･
身
体
虚
弱
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生
活

環
境

な
ど

の
様

々
な

要
因

か
ら

，
心

理
的

に
緊

張
し

た
り

不
安

に
な
っ

た
り

す
る

状
態

が
継

続
し

，
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

環
境

的
な

要
因

が
心

理
的

面
に

大
き

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

心
理

的
に

緊
張

し
や

す
く

，
不

安
に

な
り

や
す

い
傾

向
が

あ
る

身
体

面
で

は
，

嘔
吐

，
下

痢
，

拒
食

等
様

々
な

症
状

が
あ

り
，

日
々

そ
れ
ら

が
繰

り
返

さ
れ

る
た

め
強

い
ス

ト
レ

ス
を

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

集
団

に
参

加
す

る
こ

と
が

困
難

な
場

合
が

あ
る

自
ら
情
緒
的
な
安
定
を
図
り
，
日
常
生
活
や
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
，
教
師
が
病
気
の
原
因
を
把
握
し
た
上

で
，
本
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
で
か
か
わ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る

良
好
な
人
間
関
係
作
り
を
目
指
し
て
，
集
団
構
成
を
工
夫
し
た
小
集
団
で
，

様
々
な
活
動
を
行
っ
た
り
，
十
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

今
後
の
進
行
状
況
を
見
極
め
，
今
ま
で
出
来
て
い
た
こ
と
が
出
来
な
く
な
る

こ
と
に
よ
る
自
己
肯
定
感
（
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
る
感
情
）
の
低
下
へ
の

心
の
ケ
ア
に
留
意
す
る
と
と
も
に
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
本
人
と

一
緒
に
考
え
，
自
己
選
択
・
自
己
決
定
の
機
会
を
確
保
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
活
用
す
る
力
を
獲
得
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

心
身

症
の

児
童

生
徒

の
場

合

(4
）

身
体

の
移

動
能
力
に
関
す

　
　

る
こ

と
心

臓
へ

の
負

担
が

か
か

る
こ

と
か

ら
歩

行
に

よ
る

移
動

が
制

限
さ

れ
る

こ
と

が
あ

り
，

必
要

に
応

じ
て

歩
行

器
や

電
動

車
い

す
等

の
補

助
的

手
段

を
活
用

す
る

こ
と

に
な

る

医
師
の
指
導
を
踏
ま
え
，
病
気
の
状
態
や
移
動
距
離
，
活
動
内
容
に
よ
っ
て

適
切
な
移
動
手
段
を
選
択
し
，
心
臓
に
過
度
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
移

動
の
範
囲
が
維
持
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(3
）

自
己

の
理

解
と
行
動
の
調

　
　

整
に

関
す

る
こ

と

３ 人 間 関 係 の 形 成

(4
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手

　
　

段
の

選
択

と
活

用
に
関
す

　
　

る
こ

と
症

状
が

進
行

し
て

言
葉

に
よ

る
表

出
が

困
難

に
な

る
こ

と
が

あ
る

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

白
血

病
な

ど
で

入
院
し

て
い

る
児

童
生

徒
の

場
合

心
臓

疾
患
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

進
行

性
の

病
気
の

児
童

生
徒

の
場

合

経
験

が
少

な
い

こ
と

や
課

題
に

取
り

組
ん

で
も

で
き

な
か

っ
た

経
験

な
ど
か

ら
，

自
己

に
肯

定
的

な
感

情
を

も
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

陥
っ

て
い
る

場
合

が
あ

る

活
動

が
消

極
的

に
な

っ
た

り
，

活
動

か
ら

逃
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

２ 心 理 的 な 安 定

(1
）

情
緒

の
安

定
に
関
す
る
こ

　
　

と

学
齢
期
に
入
院

し
て
い
る
児

童
生

徒
に
対
し
て
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

情
緒
を
安
定
さ
せ
，
様
々
な
活

動
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
す
る

た
め

に
は
，

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

(2
）

他
者

の
意

図
や
感
情
の
理

　
　

解
に

関
す

る
こ

と

治
療

計
画

に
よ

っ
て

は
，

入
院

と
退

院
を

繰
り

返
す

こ
と

が
あ

り
，

感
染
予

防
の

た
め

退
院

中
も

学
校

に
登

校
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

学
齢

期
で

は
一

人
で

入
院

す
る

こ
と

が
多

い
た

め
，

病
気

や
治

療
の

不
安
を

一
人

で
抱

え
込

ん
だ

り
，

家
族

か
ら

離
れ

て
過

ご
す

こ
と

に
孤

独
を

感
じ
た

り
，

逆
に

親
に

心
配

さ
せ

な
い

よ
う

に
強

が
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る

自
己

矛
盾

を
抱

え
る

中
で

，
周

囲
の

人
へ

攻
撃

的
な

行
動

や
言

葉
が

表
出
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る

睡
眠
，
生
活
の
リ
ズ
ム
，
体
調
，
天
気
，
家
庭
生
活
，
人
間
関
係
な
ど
，
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
指
導
を
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
て
学
習
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
す
る
よ

う
な
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

５ 身 体 の 動 き

早
期
か
ら
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
と
と

も
に
，
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る小
集
団
で
の
話
し
合
い
活
動
や
遊
び
等
の
取
り
組
み
を
通
し
て
，
不
安
に
気

付
か
せ
た
り
，
他
者
に
感
謝
し
た
り
意
見
を
聞
い
た
り
し
て
協
調
性
を
養
う

よ
う
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
有
効
な
方
法
で
あ
る

入
院

中
は

治
療

の
副

作
用

に
よ

る
貧

血
や

嘔
吐

な
ど

が
長

期
間

続
く

こ
と
に

よ
り

，
情

緒
が

不
安

定
な

状
態

に
な

る
こ

と
が

あ
る

悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
，
自
分
の
不
安
な
気
持
ち
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
，
心
理
的
な
不
安
を
表
現
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
り
す
る
な
ど
し

て
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

白
血

病
の

児
童

生
徒

の
場

合

白
血

病
の

児
童

生
徒

の
場

合

病
弱
･
身
体
虚
弱

-
5
5
-



・
・

・ ・ ・ ・

不
安

を
表

出
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

に
よ

る
イ

ラ
イ

ラ
と

し
た

気
持
ち

が
，

周
囲

の
友

達
や

看
護

師
，

教
師

等
へ

の
暴

言
や

，
物

を
投

げ
つ

け
る
な

ど
の

攻
撃

的
な

行
動

に
つ

な
が

る
こ

と
が

あ
る

特
に

入
院

直
後

は
，

不
安

を
抱

え
る

こ
と

が
多

い

(5
）

状
況

に
応

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

　
　

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す
る
こ

　
　

と
先
に
入
院
し
て
い
た
児
童
生
徒
の
体
験
や
気
持
ち
の
変
化
等
を
聞
く
こ
と
を

通
し
て
，
こ
れ
ら
の
行
動
や
言
葉
の
背
景
に
あ
る
不
安
に
気
付
か
せ
，
遊
び

や
話
し
合
い
等
の
中
で
，
不
安
を
言
語
化
し
，
気
持
ち
の
安
定
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

状
況
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
で
き
る

よ
う
に

す
る
に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」
等

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

入
院

中
の

児
童

生
徒

の
場

合
治

療
へ

の
不

安
だ

け
で

な
く

，
自

宅
に

帰
る

こ
と

が
で

き
る

の
だ

ろ
う

か
，

入
院

前
と

同
じ

生
活

が
で

き
る

の
だ

ろ
う

か
，

学
校

で
の

学
習

に
つ

い
て
い

け
る

の
だ

ろ
う

か
，

ク
ラ

ス
の

友
達

は
自

分
の

こ
と

を
忘

れ
て

い
な

い
だ
ろ

う
か

な
ど

の
不

安
を

抱
え

な
が

ら
生

活
す

る
こ

と
が

多
い

不
安

の
原

因
が

分
か

ら
な

い
場

合
や

気
持

ち
を

言
語

化
す

る
こ

と
が

で
き
な

い
場

合
に

は
，

も
や

も
や

と
し

た
気

持
ち

の
状

態
が

続
い

て
し

ま
う

こ
と
が

あ
る

親
に

は
心

配
さ

せ
た

く
な

い
，

治
療

に
関

わ
る

看
護

師
等

に
は

弱
い

と
こ
ろ

を
見

せ
た

く
な

い
た

め
強

が
り

を
言

い
続

け
る

こ
と

が
あ

る

病
弱
･
身
体
虚
弱

-
5
6
-



・ ・ ・

・
・ ・ ・

・
・

・ ・
・

・
・

・
・

・

　
難
聴

特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
よ
り

区
分

項
目

他
の
項
目
と
の
関
連
例

チ
ェ
ッ
ク

児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点

自
分
自
身
の
聞
こ
え
に
く
さ
に
よ
っ
て
，
人
と
か
か
わ
る
際
に
ど
の
よ
う
な

困
難
さ
が
生
じ
る
の
か
や
，
新
し
い
体
験
を
す
る
際
に
ど
の
よ
う
に
行
動
し

た
り
，
周
囲
に
働
き
か
け
た
り
す
る
と
よ
い
の
か
を
考
え
た
り
，
体
験
し
た

り
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
積
極
的
に
問
題
解
決
に
向
か
う
意
欲
を
育
て
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る

(3
）

身
体

各
部

の
状
態
の
理
解

　
　

と
養

護
に

関
す

る
こ
と

(4
）

障
害

の
特

性
の
理
解
と
生

　
　

活
環

境
の

調
整

に
関
す
る

　
　

こ
と

聞
こ
え
の
状
況
や
聴
覚
障
害
の

特
性
を
自
ら
理
解
し
，
そ
れ
を
他

者
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

く
た
め
に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

１ 健 康 の 保 持

睡
眠
，
生
活
の
リ
ズ
ム
，
体
調
，
天
気
，
家
庭
生
活
，
人
間
関
係
な
ど
，
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
指
導
を
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

発
達
の
段
階
に
応
じ
て
，
耳
の
構
造
や
自
己
の
障
害
に
つ
い
て
の
十
分
な
理

解
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

補
聴
器
等
を
用
い
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
も
理
解
を
促
す
な
ど
し
て
，
自

ら
適
切
な
聞
こ
え
の
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
耳
の
保
護
に
か
か
わ
る
指
導

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

病
気
や
事
故
等
に
よ
る
身
体
各
部
の
状
態
を
理
解
し
，
自
分
の
生
活
を
自
己

管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
し
て
，
自
分
の
身
体
を
養
護
す
る
力
を
育
て

る
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る

補
聴

器
や

人
工

内
耳

を
装

用
し

て
い

て
も

，
聴

覚
活

用
の

状
況

は
個

々
に

よ
っ

て
異

な
る

こ
と

が
あ

る

生
活

環
境

な
ど

の
様

々
な

要
因

か
ら

，
心

理
的

に
緊

張
し

た
り

不
安

に
な
っ

た
り

す
る

状
態

が
継

続
し

，
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

環
境

的
な

要
因

が
心

理
的

面
に

大
き

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

※
補

聴
器

や
人

工
内

耳
を

装
用

し
て

，
音

が
ど

の
程

度
聞

こ
え

，
他

者
の
話

が
ど

の
程

度
理

解
で

き
る

の
か

に
つ

い
て

は
，

聴
力

レ
ベ

ル
や

補
聴

器
装
用

閾
値

の
よ

う
な

客
観

的
な

値
だ

け
で

決
定

さ
れ

る
も

の
で

は
な

い

(1
）

情
緒

の
安

定
に
関
す
る
こ

　
　

と

３ 人 間 関 係 の 形 成２ 心 理 的 な 安 定

(3
）

障
害

に
よ

る
学
習
上
又
は

　
　

生
活

上
の

困
難

を
改
善
・

　
　

克
服

す
る

意
欲

に
関
す
る

　
　

こ
と

障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活

上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
意

欲
の
向
上
を
図
る

た
め
に
は
，

「
１
健
康
の
保
持
」

「
４
環
境
の
把
握
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
円

滑
に

行
う

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
り
，

音
声

の
み

の
指

示
や

発
話

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

り
す

る
た

め
，

学
習

場
面

や
生

活
場

面
に

お
い

て
，

人
と

か
か

わ
る

こ
と

や
新

し
い
体

験
を

す
る

こ
と

に
対

し
て

，
消

極
的

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

(2
）

他
者

の
意

図
や
感
情
の
理

　
　

解
に

関
す

る
こ

と
相
手
の
感
情
や
真
意
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
４
環
境
の
把
握
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

聴
覚

的
な

情
報

を
入

手
し

に
く

い
こ

と
か

ら
，

視
覚

的
な

手
掛

か
り

だ
け
で

判
断

し
た

り
，

会
話

に
よ

る
情

報
把

握
が

円
滑

で
な

い
た

め
自

己
中

心
的
に

と
ら

え
た

り
し

や
す

い
こ

と
が

あ
る

例
え

ば
，

本
当

は
嫌

な
気

持
ち

を
抱

い
て

い
て

も
，

場
面

に
よ

っ
て

は
，
笑

い
顔

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

。
笑

っ
て

い
る

と
い

う
表

情
だ

け
か
ら

相
手

が
喜

ん
で

い
る

と
受

け
止

め
て

し
ま

う
と

，
相

手
の

感
情

に
応

じ
て
適

切
に

行
動

で
き

な
い

こ
と

が
あ

る

会
話

に
よ

る
補

完
が

十
分

に
で

き
な

い
た

め
目

の
前

の
状

況
だ

け
で

判
断
し

が
ち

な
こ

と
が

あ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
，
ど
の
よ
う
な
音
や
声
が
聞
こ
え
て
，

ど
の
よ
う
な
音
や
声
が
聞
き
取
れ
な
い
の
か
を
自
分
で
し
っ
か
り
と
理
解

し
，
時
と
場
合
に
よ
っ
て
聞
こ
え
た
り
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
に
気

付
か
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

卒
業
後
，
自
分
の
聞
こ
え
の
状
況
や
最
も
理
解
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
を
自
ら
他
者
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
，
聞
こ
え
る
人
と
の
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る

聴
覚
活
用
に
加
え
，
手
話
や
筆
談
な
ど
，
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
の
様
々
な
方
法
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
，
そ
の
中
で
自
分
が
分
か

り
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
状
況
の
推
移
に
つ
い
て
振
り
返
り
な
が
ら
，
順
序
立
て

て
考
え
る
な
ど
，
出
来
事
の
流
れ
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
判
断
す
る
経
験
を

積
ま
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

聴
覚
活
用
や
読
話
等
の
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
場
面
や
相
手

に
応
じ
て
適
切
に
選
択
し
，
的
確
に
会
話
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る

難
聴

-
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・
・

・ ・
・ ・ ・

・
・ ・ ・

・
・

・
・

・
・

・

・ ・ ・ ・

視
覚
的
な
情
報
を
適
切
に
活
用
し
て
作
業
等
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

４ 環 境 の 把 握

(5
）

認
知

や
行

動
の
手
掛
か
り

　
　

と
な

る
概

念
の

形
成
に
関

　
　

す
る

こ
と

「
４
環
境
の
把
握
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

(3
）

感
覚

の
補

助
及
び
代
行
手

　
　

段
の

活
用

に
関

す
る
こ
と

感
覚
を
総
合
的
に
活
用
し
て
周

囲
の
状
況
等
を
理
解
し
，
自
己
の

生
活
に
生
か
す

指
導
に
つ
い
て
は

，
「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
４
環
境
の
把
握
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

(4
）

感
覚

を
総

合
的
に
活
用
し

　
　

た
周

囲
の

状
況

に
つ
い
て

　
　

の
把

握
と

状
況

に
応
じ
た

　
　

行
動

に
関

す
る

こ
と

補
聴

器
や

人
工

内
耳

を
装

用
し

て
い

て
も

，
音

や
他

者
の

話
を

完
全

に
聞
き

取
れ

な
い

場
合

が
あ

る

３ 人 間 関 係 の 形 成

(1
）

保
有

す
る

感
覚
の
活
用
に

　
　

関
す

る
こ

と

(4
）

集
団

へ
の

参
加
の
基
礎
に

　
　

関
す

る
こ

と

(3
）

自
己

の
理

解
と
行
動
の
調

　
　

整
に

関
す

る
こ

と

視
覚
や
嗅
覚
等
の
様
々
な
感
覚
を
活
用
し
て
情
報
を
収
集
し
た
り
，
多
様
な

手
段
を
活
用
し
た
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
相
手
を
理
解

し
た
り
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ま
で
に
得
て
い
る
情
報
等
と
照
ら
し
合
わ
せ

た
り
し
な
が
ら
，
周
囲
の
状
況
や
人
の
気
持
ち
，
今
後
の
展
開
等
を
推
察
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

補
聴

器
等

を
通

し
て

得
ら

れ
た

情
報

だ
け

で
は

，
周

囲
の

状
況

や
そ

の
変
化

を
十

分
に

把
握

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

が
あ

る

例
え

ば
，

補
聴

器
の

活
用

の
仕

方
に

よ
っ

て
，

音
の

方
向

の
と

ら
え

方
に
違

い
が

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

身
の
回
り
の
音
を
聞
き
取
り
，
様
子
や
言
葉
を
理
解
す
る
場
合
に
は
，
視
覚

や
嗅
覚
な
ど
の
感
覚
も
総
合
的
に
活
用
す
る
指
導
が
必
要
で
あ
る

情
報
を
的
確
に
収
集
す
る
と
と
も
に
，
様
々
な
感
覚
を
い
か
に
活
用
す
る
か

に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

背
後

や
外

の
様

子
等

，
周

囲
の

状
況

を
的

確
に

把
握

で
き

に
く

い
こ

と
が
あ

る 周
囲

の
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

不
十

分
さ

な
ど

の
影

響
で

，
物
事

が
ど

の
よ

う
に

推
移

し
て

き
た

か
，

相
手

が
ど

う
思

っ
て

い
る

か
，

こ
れ
か

ら
何

が
始

ま
る

か
な

ど
に

つ
い

て
，

予
想

で
き

に
く

い
場

合
が

あ
る

例
え
ば
，
折
り
紙
を
す
る
場
合
で
，
教
師
や
友
達
の
折
り
方
を
見
て
，
同
じ

よ
う
に
紙
を
折
る
よ
う
な
活
動
の
際
に
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
過
程
を
的
確

な
言
葉
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

折
り
紙
の
例
で
は
，
「
端
を
ぴ
っ
た
り
重
ね
る
」
，
「
角
が
重
な
る
よ
う
に

折
る
」
，
「
左
手
で
押
さ
え
て
，
右
手
で
折
り
目
を
付
け
る
」
，
「
片
方
を

開
く
」
な
ど
の
言
葉
を
知
り
，
実
際
に
作
業
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る 言
葉
と
行
動
の
対
応
関
係
を
，
生
活
の
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
繰
り
返
し
て

い
く
こ
と
で
，
そ
の
概
念
を
的
確
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

り
，
さ
ら
に
，
習
得
し
た
こ
れ
ら
の
概
念
を
用
い
て
よ
り
複
雑
な
事
柄
の
認

知
や
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
る

経
験

が
少

な
い

こ
と

や
課

題
に

取
り

組
ん

で
も

で
き

な
か

っ
た

経
験

な
ど
か

ら
，

自
己

に
肯

定
的

な
感

情
を

も
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

陥
っ

て
い
る

場
合

が
あ

る

活
動

が
消

極
的

に
な

っ
た

り
，

活
動

か
ら

逃
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

補
聴
器
等
の
装
用
に
よ
り
，
保
有
す
る
聴
力
を
十
分
に
活
用
し
て
い
く
た
め

の
指
導
が
必
要
で
あ
る

場
所
や
場
面
に
応
じ
て
，
磁
気
ル
ー
プ
を
用
い
た
集
団
補
聴
シ
ス
テ
ム
，
Ｆ

Ｍ
電
波
や
赤
外
線
を
用
い
た
集
団
補
聴
シ
ス
テ
ム
又
は
Ｆ
Ｍ
補
聴
器
等
の
機

器
の
特
徴
に
応
じ
た
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

聴
覚
活
用
に
加
え
て
，
視
覚
を
通
し
た
情
報
の
収
集
が
大
切
で
あ
る

視
覚
を
活
用
し
た
情
報
収
集
の
方
法
と
し
て
は
，
手
話
や
指
文
字
，
キ
ュ
ー

ド
・
ス
ピ
ー
チ
（
話
し
言
葉
の
音
韻
を
五
つ
の
母
音
口
形
と
子
音
を
手
指
で

表
す
記
号
（
キ
ュ
ー
）
と
の
組
み
合
わ
せ
で
表
現
す
る
方
法
又
は
キ
ュ
ー
サ

イ
ン
な
ど
）
，
口
形
，
読
話
（
相
手
の
口
形
や
表
情
を
基
に
し
て
理
解
す
る

方
法
）
な
ど
が
あ
り
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
機
能
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る

個
々
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
，
聴
覚
以
外
の
感
覚
を
適
切
に
活
用
で
き
る

力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

会
話
の
背
景
を
想
像
し
た
り
，
実
際
の
場
面
を
活
用
し
た
り
し
て
，
ど
の
よ

う
に
行
動
す
べ
き
か
，
ま
た
，
相
手
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
な
ど
に

つ
い
て
，
具
体
的
な
や
り
と
り
を
通
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

早
期
か
ら
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
と
と

も
に
，
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る

場
面

や
相

手
に

よ
っ

て
は

，
行

わ
れ

て
い

る
会

話
等

の
情

報
を

的
確

に
把
握

で
き

に
く

い
こ

と
が

あ
る

た
め

，
日

常
生

活
で

必
要

と
さ

れ
る

様
々

な
ル
ー

ル
や

常
識

等
の

理
解

，
あ

る
い

は
そ

れ
に

基
づ

い
た

行
動

が
困

難
な

場
合
が

あ
る

難
聴

-
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・
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・
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視
覚

と
聴

覚
の

両
方

に
障

害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

児
童
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
も
，
教
師
な
ど
周
り
の
人
々
に
よ
る

意
図
的
な
働
き
掛
け
が
必
要
で
あ
る

例
え
ば
，
体
験
し
た
出
来
事
を
文
章
（
５
Ｗ
１
Ｈ
）
で
表
現
す
る
た
め
に
，

ま
ず
手
話
で
体
験
し
た
出
来
事
を
表
現
し
，
そ
の
内
容
を
日
本
語
に
置
き
換

え
な
が
ら
文
章
を
書
く
な
ど
，
手
話
を
活
用
し
た
日
本
語
の
指
導
が
考
え
ら

れ
る

手
話
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
「
何
を
書
く
か
」
を
決
め
さ
せ
た
の
ち
，

「
ど
の
よ
う
に
書
く
か
」
に
専
念
し
て
書
か
せ
る
指
導
が
考
え
ら
れ
る

(4
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手

　
　

段
の

選
択

と
活

用
に
関
す

　
　

る
こ

と

(1
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　

基
礎

的
能

力
に

関
す
る
こ

　
　

と

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

言
葉
の
意
味
は
単
に
視
覚
や
聴
覚
に
よ
る
刺
激
を
与
え
る
だ
け
で
獲
得
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
言
葉
を
構
成
し
て
い
る
音
節
や
音
韻
の
構
造
，
あ
る
い

は
文
字
に
関
す
る
知
識
等
を
用
い
な
が
ら
，
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
状
況
と

一
致
さ
せ
て
，
そ
の
意
味
を
相
手
に
適
切
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る 障
害
の
状
態
に
よ
っ
て
明
瞭
度
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
配
慮
し
つ
つ
，
音

声
だ
け
で
な
く
身
振
り
を
状
況
に
応
じ
て
活
用
し
，
さ
ら
に
，
手
話
・
指
文

字
や
文
字
等
を
活
用
し
て
，
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
自
分
の
意
思
を
表
出
で

き
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

発
達
の
段
階
に
応
じ
て
，
相
手
を
注
視
す
る
態
度
や
構
え
を
身
に
付
け
た

り
，
あ
る
い
は
自
然
な
身
振
り
で
表
現
し
た
り
声
を
出
し
た
り
し
て
，
相
手

と
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
な
ど
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
能
力
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る

(3
）

言
語

の
形

成
と
活
用
に
関

　
　

す
る

こ
と

体
験

し
た

こ
と

と
日

本
語

と
を

結
び

付
け

る
こ

と
が

困
難

に
な

り
や

す
い
こ

と
が

あ
る

「
何

を
書

く
か

（
内

容
）

」
と

「
ど

の
よ

う
に

書
く

か
（

日
本

語
表

現
）
」

の
両

方
を

考
え

る
負

担
が

か
か

り
，

な
か

な
か

文
章

を
書

き
進

め
る

こ
と
が

で
き

な
い

こ
と

が
あ

る

(2
）

言
語

の
受

容
と
表
出
に
関

　
　

す
る

こ
と

言
葉

を
受

容
す

る
感

覚
と

し
て

視
覚

と
保

有
す

る
聴

覚
と

が
あ

る

意
思

の
表

出
の

手
段

の
一

つ
と

し
て

音
声

が
あ

る
が

，
障

害
の

状
態

に
よ
っ

て
，

そ
の

明
瞭

度
は

異
な

る
こ

と
が

あ
る

保
有
す
る
視
覚
と
聴
覚
の
活
用
，
触
覚
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
が
考
え
ら
れ
る

触
覚
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
，
身
振
り
サ
イ
ン
に

触
る
こ
と
，
手
話
や
指
文
字
に
触
れ
て
読
み
取
る
触
手
話
・
触
指
文
字
，
指

点
字
等
が
あ
る
が
，
障
害
の
状
態
や
発
達
段
階
等
を
考
慮
し
て
，
適
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
選
択
・
活
用
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

写
真
や
絵
な
ど
を
見
て
分
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
学
級
で
話
し
合

い
，
そ
れ
を
文
章
で
表
現
す
る
指
導
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

音
声

や
手

話
，

指
文

字
，

キ
ュ

ー
ド

・
ス

ピ
ー

チ
等

を
使

用
し

て
，

周
囲
と

の
よ

り
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

こ
と

が
あ

る

文
字

や
絵

等
を

用
い

て
，

自
分

の
考

え
や

意
思

を
表

す
こ

と
が

あ
る

ど
の
よ
う
な
手
段
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
か
つ
円
滑
に
行

う
の
か
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
の
も
つ
特
徴
と
，
そ

れ
を
用
い
る
児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
発
達
の
段
階
等
と
を
考
慮
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

児
童
生
徒
が
，
状
況
に
応
じ
て
主
体
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
選

択
と
活
用
を
図
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
，
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
を
用
い
る
こ
と
で
，
人
と
の
や
り
と
り
が
よ
り
円
滑
に
な
る
体
験
を
積
む

機
会
を
設
け
た
り
，
ど
う
す
れ
ば
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る

の
か
に
つ
い
て
，
児
童
生
徒
自
身
が
体
験
を
通
し
て
考
え
，
相
手
に
伝
わ
り

や
す
い
手
段
や
伝
え
方
を
用
い
て
伝
え
よ
う
と
す
る
機
会
を
設
け
た
り
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る

難
聴
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・
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６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(4
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手

　
　

段
の

選
択

と
活

用
に
関
す

　
　

る
こ

と

適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
選
択
・
活
用
を
指
導
す
る

た
め
に
は
，

「
１
健
康
の
保
持
」

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
４
環
境
の
把
握
」
等

筆
談

な
ど

文
字

や
絵

等
も

確
実

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
た

め
の
手

段
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

手
段

の
一

つ
と

し
て

必
要

に
応

じ
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

等
の

情
報

機
器

を
用
い

る
こ

と
が

あ
る

こ
れ
ら
の
選
択
・
活
用
に
当
た
っ
て
は
，
児
童
生
徒
の
聴
覚
障
害
の
状
態
や

発
達
の
段
階
，
進
路
希
望
等
の
本
人
の
意
思
，
保
護
者
の
考
え
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
，
本
人
の
も
っ
て
い
る
可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
て
，
将
来
の

自
立
や
積
極
的
な
社
会
参
加
を
目
指
し
た
指
導
内
容
・
方
法
の
工
夫
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
意
欲
や
自
信
の
喚
起
，

周
囲
に
対
す
る
関
心
や
人
間
関
係
の
拡
大
等
に
留
意
す
る
と
と
も
に
，
主
体

的
に
状
況
を
判
断
し
，
適
切
に
手
段
を
組
み
合
わ
せ
た
り
，
変
更
し
た
り
す

る
こ
と
等
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
や
興
味
・
関
心
等
に
応
じ
て
，
自
ら
適
切
な
手
段

を
選
択
し
，
組
み
合
わ
せ
を
変
更
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
の
場
面
を

設
定
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る

聴
覚

障
害

を
補

助
す

る
聴

覚
的

な
手

段
と

し
て

の
補

聴
器

や
人

工
内

耳
等
，

話
し

言
葉

を
的

確
に

受
容

す
る

た
め

の
視

覚
的

な
手

段
と

し
て

の
読

話
や

キ
ュ

ー
ド

・
ス

ピ
ー

チ
，

指
文

字
，

手
話

等
が

単
独

も
し

く
は

組
み

合
わ
せ

て
用

い
ら

れ
て

い
る

場
合

が
あ

る

難
聴
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弱
視

特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
よ
り

区
分

項
目

他
の
項
目
と
の
関
連
例

チ
ェ
ッ
ク

１ 健 康 の 保 持

昼
夜

の
区

別
が

つ
き

に
く

い
こ

と
か

ら
覚

醒
と

睡
眠

の
リ

ズ
ム

が
不

規
則
に

な
り

，
昼

夜
逆

転
し

た
生

活
に

な
る

こ
と

が
あ

る

(4
）

障
害

の
特

性
の
理
解
と
生

　
　

活
環

境
の

調
整

に
関
す
る

　
　

こ
と

見
え

る
範

囲
が

限
ら

れ
る

こ
と

に
よ

り
周

囲
の

状
況

把
握

に
困

難
が

生
じ
る

た
め

，
慣

れ
て

い
る

学
校

内
で

あ
っ

て
も

環
境

の
把

握
が

十
分

で
は

な
い
こ

と
が

あ
る

睡
眠
，
生
活
の
リ
ズ
ム
，
体
調
，
天
気
，
家
庭
生
活
，
人
間
関
係
な
ど
，
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
指
導
を
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(1
）

生
活

の
リ

ズ
ム
や
生
活
習

　
　

慣
の

形
成

に
関

す
る
こ
と

(3
）

身
体

各
部

の
状
態
の
理
解

　
　

と
養

護
に

関
す

る
こ
と

自
分
の
見
え
方
に
適
切
に
応
じ

て
，
自
分
が
生
活
し
や
す
い
よ

う
に
環
境
を
調
整
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
４
環
境
の
把
握
」
等

(2
）

状
況

の
理

解
と
変
化
へ
の

　
　

対
応

に
関

す
る

こ
と

見
え

な
か

っ
た

り
，

見
え

に
く

か
っ

た
り

し
て

周
囲

の
状

況
を

即
座

に
把
握

す
る

こ
と

が
難

し
い

た
め

，
初

め
て

の
環

境
や

周
囲

の
変

化
に

対
し

て
，
不

安
に

な
る

こ
と

が
あ

る

日
ご
ろ
か
ら
一
定
の
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
遊
具
な
ど
，
移
動
す
る
可
能
性

の
少
な
い
も
の
を
目
印
に
し
て
行
動
し
た
り
，
自
ら
必
要
な
情
報
を
得
る
た

め
に
身
近
な
人
に
対
し
て
的
確
な
援
助
を
依
頼
し
た
り
す
る
力
な
ど
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

２ 心 理 的 な 安 定

(1
）

情
緒

の
安

定
に
関
す
る
こ

　
　

と

教
師
が
周
囲
の
状
況
を
説
明
す
る
と
と
も
に
，
児
童
生
徒
が
状
況
を
把
握
す

る
た
め
の
時
間
を
確
保
し
た
り
，
急
激
な
変
化
を
避
け
て
徐
々
に
環
境
に
慣

れ
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
野

の
障

害
が

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

個
々
の
児
童
生
徒
の
困
難
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
，
無
理
の
な
い
程

度
の
課
題
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

生
活
の
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
の
形
成
は
，
日
課
に
即
し
た
日
常
生
活
の
中
で

指
導
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
養
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
多
い

生
活
の
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
の
形
成
に
関
す
る
指
導
を
行
う
際
に
は
，
対
象

の
児
童
生
徒
の
１
日
の
生
活
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

発
達
の
段
階
に
応
じ
て
，
眼
の
構
造
や
働
き
，
自
己
の
視
力
や
視
野
な
ど
の

状
態
に
つ
い
て
十
分
な
理
解
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

保
有
す
る
視
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
学
習
中
の
姿
勢
に
留
意
し
た
り
，
危

険
な
場
面
で
の
対
処
方
法
を
学
ん
だ
り
し
て
，
視
覚
管
理
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

病
気
や
事
故
等
に
よ
る
身
体
各
部
の
状
態
を
理
解
し
，
自
分
の
生
活
を
自
己

管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
し
て
，
自
分
の
身
体
を
養
護
す
る
力
を
育
て

る
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る

自
分
の
見
え
方
の
特
徴
を
理
解
し
た
上
で
，
部
屋
に
置
か
れ
た
様
々
な
も
の

の
位
置
な
ど
を
自
ら
触
っ
た
り
，
他
者
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

も
の
の
位
置
関
係
が
把
握
し
や
す
い
よ
う
に
，
順
序
よ
く
て
い
ね
い
に
確
認

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
分
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
整
理
し
た
り
，
置
く
場
所
を
決
め
た
り
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

必
要
以
上
に
行
動
が
消
極
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
情
緒
の
安
定
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る

生
活

環
境

な
ど

の
様

々
な

要
因

か
ら

，
心

理
的

に
緊

張
し

た
り

不
安

に
な
っ

た
り

す
る

状
態

が
継

続
し

，
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

環
境

的
な

要
因

が
心

理
的

面
に

大
き

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

弱
視

-
6
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境 の
・ ・

(4
）

集
団

へ
の

参
加
の
基
礎
に

　
　

関
す

る
こ

と

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

経
験

が
少

な
い

こ
と

や
課

題
に

取
り

組
ん

で
も

で
き

な
か

っ
た

経
験

な
ど
か

ら
，

自
己

に
肯

定
的

な
感

情
を

も
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

陥
っ

て
い
る

場
合

が
あ

る

活
動

が
消

極
的

に
な

っ
た

り
，

活
動

か
ら

逃
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

(1
）

保
有

の
感

覚
の
活
用
に
関

　
　

す
る

こ
と

早
期
か
ら
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
と
と

も
に
，
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る

(2
）

他
者

の
意

図
や
感
情
の
理

　
　

解
に

関
す

る
こ

と

必
要
に
応
じ
て
，
友
達
や
周
り
に
い
る
人
に
問
い
か
け
る
な
ど
，
積
極
的
に

他
者
と
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
や
習
慣
を
養
う
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る

だ
れ
か
が
話
し
掛
け
て
き
た
場
面
で
は
，
自
分
の
顔
を
相
手
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
方
向
に
向
け
る
よ
う
に
し
た
り
，
相
手
と
の
距
離
を
意
識
し
て
声
の

大
き
さ
を
調
整
し
た
り
す
る
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の

基
本
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

一
人
一
人
の
見
え
方
や
そ
れ
に
起
因
す
る
困
難
を
踏
ま
え
た
上
で
，
周
囲
が

ど
の
よ
う
な
状
況
か
を
教
師
が
言
葉
で
説
明
し
た
り
，
あ
ら
か
じ
め
児
童
生

徒
と
そ
の
場
に
移
動
し
て
一
緒
に
確
か
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
緒
的

な
安
定
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

児
童
生
徒
が
周
囲
を
見
回
し
た
り
，
聴
覚
な
ど
の
保
有
す
る
感
覚
を
活
用
し

た
り
し
て
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
や
，
周
囲
の
状
況
や
そ
の
変
化
に
つ
い
て

教
師
や
友
達
に
尋
ね
て
情
報
を
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
指
導
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

２ 心 理 的 な 安 定

(2
）

状
況

の
理

解
と
変
化
へ
の

　
　

対
応

に
関

す
る

こ
と

周
囲
の
状
況
を
理
解
し
，
状
況

の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
４
環
境
の
把
握
」
等

聴
覚
的
な
手
掛
か
り
で
あ
る
相
手
の
声
の
抑
揚
や
調
子
の
変
化
な
ど
を
聞
き

分
け
て
，
話
し
相
手
の
意
図
や
感
情
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
，
そ
の

場
に
応
じ
て
適
切
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
態
度
や
習
慣
を
養
う
よ
う
に

指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

あ
ら
か
じ
め
集
団
に
参
加
す
る
た
め
の
手
順
や
き
ま
り
，
必
要
な
情
報
を
得

る
た
め
の
質
問
の
仕
方
な
ど
を
指
導
し
て
，
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る

３ 人 間 関 係 の 形 成

目
で

見
れ

ば
す

ぐ
に

分
か

る
よ

う
な

ゲ
ー

ム
の

ル
ー

ル
な

ど
が

と
ら

え
に
く

く
，

集
団

の
中

に
入

っ
て

い
け

な
い

こ
と

が
あ

る

見
え

に
く

さ
か

ら
周

囲
の

状
況

を
把

握
す

る
こ

と
が

難
し

い
た

め
，

初
め
て

の
場

所
や

周
囲

の
変

化
に

対
し

て
，

不
安

に
な

る
場

合
が

あ
る

相
手

の
表

情
を

視
覚

的
に

と
ら

え
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

た
め

に
，

相
手
の

意
図

や
感

情
の

変
化

を
読

み
取

る
こ

と
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

そ
の

場
の

状
況

の
変

化
が

分
か

ら
な

い
場

合
が

あ
る

相
手

の
顔

が
見

え
な

い
，

あ
る

い
は

見
え

に
く

い
た

め
に

，
他

者
と

の
か
か

わ
り

が
消

極
的

，
受

動
的

に
な

っ
て

し
ま

う
傾

向
が

見
ら

れ
る

(1
）

他
者

と
の

か
か
わ
り
の
基

　
　

礎
に

関
す

る
こ

と
他
者
と
の
積
極
的
な
や
り
と
り

を
促
す

に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

４ 環 境 の 把 握

(3
）

自
己

の
理

解
と
行
動
の
調

　
　

整
に

関
す

る
こ

と

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

聴
覚
や
触
覚
を
活
用
し
，
保
有
す
る
視
覚
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も

に
，
そ
の
他
の
感
覚
も
十
分
に
活
用
し
て
，
学
習
や
日
常
生
活
に
必
要
な
情

報
を
収
集
す
る
た
め
の
指
導
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

例
え
ば
，
あ
る
目
的
地
に
行
く
た
め
の
歩
行
指
導
に
お
い
て
，
目
的
地
の
途

中
に
あ
る
パ
ン
屋
の
に
お
い
が
自
分
の
位
置
を
判
断
す
る
手
掛
か
り
に
な
っ

た
り
，
理
科
の
実
験
に
お
い
て
，
化
学
変
化
の
様
子
が
に
お
い
の
変
化
で
わ

か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
に
お
い
も
学
習
や
日
常
生
活
に
必
要
な
情
報

と
な
る
の
で
，
様
々
な
に
お
い
を
体
験
し
た
り
，
知
っ
て
い
る
に
お
い
を
言

葉
で
表
現
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
，
様
々
な
機
会
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る

弱
視

-
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・
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・
・ ・

・
・ ・ ・

・
・

・
・ ・ ・ ・

保
有
す
る
視
覚
を
用
い
て
各
種

の
弱
視
レ
ン
ズ
な
ど
を
活
用
し
た

り
，
他
の
感
覚
や
機
器
で
代
行

し
た
り
す
る

た
め
に
は
，

「
５
身
体
の
動
き
」

「
３
心
理
的
な
安
定
」
等

４ 環 境 の 把 握

(4
）

感
覚

を
総

合
的
に
活
用
し

　
　

た
周

囲
の

状
況

に
つ
い
て

　
　

の
把

握
と

状
況

に
応
じ
た

　
　

行
動

に
関

す
る

こ
と

小
さ

な
文

字
な

ど
細

か
な

も
の

や
遠

く
の

も
の

を
読

み
取

る
こ

と
が

難
し
い

こ
と

が
あ

る

障
害

の
特

性
に

よ
り

屋
外

だ
け

で
な

く
屋

内
に

お
い

て
も

蛍
光

灯
な

ど
に
ま

ぶ
し

さ
を

強
く

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

思
春

期
に

な
る

と
周

囲
の

人
か

ら
見

ら
れ

る
こ

と
を

気
に

し
て

弱
視

レ
ン
ズ

の
使

用
を

た
め

ら
う

こ
と

が
あ

る
低
学
年
か
ら
各
種
の
弱
視
レ
ン
ズ
な
ど
を
使
っ
て
よ
く
見
え
る
体
験
を
繰
り

返
す
と
と
も
に
，
障
害
へ
の
理
解
を
図
り
，
障
害
に
よ
る
困
難
な
状
態
を
改

善
・
克
服
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

遠
く

の
文

字
が

見
え

に
く

か
っ

た
り

，
本

な
ど

を
読

む
の

に
時

間
が

か
か
っ

た
り

す
る

場
合

が
あ

る

白
杖

を
用

い
て

一
人

で
市

街
を

歩
く

場
合

が
あ

る

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

例
え
ば
，
動
い
て
い
る
バ
ス
の
行
き
先
表
示
や
時
刻
表
，
街
頭
の
標
識
な
ど

の
方
向
に
素
早
く
レ
ン
ズ
を
向
け
，
細
か
な
ピ
ン
ト
合
わ
せ
を
す
る
よ
う
発

達
の
段
階
に
応
じ
て
指
導
し
た
り
，
表
や
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
の
た
め
，

ル
ー
ペ
を
速
く
正
確
に
動
か
し
て
数
値
な
ど
を
把
握
す
る
指
導
を
し
た
り
す

る
必
要
が
あ
る

緻
密
な
作
業
を
円
滑
に
遂
行
す
る
能
力
を
高
め
る
指
導
と
関
連
付
け
て
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る

事
前
に
，
出
発
点
か
ら
目
的
地
ま
で
の
道
順
を
頭
の
中
に
描
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る

(2
）

感
覚

や
認

知
の
特
性
に
つ

　
　

い
て

の
理

解
と

対
応
に
関

　
　

す
る

こ
と

(3
）

感
覚

の
補

助
及
び
代
行
手

　
　

段
の

活
用

に
関

す
る
こ
と

遮
光
眼
鏡
を
装
用
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
習
慣
化
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

室
内
に
お
け
る
見
え
や
す
い
明
る
さ
を
必
要
に
応
じ
て
他
者
に
伝
え
た
り
，

カ
ー
テ
ン
で
明
る
さ
を
調
整
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る

遠
用
・
近
用
な
ど
の
各
種
の
弱
視
レ
ン
ズ
や
拡
大
読
書
器
な
ど
の
視
覚
補
助

具
，
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
な
ど
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る

明
る
さ
の
変
化
を
音
の
変
化
に
変
え
る
感
光
器
の
よ
う
に
視
覚
以
外
の
感
覚

で
確
認
で
き
る
機
器
を
必
要
に
応
じ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る

遠
用
・
近
用
な
ど
の
各
種
の
弱
視
レ
ン
ズ
な
ど
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
指
導

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

歩
き
始
め
て
か
ら
は
，
白
杖
や
足
下
か
ら
の
情
報
，
周
囲
の
音
，
太
陽
の
位

置
，
に
お
い
な
ど
様
々
な
感
覚
を
通
し
て
得
ら
れ
る
情
報
を
総
合
的
に
活
用

し
て
，
そ
れ
ら
の
情
報
と
頭
の
中
に
描
い
た
道
順
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
，
確

か
め
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

周
囲
の
状
況
を
把
握
し
，
そ
れ
に
基
づ
い
て
自
分
の
い
る
場
所
や
進
む
べ
き

方
向
な
ど
を
的
確
に
判
断
し
行
動
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る

中
学
部
・
高
等
部
の
生
徒
の
場
合
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
携
帯
電
話
の
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
な
ど
を
利
用
し
て
自
分
の
位
置
と
周
囲
の
状
況
を
把
握
さ

せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

弱
視

-
6
3
-



・
・ ・

・
・

・
・ ・ ・ 必 　 あ ・ 必

・
・ ・

４ 環 境 の 把 握

(5
）

認
知

や
行

動
の
手
掛
か
り

　
　

と
な

る
概

念
の

形
成
に
関

　
　

す
る

こ
と

(1
）

姿
勢

と
運

動
・
動
作
の
基

　
　

本
的

技
能

に
関

す
る
こ
と

(4
）

身
体

の
移

動
能
力
に
関
す

　
　

る
こ

と

５ 身 体 の 動 き

身
体

の
動

き
等

を
模

倣
す

る
こ

と
を

通
し

て
基

本
的

な
運

動
・

動
作

を
習
得

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

こ
と

が
多

い

見
よ

う
と

す
る

も
の

に
極

端
に

目
を

近
づ

け
た

り
，

見
え

る
範

囲
が

限
ら
れ

る
場

合
が

あ
っ

た
り

す
る

た
め

に
，

全
体

像
が

捉
え

に
く

く
，

地
図

や
グ
ラ

フ
な

ど
に

示
さ

れ
て

い
る

情
報

の
中

か
ら

必
要

な
情

報
を

抽
出

す
る

こ
と
が

困
難

な
こ

と
が

多
い

不
必
要
な
情
報
を
削
除
し
た
り
，
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
高
め
た
り
し
て
認
知
し

や
す
い
教
材
を
提
供
す
る
と
と
も
に
，
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
知
識
や
イ

メ
ー
ジ
を
視
覚
認
知
に
生
か
す
な
ど
の
指
導
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

事
物

・
事

象
の

全
体

像
を

捉
え

，
必

要
な

情
報

を
抽

出
し

て
，

的
確

な
概
念

を
形

成
す

る
こ

と
が

難
し

い
こ

と
が

あ
る

発
達
の
段
階
に
応
じ
て
，
伝
い
歩
き
や
ガ
イ
ド
歩
行
，
基
本
的
な
白
杖
の
操

作
技
術
，
他
者
に
援
助
を
依
頼
す
る
方
法
な
ど
を
身
に
付
け
て
安
全
に
目
的

地
ま
で
行
け
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

白
杖
を
用
い
た
歩
行
の
際
に
，
保
有
す
る
視
覚
を
十
分
に
活
用
し
た
り
，
視

覚
補
助
具
を
適
切
に
使
っ
た
り
で
き
る
力
を
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(3
）

言
語

の
形

成
と
活
用
に
関

　
　

す
る

こ
と

一
面

的
な

理
解

で
，

事
物

，
事

象
や

動
作

と
言

葉
が

結
び

つ
く

た
め

，
視
覚

を
活

用
し

た
学

習
が

困
難

な
場

合
が

あ
る

児
童
生
徒
が
触
覚
や
保
有
す
る
視
覚
な
ど
を
用
い
，
対
象
物
の
形
や
大
き

さ
，
手
触
り
，
構
造
，
機
能
等
を
観
察
す
る
こ
と
で
，
的
確
な
概
念
を
形
成

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
概
念
を
日
常
の
学
習
や
生
活
に

お
け
る
認
知
や
行
動
の
手
掛
か
り
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

例
え
ば
，
校
舎
模
型
を
使
っ
て
諸
室
を
て
い
ね
い
に
確
認
す
る
学
習
に
取
り

組
み
，
そ
の
位
置
関
係
を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と
で
，
様
々
な
教
室
間

の
移
動
を
容
易
に
す
る
こ
と
や
，
駅
の
発
車
案
内
板
の
位
置
や
表
示
の
仕
組

み
を
十
分
に
理
解
し
て
お
く
こ
と
で
，
駅
で
単
眼
鏡
を
使
っ
て
の
読
み
取
り

が
容
易
に
な
り
，
見
通
し
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
が
あ
る

姿
勢
や
身
体
の
動
き
に
つ
い
て
，
教
師
の
身
体
や
模
型
な
ど
に
直
接
触
ら
せ

て
確
認
さ
せ
た
後
，
児
童
生
徒
が
自
分
の
身
体
を
実
際
に
使
っ
て
，
そ
の
姿

勢
や
動
き
を
繰
り
返
し
学
習
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
都
度
教
師
が
，
口
頭
で

説
明
し
た
り
，
手
を
添
え
た
り
す
る
な
ど
し
て
，
正
し
い
姿
勢
の
保
持
や
運

動
・
動
作
を
習
得
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

必
要
に
応
じ
て
医
師
等
の
専
門
家
と
十
分
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る 実
際
に
体
験
が
で
き
る
よ
う
な
教
材
・
教
具
を
工
夫
し
た
り
，
触
覚
や
聴

覚
，
あ
る
い
は
保
有
す
る
視
覚
を
適
切
に
活
用
し
た
り
し
て
，
言
葉
の
意
味

を
正
し
く
理
解
し
，
活
用
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

例
え
ば
，
「
さ
か
な
」
と
い
う
言
葉
の
概
念
を
形
成
す
る
た
め
に
は
，
切
り

身
の
「
さ
か
な
」
だ
け
で
は
な
く
，
調
理
前
の
一
尾
そ
の
ま
ま
を
触
っ
て
，

形
や
触
感
，
に
お
い
を
確
認
し
た
り
，
水
中
の
魚
に
触
れ
て
動
き
を
感
じ
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
際
，
児
童
生
徒
の
そ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
せ
る
よ
う
に
，
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
添
え
る
こ
と
で
「
さ
か
な
」
に

つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

弱
視

-
6
4
-



・
・ ・

・
・

・
・ ・ ・

・
・

・

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(4
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手

　
　

段
の

選
択

と
活

用
に
関
す

　
　

る
こ

と

(5
）

状
況

に
応

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

　
　

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す
る
こ

　
　

と
例
え
ば
，
相
手
の
声
の
様
子
や
握
手
を
し
た
際
の
手
の
位
置
か
ら
，
相
手
の

体
格
や
年
齢
な
ど
を
推
測
し
て
話
を
進
め
た
り
，
声
の
響
き
方
か
ら
，
部
屋

の
広
さ
や
相
手
と
の
距
離
を
判
断
し
て
声
の
出
し
方
を
調
節
し
た
り
す
る
な

ど
，
場
や
状
況
に
応
じ
た
話
し
方
を
身
に
付
け
る
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る

視
覚

と
聴

覚
の

両
方

に
障

害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

点
字

を
常

用
し

て
学

習
す

る
場

合
が

あ
る

普
通

の
文

字
を

使
用

し
た

学
習

が
困

難
に

な
る

場
合

が
あ

る
適
切
な
時
期
に
使
用
文
字
を
点
字
に
切
り
替
え
る
等
，
学
習
効
率
を
考
え
た

文
字
選
択
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る

自
分

に
と

っ
て

学
習

効
率

の
良

い
文

字
サ

イ
ズ

を
知

り
，

拡
大

文
字

の
資
料

を
必

要
と

す
る

場
合

が
あ

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
拡
大
機
能
な
ど
を
使
っ
て
，
文
字
サ
イ
ズ
，
行
間
，
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
等
を
調
整
し
読
み
や
す
い
資
料
を
作
成
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

保
有
す
る
視
覚
と
聴
覚
の
活
用
，
触
覚
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
が
考
え
ら
れ
る

キ
ー
ボ
ー
ド
で
の
入
力
や
点
字
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
へ
の
出
力
に
慣
れ
，
点
字
と

普
通
の
文
字
を
相
互
変
換
し
た
り
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
読
み
上
げ
機
能
を

使
っ
て
文
書
処
理
を
し
た
り
す
る
な
ど
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
操
作
す
る
技
能

の
習
得
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

点
字
携
帯
情
報
端
末
を
学
習
や
生
活
の
様
々
な
場
面
で
活
用
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る

触
覚
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
，
身
振
り
サ
イ
ン
に

触
る
こ
と
，
手
話
や
指
文
字
に
触
れ
て
読
み
取
る
触
手
話
・
触
指
文
字
，
指

点
字
等
が
あ
る
が
，
障
害
の
状
態
や
発
達
段
階
等
を
考
慮
し
て
，
適
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
選
択
・
活
用
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

視
覚

的
な

情
報

の
入

手
に

困
難

が
あ

る
こ

と
が

あ
る

場
に

応
じ

た
話

題
の

選
択

や
，

部
屋

の
広

さ
や

状
況

に
応

じ
た

声
の

大
き
さ

の
調

節
，

話
し

方
な

ど
に

課
題

が
見

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

視
覚

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

進
行

性
の

眼
疾

患
等
の

児
童

生
徒

の
場

合

弱
視

-
6
5
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２ 心 理 的 な 安 定

(1
）

情
緒

の
安

定
に
関
す
る
こ

　
　

と

(3
）

障
害

に
よ

る
学
習
上
又
は

　
　

生
活

上
の

困
難

を
改
善
・

　
　

克
服

す
る

意
欲

に
関
す
る

　
　

こ
と

学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を

改
善
・
克
服
す
る
意
欲
が
向
上
す

る
た
め
に
は
，

「
１
健
康
の
保
持
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
不

安
感

や
恐

怖
感

を
抱

え
て

い
る

こ
と
か

ら
，

学
校

生
活

等
に

お
い

て
で

き
る

だ
け

言
葉

少
な

く
す

ま
そ

う
と

す
る
な

ど
消

極
的

に
な

る
こ

と
が

あ
る

吃
音
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合
自
立
活
動
担
当
教
師
と
の
安
心
で
き
る
関
係
の
中
で
，
楽
し
く
話
す
体
験
を

多
く
も
つ
こ
と
，
様
々
な
話
し
方
や
読
み
方
を
体
験
し
た
り
，
自
分
の
得
意

な
こ
と
に
気
付
か
せ
て
自
信
を
も
た
せ
た
り
す
る
こ
と
等
を
通
し
て
，
吃
音

を
自
分
な
り
に
受
け
止
め
，
積
極
的
に
学
習
等
に
取
り
組
む
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
話
題
に
し
て
自
ら
話
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
，
達
成
感
や
成
功
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

環
境

的
な

要
因

が
心

理
的

面
に

大
き

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

　
言
語
障
害

特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
よ
り

区
分

項
目

他
の
項
目
と
の
関
連
例

チ
ェ
ッ
ク

児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点

経
験

が
少

な
い

こ
と

や
課

題
に

取
り

組
ん

で
も

で
き

な
か

っ
た

経
験

な
ど
か

ら
，

自
己

に
肯

定
的

な
感

情
を

も
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

陥
っ

て
い
る

場
合

が
あ

る

活
動

が
消

極
的

に
な

っ
た

り
，

活
動

か
ら

逃
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

自
立
活
動
担
当
教
師
と
の
安
心
し
た
場
の
中
で
，
吃
音
に
つ
い
て
学
び
，
吃

音
に
つ
い
て
よ
り
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
，
発
達
の
段
階
に

合
わ
せ
て
，
吃
症
状
の
変
化
等
の
，
い
わ
ゆ
る
吃
音
の
波
に
応
じ
て
，
例
え

ば
，
在
籍
学
級
担
任
に
「
ど
う
し
て
欲
し
い
の
か
」
等
を
伝
え
る
，
そ
の
内

容
と
伝
え
方
を
話
し
合
っ
て
い
っ
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(2
）

病
気

の
状

態
の
理
解
と
生

　
　

活
管

理
に

関
す

る
こ
と

滲し
ん

出
中

耳
炎

や
む

し
歯

な
ど

に
な

り
や

す
い

こ
と

が
あ

る
日
ご
ろ
か
ら
児
童
生
徒
の
聞
こ
え
の
状
態
に
留
意
し
た
り
，
丁
寧
な
歯
磨
き

の
習
慣
形
成
に
努
め
た
り
す
る
な
ど
し
て
，
病
気
の
予
防
や
健
康
管
理
を
自

ら
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

(4
）

障
害

の
特

性
の
理
解
と
生

　
　

活
環

境
の

調
整

に
関
す
る

　
　

こ
と

吃
音

に
関

す
る

知
識

を
得

る
機

会
が

な
い

と
，

吃
症

状
が

生
じ

る
こ

と
へ
の

不
安

感
や

恐
怖

感
を

も
ち

，
内

面
の

葛
藤

を
一

人
で

抱
え

る
こ

と
が

あ
る

口
蓋が
い

裂
の

既
往

症
が

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

吃き
つ

音
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

睡
眠
，
生
活
の
リ
ズ
ム
，
体
調
，
天
気
，
家
庭
生
活
，
人
間
関
係
な
ど
，
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
指
導
を
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

１ 健 康 の 保 持

・

生
活

環
境

な
ど

の
様

々
な

要
因

か
ら

，
心

理
的

に
緊

張
し

た
り

不
安

に
な
っ

た
り

す
る

状
態

が
継

続
し

，
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

(3
）

自
己

の
理

解
と
行
動
の
調

　
　

整
に

関
す

る
こ

と
早
期
か
ら
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
と
と

も
に
，
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る

(2
）

言
語

の
受

容
と
表
出
に
関

　
　

す
る

こ
と

発
声

・
発

語
器

官
（

口
腔

器
官

）
の

微
細

な
動

き
や

そ
れ

を
調

整
す

る
こ
と

が
難

し
か

っ
た

り
，

音
韻

意
識

の
未

熟
さ

が
あ

っ
た

り
す

る
た

め
，

正
し
い

発
音

に
な

ら
な

い
こ

と
が

あ
る

(1
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　

基
礎

的
能

力
に

関
す
る
こ

　
　

と
語

彙
が

少
な

い
た

め
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
的

確
に

言
葉

に
で

き
な

い
こ

と
や

相
手

の
質

問
に

的
確

に
答

え
ら

れ
な

い
こ

と
な

ど
が

あ
る

構
音
運
動
を
調
整
す
る
力
を
高
め
た
り
，
音
韻
意
識
を
育
て
，
音
の
弁
別
や

自
分
の
発
音
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
，
正
し
い
発

音
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

言
語

発
達

に
遅

れ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

構
音

障
害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン３ 人 間 関 係 の 形 成

児
童
生
徒
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
教
材
を
活
用
し
，
語
彙
を
増
や
し
た

り
，
こ
と
ば
の
や
り
と
り
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

言
語
に
よ
る
直
接
的
な
指
導
以
外
に
，
絵
画
や
造
形
活
動
，
ご
っ
こ
遊
び
や

模
倣
を
通
し
て
，
や
り
と
り
の
楽
し
さ
を
知
り
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
礎
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

く
う

言
語
障
害

-
6
6
-



・
・ ・

・
・ ・ ・

・
・

筆
談

で
相

手
に

自
分

の
意

思
を

伝
え

た
り

，
文

字
板

，
ボ

タ
ン

を
押

す
と
音

声
が

出
る

機
器

，
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
等

を
使

っ
て

，
自

分
の

意
思

を
表

出
し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
が

あ
る

音
声
言
語
に
よ
る
表
出
が
難
し
く
，
し
か
も
，
上
肢
の
運
動
・
動
作
に
困
難

が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
，
下
肢
や
舌
，
顎
の
先
端
等
で
こ
れ
ら
の
機
器
等
を

操
作
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
適
切
な
言
語
概
念
の
形
成
を
図

り
，
体
系
的
な
言
語
を
身
に
付

け
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
，

「
２
心
理
的
な
安
定
」

「
３
人
間
関
係
の
形
成
」
等

話
す

，
聞

く
等

の
言

語
機

能
に

発
達

の
遅

れ
や

偏
り

が
あ

る
た

め
に

，
結
果

的
に

乳
幼

児
期

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
十

分
に

行
わ

れ
な

か
っ

た
こ
と

や
言

語
環

境
が

不
十

分
な

た
め

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
円

滑
に

行
う
こ

と
が

難
し

い
こ

と
が

あ
る

言
語

発
達

に
遅

れ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

言
語

発
達

に
遅

れ
の

あ
る

児
童

生
徒

の
場

合

音
声

言
語

の
表

出
は

困
難

で
あ

る
が

，
文

字
言

語
の

理
解

が
で

き
る
児

童
生
徒

の
場

合

語
彙

が
少

な
い

た
め

自
分

の
考

え
や

気
持

ち
を

的
確

に
言

葉
に

で
き

な
い
こ

と
や

相
手

の
質

問
に

的
確

に
答

え
ら

れ
な

い
こ

と
な

ど
が

あ
る

語
彙
の
習
得
や
上
位
概
念
，
属
性
，
関
連
語
等
の
言
語
概
念
の
形
成
に
は
，

生
活
経
験
を
通
し
て
，
様
々
な
事
物
を
関
連
付
け
な
が
ら
言
語
化
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る

課
題
の
設
定
を
工
夫
し
て
児
童
生
徒
に
「
で
き
た
」
と
い
う
経
験
と
自
信
を

も
た
せ
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
，
言
葉
を
生
活
の

中
で
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(3
）

言
語

の
形

成
と
活
用
に
関

　
　

す
る

こ
と

(4
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手

　
　

段
の

選
択

と
活

用
に
関
す

　
　

る
こ

と

児
童
生
徒
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
教
材
を
活
用
し
，
語
彙
を
増
や
し
た

り
，
言
葉
の
や
り
と
り
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

言
語
に
よ
る
直
接
的
な
指
導
以
外
に
，
絵
画
や
造
形
活
動
，
ご
っ
こ
遊
び
や

模
倣
を
通
し
て
，
や
り
と
り
の
楽
し
さ
を
知
り
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
礎
的
能
力
に
関
す
る
項
目
と
関
連
付
け
て
具
体
的
な
指
導
内
容
を
設
定
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
立
活
動
担
当
の
教
師
と
の
安
心
で
き
る
場
で
言
葉
遊
び
を
行
っ
た
り
，
作

業
や
体
験
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

言
語
障
害

-
6
7
-



・
・

・
・

・

・ ・

・
・ ・

・
・ ・

・
・

・
・

・ ・
・

・
ニ ケ

早
期
か
ら
成
就
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
設
定
す
る
と
と

も
に
，
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る

生
活

環
境

な
ど

の
様

々
な

要
因

か
ら

，
心

理
的

に
緊

張
し

た
り

不
安

に
な
っ

た
り

す
る

状
態

が
継

続
し

，
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
る

こ
と
が

あ
る

環
境

的
な

要
因

が
心

理
的

面
に

大
き

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

経
験

が
少

な
い

こ
と

や
課

題
に

取
り

組
ん

で
も

で
き

な
か

っ
た

経
験

な
ど
か

ら
，

自
己

に
肯

定
的

な
感

情
を

も
つ

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

陥
っ

て
い
る

場
合

が
あ

る

活
動

が
消

極
的

に
な

っ
た

り
，

活
動

か
ら

逃
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

覚
醒

と
睡

眠
の

リ
ズ

ム
が

不
規

則
に

な
り

が
ち

で
あ

る

日
中

に
身

体
を

動
か

す
活

動
が

十
分

に
で

き
な

い
こ

と
か

ら
，

夜
に

な
っ
て

も
眠

く
な

ら
ず

，
そ

の
結

果
，

朝
起

き
ら

れ
な

く
な

り
，

昼
近

く
に

な
っ
て

や
っ

と
目

覚
め

る
と

い
っ

た
状

態
が

続
く

こ
と

が
あ

る

家
庭
と
連
携
を
図
っ
て
，
朝
決
ま
っ
た
時
刻
に
起
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
，
日
中
は
，
身
体
を
動
か
す
活
動
や
遊
び
を
十
分
に
行
っ
て
目
覚
め
た

状
態
を
維
持
し
た
り
，
規
則
正
し
く
食
事
を
と
っ
た
り
す
る
な
ど
生
活
の
リ

ズ
ム
を
形
成
す
る
た
め
の
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る

日
中
の
活
動
を
計
画
す
る
際
に
は
，
児
童
生
徒
が
視
覚
や
聴
覚
等
の
保
有
す

る
感
覚
を
活
用
す
る
よ
う
活
動
内
容
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

自
分
で
は
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
，
教
師
が
補
助
を
し
て
身

体
を
動
か
す
よ
う
な
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
覚
醒
を
促
す
こ
と

な
ど
が
効
果
的
で
あ
る

様
々
な
場
面
で
健
康
観
察
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
変
化
し
や
す
い
健
康
状
態

を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

例
え
ば
，
乾
布
摩
擦
や
軽
い
運
動
を
行
っ
た
り
，
空
気
，
水
，
太
陽
光
線
を

利
用
し
て
皮
膚
や
粘
膜
を
鍛
え
た
り
し
て
，
血
行
の
促
進
や
呼
吸
機
能
の
向

上
な
ど
を
図
り
，
健
康
状
態
の
維
持
・
改
善
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

判
断
の
手
掛
か
り
と
し
て
「
快
」
，
「
不
快
」
の
表
出
の
状
態
を
読
み
取
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る

安
定
し
た
健
康
状
態
を
基
盤
に
し
て
「
快
」
の
感
情
を
呼
び
起
こ
し
，
そ
の

状
態
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
適
切
な
関
わ
り
方
を
工
夫
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

　
重
度
重
複

特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
よ
り

区
分

項
目

他
の
項
目
と
の
関
連
例

チ
ェ
ッ
ク

児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

具
体
的
な
指
導
内
容
例
と
留
意
点

(1
）

生
活

の
リ

ズ
ム
や
生
活
習

　
　

慣
の

形
成

に
関

す
る
こ
と

発
達

の
遅

れ
が

著
し

い
ほ

ど
，

覚
醒

と
睡

眠
の

リ
ズ

ム
が

不
規

則
な

こ
と
が

多
く

，
し

か
も

，
体

力
が

弱
か

っ
た

り
，

食
事

の
量

や
時

間
，

排
泄

の
時
刻

が
不

規
則

に
な

っ
た

り
す

る
傾

向
が

見
ら

れ
る

睡
眠
，
食
事
，
排
泄
と
い
う
よ
う
な
基
礎
的
な
生
活
の
リ
ズ
ム
が
身
に
付
く

よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
，
健
康
維
持
の
基
盤
の
確
立
を
図
る
た
め
の
具
体
的

な
指
導
内
容
の
設
定
が
必
要
で
あ
る

機
会
を
見
つ
け
て
自
分
の
よ
さ
に
気
付
く
よ
う
に
し
た
り
，
自
信
が
も
て
る

よ
う
に
励
ま
し
た
り
し
て
，
活
動
へ
の
意
欲
を
促
す
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る

情
緒

が
安

定
し

て
い

る
か

ど
う

か
を

把
握

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

が
あ
る

１ 健 康 の 保 持 ３ 人 間 関 係 の 形 成

(3
）

自
己

の
理

解
と
行
動
の
調

　
　

整
に

関
す

る
こ

と

生
活
の
リ
ズ
ム
を
形
成
す
る
指

導
を
行
う

た
め
に
は
，

「
４
環
境
の
把
握
」

「
５
身
体
の
動
き
」
等

障
害

が
あ

る
こ

と
や

過
去

の
失

敗
経

験
等

に
よ

り
，

自
信

を
な

く
し

た
り
，

情
緒

が
不

安
定

に
な

り
や

す
か

っ
た

り
す

る
場

合
が

あ
る

(5
）

健
康

状
態

の
維
持
・
改
善

　
　

に
関

す
る

こ
と

健
康

の
状

態
を

明
確

に
訴

え
る

こ
と

が
困

難
な

こ
と

が
あ

る

睡
眠
，
生
活
の
リ
ズ
ム
，
体
調
，
天
気
，
家
庭
生
活
，
人
間
関
係
な
ど
，
そ

の
要
因
を
明
ら
か
に
し
，
情
緒
の
安
定
を
図
る
指
導
を
す
る
と
と
も
に
，
必

要
に
応
じ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

２ 心 理 的 な 安 定

(1
）

情
緒

の
安

定
に
関
す
る
こ

　
　

と

重
度
重
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・
・ ・ ・

・
・

・ ・
・ ・ ・

・
・ ・ ・ ・

ニ ケ

い
す
を
用
意
し
て
ベ
ル
ト
等
を
装
着
す
る
だ
け
で
は
な
く
，
頭
を
上
げ
る
，

背
筋
を
伸
ば
す
な
ど
自
分
の
身
体
を
操
作
し
て
座
位
を
保
つ
こ
と
を
指
導
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

身
体
を
起
こ
し
た
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
は
，
積
極
的
に
見
よ
う
と
し
た

り
触
ろ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
，
視
覚
や
触
覚
な
ど
を

積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
に
，
教
材
・
教
具
や
環
境
の
設
定
を
工
夫
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

個
々
の
感
覚
ご
と
に
と
ら
え
る
だ
け
で
な
く
，
様
々
な
感
覚
を
相
互
に
関
連

付
け
て
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

例
え
ば
，
玩
具
を
手
に
持
っ
て
目
の
前
で
振
っ
て
い
る
状
態
は
，
玩
具
の
色

や
形
を
視
覚
で
，
か
た
さ
や
な
め
ら
か
さ
を
触
覚
で
感
じ
て
い
る
ほ
か
，
よ

く
見
よ
う
と
し
て
姿
勢
を
変
化
さ
せ
，
玩
具
を
握
っ
た
り
振
っ
た
り
す
る
た

め
に
，
筋
や
関
節
を
絶
え
ず
調
整
し
て
い
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る

横
に
な
っ
た
ま
ま
の
状
態
が
続
く
こ
と
は
，
筋
や
骨
格
，
内
臓
等
の
発
達
の

上
で
も
望
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
，
補
助
用
具
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
い
ろ

い
ろ
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

座
位
を
と
る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
，
骨
盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
装
置
や
体

幹
を
支
え
る
た
め
の
ベ
ル
ト
な
ど
が
付
い
た
い
す
を
活
用
す
る
と
効
果
的
で

あ
る

個
々
の
感
覚
の
状
態
と
そ
の
活
用
の
仕
方
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
，
保
有

す
る
感
覚
で
受
け
止
め
や
す
い
よ
う
に
情
報
の
提
示
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る

適
度

な
揺

さ
ぶ

り
の

中
で

視
覚

や
聴

覚
に

対
す

る
働

き
掛

け
が

心
地

よ
く
受

け
止

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
が

あ
る

５ 身 体 の 動 き

(2
）

姿
勢

保
持

と
運
動
・
動
作

　
　

の
補

助
的

手
段

の
活
用
に

　
　

関
す

る
こ

と

い
ろ
い
ろ
な
姿
勢
を
保
持
す
る

た
め
に
補
助
用
具
を
活
用
す
る

場
合

に
は
，

「
５
身
体
の
動
き
」
の
区
分
に

示
さ
れ
て
い
る
他
の
項
目

「
４
環
境
の
把
握
」
等

自
分

で
自

由
に

姿
勢

を
変

え
た

り
，

座
位

や
立

位
を

保
持

し
た

り
す

る
こ
と

が
困

難
な

こ
と

が
多

い

４ 環 境 の 把 握

(1
）

保
有

の
感

覚
の
活
用
に
関

　
　

す
る

こ
と

視
覚

，
聴

覚
，

触
覚

と
併

せ
て

，
姿

勢
の

変
化

や
筋

，
関

節
の

動
き

な
ど
を

感
じ

取
る

固
有

覚
や

前
庭

覚
を

活
用

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

が
あ

る

働
き
掛
け
に
加
え
て
，
玩
具
を
見
せ
た
り
言
葉
掛
け
を
し
た
り
す
る
な
ど
視

覚
や
聴
覚
の
活
用
を
促
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る

保
有
す
る
感
覚
の
活
用
を
促
す

指
導
を
行
う
た
め
に
は
，

「
５
身
体
の
動
き
」

「
６
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

等

視
覚

や
聴

覚
へ

の
働

き
掛

け
に

対
し

て
明

確
な

応
答

が
見

ら
れ

な
い

こ
と
が

あ
る

ス
キ

ン
シ

ッ
プ

に
よ

る
触

覚
や

揺
れ

の
感

覚
が

，
快

の
感

情
を

も
た

ら
し
，

教
師

が
抱

き
か

か
え

て
揺

ら
し

て
み

る
と

笑
顔

が
見

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

目
の
前
に
音
の
出
る
玩
具
な
ど
を
示
し
，
音
を
聞
き
な
が
ら
目
で
玩
具
を

追
っ
た
り
，
音
の
方
に
顔
を
向
け
て
玩
具
を
見
つ
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
働

き
掛
け
を
発
展
さ
せ
て
い
く

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
，
そ
の
玩
具
に
手
を
触
れ
さ
せ
て
，
自
分
の
手
を
動
か

し
て
音
を
出
し
た
り
，
音
の
出
る
玩
具
を
目
で
見
つ
め
て
手
を
伸
ば
し
て

取
っ
た
り
と
い
う
動
作
を
誘
発
さ
せ
て
い
く

細
か
な
ス
テ
ッ
プ
を
追
っ
て
，
視
覚
と
聴
覚
を
協
調
さ
せ
た
り
，
視
覚
と
手

の
運
動
を
協
調
さ
せ
た
り
す
る
指
導
が
求
め
ら
れ
る

重
度
重
複

-
6
9
-



・
・ ・ ・ ・

・
・ ・

話
し
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
こ
だ
わ
ら
ず
，
本
人
に
と
っ
て

可
能
な
手
段
を
講
じ
て
，
よ
り
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
必
要

が
あ
る

周
囲
の
者
は
，
児
童
生
徒
の
表
情
や
身
振
り
，
し
ぐ
さ
な
ど
を
細
か
く
観
察

す
る
こ
と
に
よ
り
，
そ
の
意
図
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

ま
ず
は
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
，

そ
れ
に
必
要
な
基
礎
的
能
力
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
的
能
力
は
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達

に
お
け
る
初
期
の
活
動
を
高
め
る
事
柄
で
あ
っ
て
，
認
知
の
発
達
，
言
語
概

念
の
形
成
，
社
会
性
の
育
成
及
び
意
欲
の
向
上
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る

掛
け
声
や
擬
音
・
擬
声
語
等
を
遊
び
や
学
習
，
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
，

自
発
的
な
発
声
・
発
語
を
促
す
よ
う
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

と
き
に
は
，
物
語
や
絵
本
を
身
振
り
な
ど
を
交
え
て
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る

６ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(1
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　

基
礎

的
能

力
に

関
す
る
こ

　
　

と

話
し

言
葉

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
 シ

ョ
ン

が
困

難
な

場
合

が
あ

る

(3
）

言
語

の
形

成
と
活
用
に
関

　
　

す
る

こ
と

話
し

言
葉

を
用

い
る

こ
と

が
で

き
ず

，
限

ら
れ

た
音

声
し

か
出

せ
な

い
こ
と

が
多

い

重
度
重
複

-
7
0
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令和元年度 佐賀県教育センター 小・中学校特別支援教育 

 

⑧_「自立活動の時間」学習指導案様式 

１ 対象児童生徒  ○○年 ○○組 氏名○○ ○○ 

 

２ 対象児童生徒の実態 

  ・学習上又は生活上の困難さ 

  ・背景要因等 

 

３ 自立活動の指導目標 

  ・長期の指導目標 

  ・短期の指導目標 

  ・具体的な指導内容 

 

４ 題材について 

  （１）題材名 

  （２）題材設定の理由 

     〇児童生徒観 

     〇題材観 

     〇指導観 

 

５ 題材の目標 

 

６ 指導計画 

 

７ 本時案 

本時の目標 
 

 

学習活動 教師の支援 備考 

１．○○をする 
  

 

２．□□をする 
  

３．××をする 
  

４．◎◎をする 
  

 

８ 評価 

 

９ その他  ※配置図 板書計画 
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⑧_「自立活動の指導」年間計画様式 

〇児の 
実態を踏まえ
た課題 

 

長期の 
指導目標 
（1 年間） 

 

短期の 
指導目標 
（〇学期） 

 

単

元

及

び

指

導

目

標

・

指

導

内

容

等 

〇月 

単元名：                                                   （〇時間配当） 

□時間における指導   □各教科等に自立活動を関連付けて指導   □交流及び共同学習 

全体目標： 
〇児の目標： 

指導内容： 

〇月 

単元名：                                                   （〇時間配当） 
□時間における指導   □各教科等に自立活動を関連付けて指導   □交流及び共同学習 

全体目標： 
〇児の目標： 

指導内容： 

〇月 

単元名：                                                   （〇時間配当） 
□時間における指導   □各教科等に自立活動を関連付けて指導   □交流及び共同学習 

全体目標： 
〇児の目標： 

指導内容： 

〇月 

単元名：                                                   （〇時間配当） 

□時間における指導   □各教科等に自立活動を関連付けて指導   □交流及び共同学習 

全体目標： 
〇児の目標： 

指導内容： 
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３ 研究のまとめ 

(1) 研究の成果 

ア 特別支援学級における自立活動の指導の進め方についての提案 

   特別支援学級における自立活動の指導の進め方について，児童生徒の実態把握から具体的な指導

内容の設定までの流れ（プロセス）を提案することができました。 

自立活動の指導に当たっては，個々の児童生徒の的確な実態把握に基づき，指導すべき課題を明

確にすることによって，個別に指導目標や具体的な指導内容を設定することが重要です。そこで，

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）に示されている

自立活動の個別の指導計画の作成と内容の取扱いを基に，それぞれの段階における留意点等につい

て示しました。また，本研究で考える自立活動の指導の流れを示した「流れ図シート」には，それ

ぞれの段階において，どのような観点で整理等をしていくかを示しました。これらを参考にするこ

とで，自立活動の指導の進め方についてのイメージをもつことができるのではないかと考えます。 

 

イ 自立活動の指導を進める段階で活用できるシート等の作成 

   自立活動の指導は，児童生徒一人一人の実態を的確に把握して個別の指導計画を作成し，それに

基づいて指導を展開しなければならないため，指導する教師には，障害による学習上又は生活上の

困難を改善・克服する指導について，一定の専門的な知識や技能が求められます。本研究で実施し

たアンケート結果からは，特別支援教育経験が浅い教師の割合が高いことや，自立活動の指導に難

しさを感じている教師が多いことが分かりました。そこで，自立活動の指導を進める上で活用でき

るシート等を作成しました。 

シート等には，活用の目的や使い方のポイント，使用例を示しました。また，「流れ図シート」に

は，それぞれの段階で活用できるシート等を示しました。作成したシート等を，教育現場の教師の

ニーズや経験に応じて活用しながら指導を進めていくことで，指導する教師の専門性の向上につな

がると考えます。また，シート等の内容を他の教師や保護者等と共有することで，連携協力を図る

こともできるのではないかと考えます。 

 

 (2) 課題と今後の展望 

 児童生徒の多様な障害の種類や状態等に応じたきめ細やかな自立活動の指導の充実 

     自立活動の指導は，それぞれの障害による学習上または生活上の困難を主体的に改善・克服する

ことを目標にしているため，必然的に一人一人の指導内容や方法は異なってきます。また，自立活

動の指導を効果的に進めていくためには，特別支援学級担当の教師だけでなく，校内全ての教師や

関係機関との連携が大切です。 

そのため，様々な困難さを抱えている児童生徒に対する具体的な自立活動の実践例を提案したり，

保護者や関係機関との連携の在り方について探ったりすることで，特別支援学級における自立活動

の指導の更なる充実を図っていくことが必要ではないかと考えます。 
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